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プロローグ




「う、海にむかって叫んだりしたら、やっぱり恥ずかしいかな？」

　紫し雲うん寺じ羽う留るの瞳ひとみが、これでもかと輝いている。興奮を抑えきれないのだろう。

　小こ鳥とり居い史し生おは、甲板デツキの手すりから身をのり出し、ほどよい湿り気を帯びた潮風に目を細めた。海面をすべるように進む客船がつくった飛沫しぶきが、透き通った朝日の中で絶え間なく跳ねている。

「なんて叫ぶの？」

　史生の問いに、羽留が笑みを大きくひろげた。

「決まってるだろう。[image: ]青せい蘭らん学園にいくぞーっ[image: ]って思いきり叫ぶんだ」

　そばで頬ほおをゆるめていた稲いな森もり百も南なみが、するりと会話に入ってきた。

「叫んでみたら？　きっと気持ちいいと思うよ」

「よ、よし。そ、それじゃ……」

　きょろきょろと周りを見回し、甲板デツキや客室につながる通路に人影がないことを確かめたあと、羽留が悪戯いたずらを楽しむ子供のような表情で制服の胸をふくらませた。

　ほぼ同時に、カンカンカンとだれかが足早に近くの階段をおりてくる足音が聞こえてきたため、羽留の叫びは「青ら、ぶふぉっ」であえなく波音に呑のみ込まれてしまった。

　階段をおりてきたのは、作業着姿のおばさんだった。デッキブラシをもっている。彼女は、史し生おたちに気づくことなく、船尾のほうへ歩いていった。

　史生は、軽く眉まゆをあげつつ百も南なみと顔を見合わせた。幼おさな馴な染じみの笑顔も、見渡す限りの大おお海うな原ばらに負けることなく、朝日を浴びて輝いている。

　百南が「ぷっ」と噴き出した。

　羽う留るが、「あはは」と声をあげて笑い出す。

　史生も、手すりをパシパシ叩たたきながら両肩を震わせた。

　百南と羽留の笑い声も、潮の香りも、波の音も、客船の振動も、すべてが心地いい。

　ひとしきり笑ったあと、切れ長の目に溜たまった涙を指先でぬぐいながら、羽留が言った。

「叫ぶのは青せい蘭らん島までお預けだ。ここで感情を爆発させたんじゃつまらないからな」

「爆発するのはバトルで、だろ？」

「その通りだな」

　史生の言葉に、羽留がニッと自信に満ちた笑みを浮かべたあと、

「きょうのわたしは、青蘭カラーを身につけているからな。叫ばなくても、心身は常に青蘭へむかってる」

　支給されたブルーエデンのジャケットはスカイブルー。シャツはホワイト。スカートはグレーと薄いブラックのチェックだ。

　青蘭カラーと言えば、青。

　ジャケットの色は、青と言うには淡すぎる。

　ポケットに青いハンカチでも入れているのだろうか？

「青蘭カラーって、青だろ？　どこに？」

　史生は、素直に疑問をぶつけてみた。

「あ、ぅ、な、内緒だ」

　どういうわけか、恥ずかしそうに目をそらした羽留の表情は、ふんわりと香るような色気があってドキッとさせられる。

　教えたくないことを無理に聞き出そうとは思わないけど……、気にならないと言えば嘘うそになる。

　そこでふと、百南の表情が硬くなっていることに気づいた。

　潮風に白桃色のツインテールをゆらしている幼馴染みの顔から、いつの間にか笑みが消えている。

「百南？」

「バトル……つ、次は……勝てなくても、最後の最後まで、がんばるよ」

　その言葉で、浮かれていた史生の気持ちが急速にしぼんだ。代わりに、乗船前の決意が蘇よみがえってくる。

　本土と青蘭島を結ぶ船便の始発にのり、いまこうして海上を進んでいる。

　天気は良好。気分は最高。旅の仲間も申し分ない。が、遊びにいくわけではないのだ。

　百南と羽留は、プログレスとして。

　史し生おは、αドライバーとして。

　学ぶため、そして戦うため、こうして船上に立っている。

　横目で百も南なみを見つつ、史生はぼそりともらした。

「もうすぐ、天あ雨めに会えるな」

「う、うん」

　緊張した面持ちでうなずく百南の背を、羽う留るが軽くなでた。

「鳳ほう来らい天雨という子は、史生と百南の幼おさな馴な染じみなんだろ？　ご飯でも食べながら仲直りできないのか？　そもそも、ケンカの原因をハッキリさせないままバトルをやっても、ミソが深まるばかりだと思うぞ」

「ミソじゃなくて、溝みぞね」

　史生は、容赦なくツッコミを入れてやった。

「うぁ!?　こ、細かいことを言うな！」

　頬ほおを紅あかくする羽留に笑みを投げたあと、百南が口を開いた。

「あ、あたしは、ケンカしたつもりなんて、まったくないんだけど……でも、羽留ちゃんの言う通りだね。アメちゃんが怒ってる理由を聞かなきゃ、また同じことの繰り返しになるような気がする」

　同じことの繰り返し。

　天雨から執しつ拗ように詰なじられ、青せい蘭らん学園を追い出される。また。

　史生は、ほんのわずかに眉まゆ根ねを寄せた。

　青蘭学園にある学区のひとつ、ブルーエデンのスペシャルクラスに天雨はいる。

　普通に考えたら、そのひとつ下のクラスに幼馴染みである百南が入ってきたのだから、大喜びするはずだ。ふたりの仲は、幼い頃ころから本当によかったのだから。

「天雨のヤツ、どうして百南にひどいことしたんだろうな」

　言って、史生は口を引き結んだ。

「本人に会って、直接たずねてみるしかないな」

　羽留が、至極もっともなことを言う。

　それに対し、百南が悲しげに目を伏せる。

「ん～、でも、訊きいても教えてくれなかったから……」

「オレがしつこく問いただす！」

　史生は思わず、手すりにガンッ、と拳こぶしを打ちつけた。

　骨に響くほど痛かった。が、表情には出さない。自分は、プログレスがうけたダメージの肩代わりをするαドライバーなのだから、痩やせ我が慢まんを貫き通すことも必要だ。

　そんな史生の心中を知ってか知らずか、羽留がまた悪戯いたずらっぽい表情となり、

「上にいってみないか？」

　ニヤリと笑った。

「上、って？」

「上等客室のほうだ。上のほうが眺めもいいんじゃないか？」

　羽う留るが、ピッと人差し指を立てた。

　史し生おは、先ほどおばさんがおりてきた階段のほうへ目をむけた。

　船の大きさは、乗船前にタラップからチラッと見ただけだが、なかなかの威圧感があったことは記憶している。豪華客船、とまでは呼べないけれど。

　ガーデンの職員から手渡されたチケットは、そんな船の一般客室用だった。

「立ち入り禁止って、書いてないよな？」

　言葉にした途端、気持ちが上階へむかう。

「い、いいのかな？　怒られない？」

「いついかなるときも、[image: ]上を目指すぞ！[image: ]という気持ちを忘れちゃダメだ、と昔の人が言っていた」

　不安げな百も南なみの肩を、羽留がポンと叩たたく。

「昔の人って、だれ？」

「一ヶ月くらい前のわたしだ」

　自慢げに胸を張った羽留を見て、史生は思わず頬ほおをゆるめた。

　天あ雨めのことをあれこれ考えるより、いまは気持ちを上へむけることを考えよう。自分よりずっとずっと気持ちがやさしく、だからこそ相手より自分自身を責めてしまう百南のためにも。

「上、いってみる？」

「よし、競争だ！」

　いきなり、羽留が階段にむかって駆け出した。

「あ、待ってぇ」

　つられるようにして、百南も走り出す。

　史生も、ふたりのあとを追いかけた。

　羽留と百南の革靴が、錆さび止め加工が施された階段を速いリズムで打ち鳴らす。

　ここで、見た。というか見えた。

　意外と急な階段を駆けあがる女の子たちの海風にめくれたスカート……、その下を。

　羽留が、青。

　百南が、白。

　青せい蘭らんカラーと無垢色じゆんぱくに、心臓が大きく跳ねた。






一章　エヴァノラ・ワイズ






　上等客室があるフロアの甲板デツキは、せいぜい教室ひとつ分ほどで、想像よりもずいぶんと狭かったが、手すりの近くには意匠を凝らしたお洒しや落れなベンチがいくつも設置されており、のんびりと座って海を眺められるようになっていた。

　海風に当たっている人は、だれもいない。

「貸しきりだな」

　羽う留るが、軽やかな足どりでベンチにむかっていく。三人がならんで腰を下ろしても、十分な幅がある。

　史し生おと百も南なみも歩を進めた。と、右手にある通路のほうから声が聞こえてきた。

「エヴァ、地球アースの潮風は肌によくありませんから、到着まではなるべく部屋の中に……」

「嫌よ。息が詰まっちゃうもの」

　目をむけ、史生は思わず息を呑のんだ。

　一瞬だけ、白銀シルバーのロングストレートヘアに視界のすべてを覆われてしまったかのような錯覚に陥った。外見の特異性だけではない、一挙一動のしなやかさや身にまとった空気が、常人とはまったく異質のような気がした。

「あの人……」

　羽留が、ぼそりともらした。

「もしかして……」

　百南も、ぼそり。

　白銀シルバーヘアの彼女が身につけているものは、シャープなデザインの革製ジャケットと下半身のラインを強調するかのような革パンツだ。上下ともに赤。サングラスをかけているため顔はよくわからないが、病的なほど白い肌を見る限り日本人じゃないことは明らかだ。この船は青せい蘭らん島行きなのだから、もしかしたら異界人かもしれない。

　彼女の背にくっつくようにして、縁なし眼鏡をかけた女性の姿も見えた。

　こちらは、オフィス街ならどこにでもいそうな、いわゆるＯＬ風の格好だ。タイトスカートのスーツ姿。上下ともに控えめな紺色。

「いま、[image: ]エヴァ[image: ]と言わなかったか？」

「うん。言ってたね」

　羽留と百南が、小声で言葉を交わす。

　史生も、確かに聞いた。

　白銀シルバーロングヘアの全身真っ赤な女性が、こちらにむかって歩いてくる。彼女にくっつくようにして、縁なし眼鏡のＯＬ風女性も。

　エヴァノラ・ワイズ。

　史生の脳裏には、先ほどからその名前が浮かんでいる。

　黒の世界、ダークネス・エンブレイス出身の一七歳。通称「エヴァ」。世界的にも有名なプログレスだけのバンド『パラレル・フォー』のボーカリスト。抜群の歌唱力とカリスマ性をもつ歌姫。

　青せい蘭らん学園に興味をもっている者なら、だれだって知ってる情報だ。

「エヴァノラ・ワイズだ！」

「ほ、本物かな？」

　羽う留ると百も南なみも、当然知っている。

　肩にかかった白銀シルバーの髪をサッと横に払った彼女が、サングラスをこちらにむけた。

　甲板デツキに他ほかの客がいたことにいまようやく気づきましたといった感じで、衣服よりもずっと鮮やかな赤い唇をいきなり笑みのかたちにつくり直した。数秒前までは、下唇を突き出していたのに。

「本物だ！」

　羽留が、興奮した様子で軽く跳ねた。制服のスカートも、彼女の喜びを表現するかのようにふわりとひろがる。

「ほ、ほ、本物ぉ……」

　百南は、大スターに笑みをむけられただけで小さなからだを強こわ張ばらせている。

　こんなときはどうすればいいのかわからず、史し生おは微かすかな焦りを胸の中で転がすことしかできなかった。

　一般客室用のチケットしかもっていない自分たちが、勝手に上等の甲板デツキへ立ち入ったことによる後ろめたさを隠しつつ、笑って退散すべきか。それとも、エヴァノラと出会えた幸運に感謝しつつ、「はじめまして」と頭を下げるべきか。あるいは……。

　と、白銀シルバーロングヘアの女性が……、ほぼ間違いなくエヴァノラが、見えないなにかを支えもつかのように、右のてのひらを上へむけた。

　縁なし眼鏡をかけたＯＬ風の女性が、サッと胸ポケットからペンを抜きとり、サッとキャップをはずし、ササッとエヴァノラの右手にそれを置いた。

　ペンをもったエヴァノラが、史生たちのほうへツカツカと歩み寄ってくる。

「な、なんだ？」

　エヴァノラが、声を発した羽留の前で足をとめた。そして次の瞬間、

　キュキュキュ、キュキュキュ[image: ][image: ][image: ]ッ、キュッ！

　ジャケットの左胸に、ペン先を走らせた。

　スカイブルーに黒い線が入れば、かなり目立つ。おそらくダークネス・エンブレイスの文字だろうから、なんと書いてあるのかよくわからないけど。

「なっ、なにをする!?」

　羽留の裏返った声に、エヴァノラの整った眉まゆがぴょんと跳ねあがった。

「え!?　なにをって……サイン、だけど？」

「このジャケットは大切なものなんだ。落書きなんかしないでくれ！」

「落書き？　ちょっと、わたしは……」

「そのペン、ゆ、油性じゃないか！」

「油性だからなに？　まさかあなた、このエヴァノラ・ワイズのサインを洗い落とすつもりなのかしら？」

　サングラスを外したエヴァノラが、羽う留るにグッと顔を近づけた。琥こ珀はく色の瞳ひとみが鋭い色を帯びているものの、どこか眠たげな二重まぶたであるため、少々迫力に欠けている。それでも、色っぽさは平均値を遙はるかに超えているけれど。

「洗濯するに決まってるだろう！　せっかく、ブルーエデンのネクストクラスに入れたのに！　落書きされた制服なんてありえない！」

「落書きって、二回も言った！　その制服、オークションに出せばどれだけの値がつくと思ってんの？　あなたがまずやるべきことは、筋違いな怒りを爆発させる前に、このエヴァノラ・ワイズとツーショットの写真を撮ることよ。そのピカピカな制服に降りてきた幸せが、偽物じゃないってことの証あかしにね！」

「お金は、額に汗して稼ぐものだ！　おぉくしょんなんて、よくわからない言葉で誤魔化すな！　写真なんか絶対に撮らないからな！」

「頼まれたって撮らせてやるもんですか！」

「エヴァ、冷静に……」

　縁なし眼鏡の女性が、羽留とエヴァノラの間にやんわりと割って入る。













　ふたりの言い合いを呆ぼう然ぜんと見ていることしかできなかった史し生おは、ホッと胸をなでおろした。二〇代半ばくらいだろうか、縁なし眼鏡の女性の落ち着いた態度と声によって、場のピリピリ感が丁寧にふきとられたような気がした。

「羽う留るちゃん、ここは我慢して」

　百も南なみが、羽留の腕を引いてエヴァノラから遠ざける。

　言い争いを続けるつもりなどないのだろう、羽留があっさりと身を引いた。彼女の目はいま、悲しそうに自らの左胸に落ちている。

　そんな羽留の表情に目を留めたエヴァノラが、顔をしかめた。

「んもうっ、悪かったわよ。いきなりサインなんかしてごめんなさいね。ほら、謝ったから、いいでしょ？」

「そ、それが謝る態度かっ!?」

「羽留ちゃん、クリーニングに出せばきれいになるよ」

「ク、クリーニング、ですって!?　サインを消されるなんて屈辱よ！」

「ごご、ごめんなさい。そ、そんなつもりで言ったんじゃ……」

「洗濯してやる！　きれいさっぱり洗い落としてやるぞ！」

　せっかく収まりかけた言い争いがあっさり再燃したため、今度は自分が、と史し生おは羽留の前にからだをすべり込ませた。

「このままケンカを続けてもつまんないだろ？　むこうも悪気はなかったみたいだし」

　すぐ後ろでも、

「エヴァ、あの子たちの襟章を見てください。中等部の三年生ですよ？　ここは、先輩としての範を垂れるべきだと思います」

　縁なし眼鏡の女性が、エヴァノラをなだめてくれる。

「まあ、史生がそう言うなら……」

　羽留の表情から、ふっと力みがとれた。

「う～、あ～、ごめんねウーピー。あなたの言う通りよ。頭冷やすわ」

　エヴァノラのとろんとした目から、刺とげ々とげしさが瞬時に消し飛んだ。

　ウーピーと呼ばれた女性は、エヴァノラのマネージャーかなにかなのだろうか、表情を動かすことなく、縁なし眼鏡の奥から史生に落ち着いた視線を投げてきた。黒のショートヘア。色の薄い瞳ひとみ。青白い肌。彼女も、おそらく異界人だ。

　ウーピーが、史生に軽く会釈したあと、エヴァノラの背に手を回した。そのまま客室のほうへ歩き出そうとする。

　しかし、エヴァノラがその手から素早く離れたかと思いきや、再び羽留にむかって足を踏み出した。

「ちょ……」

　史生は思わず、彼女の前に手を出した。口ゲンカの再開を阻止するため、羽留を守るため、エヴァノラの勢いをとめるため、足も踏み出す。

　エヴァノラが、史生の手をゆっくりと下に押しながら、

「心配しないで。わたし、しつこいのは嫌いなの。ただ、最後に言っておきたかっただけ。あなたたち青せい蘭らん学園の中途入学組でしょ？　あそこに入ったら、ひたすら突っ走らなきゃダメよ。青蘭の校風、とんでもなく自由だから勘違いしちゃうけど、自由って、好きなことだけやってればいいってことじゃないのよ？　自由っていうのは、すべてのことを自己責任で……って……？　え？　ええっ!?　なにこれっ!?」

　話している途中で、エヴァノラが史し生おの手を握りしめた。

　あ、と史生は自分のふたつ名を思い出した。

　朝あさ霧ぎりまろんからつけてもらった【変態容器アンリミテツド】というふたつ名を。

　まろんは、ひと足先に青蘭学園へ帰っていった。彼女の正体は……、結局、よくわからないままだ。

「ちょっと、これ、なんなの……？」

　エヴァノラが、長いまつげをぷるぷると震わせている。

　彼女はいま、史生の手に直接触れている。ということは……。

　ダイレクト・リンク。

　プログレスが、αドライバーと直接リンクするための方法は極めて単純だ。互いの肌を密着させるだけでいい。

　史生は、【変態容器アンリミテツド】のふたつ名に恥じないパワーを無自覚に秘めている。プログレスにとっては、汲くんでも汲んでも決して尽きることのない力の泉といってもいい。

「や、やだ、すごぉい、あ、ぅ、嘘うそでしょ」

　エヴァノラが、白銀シルバーの髪を、琥こ珀はく色の瞳ひとみを、赤い唇を、小刻みに震わせ続ける。

　ある日、突然、自分史上最高の秘泉を発見すれば、だれだって震えるに違いない。

　それこそ、からだの芯しんから。




　およそ一分後。

「いい加減、史生の手を離したらどうだ？」

　羽う留るが、苛いら立だたしげに言った。

「そ、そうね。こ、これ以上は、さすがに無理だから……」

　エヴァノラが、握っていた史生の手をようやく離し、ヨロヨロと後あと退ずさった。

　羽留と百も南なみが、むすっとした顔でそれを見ている。

「だいたい、どうしてエヴァノラ・ワイズがこんな船にのってるんだ？　青蘭島に用があるなら、飛行機でビューンといけばいいじゃないか」

　羽留が、声を尖とがらせる。

　百南も、口を開く。

「あたしたちは学生だから、そんなに渡航費をかけてもらえないけど……エヴァノラ・ワイズなら、お金はいくらだって……」

「なにかの雑誌で読んだことがあるぞ。エヴァノラ・ワイズはコショウ恐怖症だって」

「それ、あたしも聞いたことある。でも、コショウじゃなくて、高所だよ」

「う、そ、そうだった。高所恐怖症だ」

　羽う留るが、ほんのりと頬ほおを紅あかくした。

「ち、違うわよ！　ふ、ふん。このエヴァノラ・ワイズが高所恐怖症だなんて失礼ね！　低俗なゴシップ紙から得た情報を鵜う呑のみにしないで！　ただ単に船が好きなだけなの、船が！　本当なんだから！」

　どこか子供のように両腕をぶんぶん上下させて反論するエヴァノラに対し、

「ふ[image: ][image: ][image: ]ん。そうなのか？」

　羽留が、これ見よがしに目を細めた。

　口には出さずとも、[image: ]あなたの言うことは信じていません[image: ]と表情で語っている。

　百も南なみが、何ともいえない表情で羽留とエヴァノラを交互に見ている。

　ウーピーが、縁なし眼鏡のブリッジを指先で押しあげたあと、

「エヴァ、そろそろ戻りましょう」

　あらためてエヴァノラの背に手を添えた。

　そこで、羽留から視線を引き剥はがすようにして顔を背けたエヴァノラが、赤い唇の両端をこれでもかとつりあげながら、史し生おに顔をむけてきた。

「あなた、お名前は？」

「え？　あ、小こ鳥とり居い、史生です」

「そ。コトリィ、シオ、ね。それじゃシオ、出会ったばかりでなんだけど……」

「？」

「このエヴァノラ・ワイズと恋人契約を結ばない？」

「は？」

「「はぁ!?」」

　史生の驚きを押し潰つぶすかのように、百南と羽留が怒り混じりの声を発した。

　エヴァノラの自信に満ちた瞳ひとみが、史生ににじり寄ってくる。

「ねぇ、シオ。わたし専属のαドライバーになりなさいよ。絶対に損はさせないから」

　いきなり、ガシッと羽留に右腕をつかまれた。

　左腕も、ムニッと百南につかまれる。

「史生、いくぞ！」

「シオくん、いこ！」

「ぉ？　ぁ、ああ」

　ふたりに挟まれたまま、まるで警官に連行される犯罪者のように、史生は先ほど駆けあがってきたばかりの階段にむかって歩き出した。

「船をおりるときまでに考えといて。いい返事を期待してるわ」

　背後から聞こえてきたエヴァノラの明るい声に合わせ、右腕をつかんでいた羽留が、さらにしめつけを強くしてきた。ギリギリと。

　百も南なみはというと、どういうわけか史し生おの左腕をキリキリとつねっている。

　なぜ？




　テレビで観みたことなら、何度もある。ポスターや青せい蘭らん学園の関連書籍に載っていた写真で目にした回数は、数えきれない。

　それでも、やはり本物は違った。

「すげぇ」

　青蘭島の上空にある三つの門ハイロウを見あげたまま、史生は感嘆の声をもらした。

　波と波がぶつかり合う音。海鳥の鳴き声。潮の香り。風の肌触り。島の存在感。その他、様々な要素が複雑に絡み合い、映像や写真ではとても表現できない本物の空気をつくりあげている。

　体感できる[image: ]質[image: ]が、明らかに違う。

「お、落ちてこないのかな？」

　羽う留るが、口を半開きにして空を見ている。

「あそこに大人しくとまったままだよ。ずっと、ね」

　百南が、空に開いた仄ほの暗ぐらい巨大な孔あなを指さした。そして、すぐさま唇を引きしめる。

　青蘭島から離れて半月ほどしか経たっていないはずだが、幼おさな馴な染じみなりにいろいろ思うところがあるのだろう。




　世界接続ワールド・コネクトによって、青蘭島の上空には三つの世界へと続く門ハイロウが開いた。それがいま、前方の空にある。




　魔術によって治められた黒の世界。

《ダークネス・エンブレイス》

　女神たちの愛に包まれた赤の世界。

《テラ・ルビリ・アウロラ》

　科学の力で最適化された白の世界。

《システム＝ホワイト＝エグマ》




　船上で、ダークネス・エンブレイス出身のエヴァノラ・ワイズと言葉を交わすことができた。次は、どんなプログレスと出会うのだろう。

　そんな思いを抱きつつ、百南と同じように史生も表情を引きしめた。

　まず、なによりも先にやらなければならないことがある。

　天あ雨めに会う。会って、百南にひどいことをした理由を訊きく。そのあとは、そのときの気持ちに従って行動を決めようと考えている。

「門ハイロウを見てると、いても立ってもいられなくなるな！」

　手すりを両手で握りしめた羽う留るが、いきなりぴょ～んと大きく跳ねた。いまにも手すりを越えて海に落ちてしまいそうで、見ているほうはヒヤリとさせられる。スカートのめくれ具合にもヒヤヒヤだ。

「シ～オ～、返事決めてくれたかしらぁ～」

「っ!?」

　突然聞こえてきた声に、キラキラ輝いていた羽留の瞳ひとみが、瞬時に鋭くなった。

　百も南なみの大きな目にも、らしくないほど険悪な色が浮かぶ。

　史し生おたちの叫びを遮ったのは、階段をおりてきたエヴァノラだった。

　間を置くことなく、羽留が噛かみついた。

「返事は船をおりるときにって、自分で言ってたじゃないか！　忘れたのか!?」

「わたし、待つのが苦手なの」

　エヴァノラが、悪びれた様子もなく、ひょいと肩をすくめた。

「へ、返事なんて、もう決まってるよ。ね、シオくん」

　百南が、スススッと史生に身を寄せてきた。

「ま、そ、そうだな」

　大スターの誘いを断るなんて、本当にもったいない。という思いはもちろんある。それでも、自分の目的は恋人契約なんかじゃないから。

「オレ、エヴァノラさんの専属αドライバーにはなれません。すみません」

　史生は、エヴァノラの瞳をまっすぐに見つめた。

　世界的な歌姫の顔に浮かんだのは、怒り、戸惑い、悲しみ、のどれでもなかった。ただただ、きょとんとした表情で史生の視線をうけとめているだけ。

　言葉が通じなかったのか？

　そんな心配が頭を過よぎったとき、エヴァノラが恥じらうように微笑ほほえんだ。

「恋人じゃ、嫌？　そっか、うん。だったら、夫婦契約にしましょ！」

「へ？」

　という史生の惚とぼけた声に被かぶせるように、

「なっ!?　ど、どうしてそうなる!?　そそ、それはおかしいだろっ!?」

「ふ、夫婦なんて、ダメだよぉ！」

　百南と羽留が、そろって怒りの声を吐き出した。

　エヴァノラが、ふたりの反応を微風のようにうけ流し、

「返事は、船をおりたときでいいから！　楽しみにしてるわよ！」

　白銀シルバーのロングヘアを翻し、きびすを返した。

　船をおりたときって、青せい蘭らん島はもう目と鼻の先なんですけど……。

　史生は、跳ねるように階段をのぼっていくエヴァノラの後ろ姿から目を離し、船首方向へゆっくりと顔をむけた。




　青せい蘭らん島は、地球アースと他ほかの異界を結ぶ三つの門ハイロウが上空にならんでいる、北緯二〇度五〇分、東経一四〇度三一分にある島だ。

　地球アースだけでなく、黒、赤、白の世界から多くのプログレスたちをうけ入れており、加えて彼女たちの生活を支える人々も移住することになったため、埋め立てが進み、それ相応の施設や設備が次々と建設されていった。

　結果、約五〇平方キロメートルほどの面積だった島が二倍ほどにひろがった。

　大海に浮かぶ四世界の中心地へ、史し生おたちはもうすぐ足を踏み入れる。




「シオ、返事を聞かせて！」

　史生たちが青蘭島の港に降り立ち、それこそ一〇歩も歩かないうちに後ろから声をかけられた。

　エヴァノラの口から「夫婦契約」という言葉が出てから、まだ三〇分も経たっていない。

　徒歩で下船する客は数えるほどしかいなかったものの、史生たちの周りにいた人々の視線が、ドッと集まってきた。まるで爆音でも耳にしたかのような反応だ。

　史生は、背後から無音の強風に吹きつけられているかのような心地になりながら、

「あのぅ」

　ゆっくりと振りむき、白すぎる顔を輝かせているダークネス・エンブレイス出身の歌姫に苦笑いをむけた。

　船内では見かけなかったが、彼女の後ろにふたりの男たちが立っていた。ともにサングラス。黒いスーツ姿。体格もいい。見るからにボディガード然としている。

　周りの目。ボディガードたちの威圧感。そばにいる百も南なみと羽う留るの視線。青蘭島初上陸の緊張感。澄み渡った青空。その他、いろんなものを肌で感じつつ、史生は気持ちを前に押し出した。

「オレ……」

　契約する気はありません。ごめんなさい。という言葉を続けようとするが……、

「夫婦契約なんて、お断りだ！」

「お、お断りします！」

　羽留と百南の声によって、それができなかった。

　エヴァノラが、琥こ珀はく色の瞳ひとみに冷たい光を宿す。

「あなたたちには、訊きいてないわ」

「史生の代わりに言ってやっただけだ」

「シオくんのこたえも、同じです」

　女の子たちの視線が、史生のすぐそばでバチバチとぶつかり合う。

　そこへ、黒塗りの大きな、いや、大きすぎる車が静かなエンジン音をたてながら近づいてきた。

　いつの間にかエヴァノラの横に立っていたウーピーが、眼鏡のブリッジを指先で押しあげながら、

「船の到着時間が予定より三〇分ほど遅れましたので、ここで時間を食うわけにはいきません。お急ぎください」

「あん、もう、それじゃ、これ渡しておくわ」

　言いながら、エヴァノラが右のてのひらを上にむけた。コンマ数秒後、ウーピーがそこになにかをのせた。

　名刺だ。

　エヴァノラが、史し生おの手を包み込むようにして、それを押しつけてくる。

「この番号、プライベート用だから。連絡ちょうだい。必ずね。じゃなかったら、こっちから迎えにいくわよ？」

「あ、は、はい」

　トップクラスのプログレスであり、ダークネス・エンブレイス出身であり、地球アースでも稀まれなる美び貌ぼうと美声を誇る歌姫のプライベート用名刺を手に、史生は小さくうなずくことしかできなかった。

　百も南なみと羽う留るのジト──ッとした視線が、ちょっと痛い。

「絶対絶対、連絡してね！」

　しつこく念を押しながら、エヴァノラは大きすぎる黒塗りの高級車に慌ただしくのり込んでいった。史生たちに軽く会釈しながら、ウーピーもそのあとに続く。ふたりのボディガードたちも。

　世界的な大スターをのせた高級車が走り出すなり、もっていた名刺が手から勝手に飛び出した。

「あっ!?」

　名刺の動きを目で追ったときにはもう、百南の手に収まっていた。

【万有引斥力コネクシヨン】。

　幼おさな馴な染じみの能力名だ。どんなものでも押し引きできる異能エクシードにとって、名刺を引き寄せるくらい容易たやすいことだろう。

「百南、ちょ、それ……」

　史生の声に、百南は目をむけてもくれない。ただ、ジッと名刺を見ているだけだ。

　羽留も、名刺に顔を近づける。

「授業以外でエクシードをつかったら、ダメなんじゃないのか？」

　問いかけてくる羽留に、百南がチラッと視線を投げた。

「か、風だよ。きっと」

　都合のいい風もあったものだ。

「だな。わたしにも、そう見えた。風の板ズレだな」

「風の悪戯いたずら、でしょ？」

「うん。地方によっては、そんな言い方もあるな。それ、ちょっと貸してくれ」

　友人の指摘をスムーズにスルーした羽う留るが、百も南なみの手から名刺を引き抜いた。

　途端、彼女の指先に拳こぶし大の光球が発生し、名刺を包みこむ。

「お、おい、そんなことしたら……」

　名刺を奪い返すため、史し生おは光球に手を伸ばした。が、

「ん？　どうした史生？　エヴァノラ・ワイズに連絡したいのか？」

　微かすかな冷気を漂わせた羽留の視線によって、動きをとめられてしまう。

「い、いや、連絡したいとは思ってないけど……せっかくもらったモノだから……」

　という史生の言葉を押し潰つぶすように、

「連絡につかわないなら、必要ないよね？」

　百南が、どこか冷たい声でつぶやいた。表情は、キラキラ輝いているのに……。

「あ～、それは……」

　史生は、女の子たちのひんやりとした圧力に押されっぱなしのまま、状況の推移を見守ることしかできない。

　羽留は光球を消そうとしない。百南も、それをとめようともしない。彼女たちのきれいな瞳ひとみには、光球とそれに包み込まれ、徐々に黒ずんでいく名刺しか映っていない。

「風がイタズラするなら、光だってイタズラくらいすると思わないか？」

「すると思う」

「あははは」

「うふふふ」

　ふたりの女の子が愛らしい笑みをむけ合っている姿は、なんとも微笑ほほえましい光景……、のはずなのだが……。

　ちょっと怖い。

　一〇秒も待つことなく灰になった世界的大スターのプライベート用名刺は、粉々になって青せい蘭らん島の港に散った。

　さよなら、エヴァノラ・ワイズ。

　史生は、そっと息をついた。そのときだった。

　プップーッ！

　突然のクラクションに、史生は思わず背筋を伸ばした。

　見ると、なんの変哲もない白い乗用車が数メートル先に停とまっていた。運転席から、女の子がこちらに手を振っている。

　あれは……。

　史生は、思わず息を呑のんだ。

　薄紫のロングウェーブヘア。西洋人形のように整いすぎた目鼻立ち。

　青蘭フロントガーデンからひと足先に青蘭学園に渡った、朝あさ霧ぎりまろんだった。

　ハンドルに片手をかけ、薄い紫色の瞳に笑みを浮かべている。

「まろんちゃん？　ど、どうしてここに？」

　百も南なみが、乗用車に駆け寄っていく。

「車、運転できるのか？」

　羽う留るも走り出す。

　史し生おも、彼女たちの背を追って足を速めた。




　まろんが、慣れた様子で車を走らせている。

　史生は、後部座席の左側からそんな彼女の様子を窺うかがった。

　間違いなく、まろんだ。史生たちより先にガーデンを出たといっても、ほんの一日違っただけで、久しぶりという感じはしない。それなのに、なんだか別人に見えた。

　島の空気や彼女が身につけている青せい蘭らん学園の制服が、そう感じさせるのだろうか。

「まろん、いまさらだが、どうしてわたしたちといっしょに船にのらなかったんだ？」

　運転席の後ろに座った羽留が、座席越しにたずねた。

「本当は、まろんもみなさんといっしょに船旅を楽しみたかったのですが……いろいろと報告しなければならないことがありましたので、やむなく先行させてもらいました」

「報告って？」

　助手席の百南が、運転席に顔をむけた。

「ごめんなさい。内緒なんです。守秘義務がありますから」

「む。守秘義務か。そうか。だったら、言える範囲でいいから、まろんのことを教えてくれ。友だちだから、仮面をつけてのつき合いはできるだけ避けたいからな」













　羽う留るの言葉で、まろんの目もとがゆるんだ。

「出身は、テラ・ルビリ・アウロラ。本名はマローンです。いまお教えできることはこれだけですが、うふふ、七柱の女神、その御み名なにかけて、まろんはみなさんのことを大切な友だちだと思っています」

「なんとなく、異界人じゃないかとは思ってたんだ」

　羽留が、どこか嬉うれしそうな顔でつぶやいた。

　百も南なみが、からだをひねって後部座席に笑顔をむけてくる。

「まろんちゃ……マローンちゃんって、テラ・ルビリ・アウロラの人って雰囲気があったから、ずっと[image: ]もしかしたら[image: ]って思ってたの」

「いままでのように[image: ]まろん[image: ]と呼んでください。みなさんとは、そのほうが自然に接することができますから」

　まろんの言葉に、百南と羽留が笑みを浮かべた。

　心地いい空気が、車内に満ちていく。

　そんな中、史し生おは気になっていたことを口にした。

「まろんも、オレたちと同じブルーエデン？　制服、違うみたいだけど」

　百南と羽留が袖そでを通しているジャケットは明るいスカイブルーだが、まろんの服は深みのあるダークブルーだ。

「本当にごめんなさい。所属も、言えないんです」

「ブルーエデンじゃないのか？　わたしたちとは違う学区、というわけだな？　それは残念だ」

　言葉通り、羽留が残念そうにため息をつく。

「はい。だから、せめて寮までお送りしようと、こうして車を出した次第です」

「車の免許があるんだね。すごいな」

　史生は、薄紫のロングウェーブヘアを眺めながら考えた。同い年くらいに見えるまろんだが、実は一八歳を超えていたようだ。いや、もしかしたら、異界出身者だから特別な許可をもらって免許の取得を……、

「免許はもっていませんが、運転は一〇〇時間以上の訓練をうけていますので、安心してください」

「無免許!?」

「うふふ。異界人特権です」

　まろんが、まるでピアノの鍵けん盤ばんを叩たたくように、ハンドルの上でリズミカルに細い指を動かした。が、すぐにハンドルを握り直し、

「モナミ、大丈夫ですか？」

　落ちついた声で百南に問いかけた。

　車内の明るい空気が、きゅっと引きしまる。

　百も南なみは青せい蘭らん学園に戻ってきた、ということを史し生おはあらためて思い出した。

「大丈夫だよ。あたし、い、いまなら、ア、アメちゃんとだって」

「決して無理しないでくださいね。ホウライさんとの再戦は、当分の間やめておいたほうがいいでしょう」

「でも、あたしは、アメちゃんともう一度……」

　百南が、うなだれた。

　羽う留るが、心配そうに百南を見つめている。

　左手に海。右手に見たことのない街並み。そんな景色が、後方に流れていく。

　史生は、新鮮な車外の眺めを意識の外に掃き出したあと、運転席にむかってわずかに身をのり出した。

「あのさ、天あ雨めって、そんなに強いプログレスなの？」

　まろんが、バックミラー越しに薄い青色の目をむけてくる。

「どんなに強いプログレスであっても、戦術を練り込んで弱点を突けば、それなりに攻略することができます。ですが、ホウライさんは……」

「弱点が見あたらない、ということ？」

　まろんが、史生の言葉を否定することなく、黙ったまま運転を続ける。

　史生は、下唇を軽く噛かんだ。

　ネクストクラスの選抜チームをひとりで全滅させるほどの力をもち、さらには弱点も見あたらないなんて……。

「天雨って、そんなに強いのか……なんて言えばいいのかな。幼おさな馴な染じみとして嬉うれしいけど、なんだか遠くにいかれたようで、ちょっと寂しいような……」

　史生は、窓の外に視線を逃がした。

　史生、百南、天雨。幼馴染み三人の中で、最初に青蘭島へ渡ったのは天雨だった。一年とちょっと前だ。次が百南だったが、一ヶ月ほど経たったあと逃げるように島から出て、ガーデンで再起のためリハビリをはじめた。

　そのガーデンで史生と百南が再会を果たしてから、およそ半月。羽留も加えて、こうして青蘭島にやってきた。

　史生と羽留は、はじめまして。

　百南は、おひさしぶり。

　そうやって、天雨がいる場所へはるばるやってきたというのに、それなのに……、もうひとりの幼馴染みが余計に遠ざかったような感覚に陥りそうになっている。

「とにかく、天雨と会ってみないことには、なにもはじまらない、な」

　窓に額をくっつけ、史生はつぶやいた。




　港から車で一〇分も走らない場所に、ブルーエデンのネクストクラス、その生徒たちが暮らす寮はあった。

「第二男子寮、つまりシオたちαドライバーの専用寮は[image: ]バンブーソード[image: ]という名前です。普通クラスから選抜されたとはいえ、ネクストクラスの生徒はまだ竹たけ光みつ、少しでも早く切れ味のいい真剣になってほしい、という気持ちが込められているそうですよ。シオは、きょうから[image: ]なまくら刀くん[image: ]の仲間入りですね」

　ハンドルを操作しながら、まろんが説明してくれた。

　史し生おは、窓に顔をくっつけるようにして近づいてくる建物を眺めた。

　αドライバーとして、自分の力量は下の下だと思っている。最底辺だ。

　トップクラスのαドライバーは、チームを組んだプログレスたちの性格や能力を熟知しており、彼女たちをそれぞれバトルで輝かせ、かつ勝利をつかむことができる。

　自分は、まだまだ足りない。

　プログレスたちの性格や能力を知るよりも前に、αスクリーンの操作法。特殊技のつかい方。リンクのタイミング。ダメージをうけたときの対処法。その他、学ぶべきことが山とある。

　そんな自分は、竹光というよりも竹製割わり箸ばし程度の価値しかないと思ってる。割ってつかわれたあとは、ポイ。その程度だ。

　助手席の窓から顔を出した百も南なみが、後ろを指さし、

「ほら、男子寮のすぐ隣が女子寮だよ。名前は[image: ]ワイルドパンセ[image: ]。野生の思考って意味でね、え～っと、まだまだちぐはぐで拙つたない技術しかもってないから怠けるな。普通クラスの上だからって、天てん狗ぐになっちゃダメ。もっと上のスペシャルクラスを目指せ。って、いろんなメッセージがこめられてるんだって」

　そう説明してくれた。

　まろんが、頬ほおをゆるめてそれを聞いている。

「未熟者たちが集う場所ってわけか。なんだか、燃えてくるな」

　羽う留るが、かたちのいい胸の前でグッと拳こぶしを握った。




　駐車場で車を降りたあと、史生はあらためて男子寮バンブーソードと女子寮ワイルドパンセ、そしてその間をつなぐ平屋の細長い建物を眺めた。

　史生たちが青せい蘭らん学園に入学する前、その準備をするため世話になった青蘭フロントガーデンは、古い建物を改装しました的な臭においがぷんぷんしていたが、ここは違う。壁の汚れはほとんど目立たない。窓の数も多い。素人目にもデザイナーの遊び心が見てとれる。

　建物の中は、明るく開放感のある空間がひろがっているに違いない。

　史生は、ふと思ったことを百南にたずねた。

「天あ雨めが住んでる寮って、どこ？　この近く？」

　同じ学区なら、たとえ学ぶクラスが違ったとしても寮くらいは近くにあるはずだ。

「オレたちが第二寮なら、天雨は第一寮なんだろ？」

「う、うん。アメちゃんは第一寮に住んでるよ。[image: ]ブルーエイジ[image: ]って名前で、ここから歩いて一〇分くらいの場所」

　百も南なみのこたえに、羽う留るが両の眉まゆを跳ねあげた。

「[image: ]ブルーエイジ[image: ]だと？　青い嬰えい児じって、変じゃないか？」

「蒼あおの世代って意味だよ？」

「う、ぁ、そ、そうだと思ってたんだ」

　頬ほおを紅あかくしながら目をそらした羽留を横目で見ながら、史し生おはだれに言うともなしにつぶやいた。

「一〇分くらいなら、あとで会いにいってみようかな」

　百南の表情が、途端に強こわ張ばるのがわかった。

　だから史生は、慌ててつけ加えた。

「まずは、オレひとりでいってみるよ。百南は、ここで待ってて」

「わたしもいこうか？」

　羽留の申し出に、史生は首を振った。

「百南といっしょにいてやってよ。オレひとりでいったほうが、天あ雨めも気をゆるめてくれると思うし」

「ん。わかった。史生がそう言うなら、わたしは百南のそばにいよう」

　羽留が、微笑ほほえみながら百南の肩を抱き寄せた。それでも、幼おさな馴な染じみの頬から硬さが消えることはなかった。

　きっと、天雨とのことを思い出しているのだろう。

　百南がブルーエデンのネクストクラスに入ってすぐ。スペシャルクラスとの交流戦が行われた。

　入学早々代表選手に抜ばつ擢てきされた百南は、幼馴染みの天雨と会える喜びを胸にバトルフィールドに力強く足を踏み入れたのだが、蓋ふたを開けてみたら……、惨敗。

　しかも、天雨ひとりにやられたという。

　その後、授業やバトルのあるなしにかかわらずやってきた天雨から、百南は執しつ拗ように「島を出ていけ！」と怒鳴りつけられた。その理由は、いまなお不明だ。

　百南は、そんな日々が続いたことで心を萎しおれさせ、リハビリのため本土にあるガーデンへ移った。そこで史生と再会し、再起を誓う。

　そして、きょう。こうして青せい蘭らん島に戻ってきたのだ。仲間たちとともに。

「モナミ。あなたはひとりではありませんよ」

　まろんの言葉に、百南の表情が幾分やわらいだ。

　史生は、羽留と顔を見合わせた。自然と笑みがこぼれてくる。






二章　ミート・アゲイン






「モナミ、ウルのことはお任せします。ワイルドパンセを案内してあげてください。あなたの部屋は、そのままにしてあるそうですから。あ、ウルも同じ部屋だそうですよ」

「やった！　羽う留るちゃん、相部屋だね。あ、えっと、まろんちゃんは？」

「シオを案内します」

「案内って、女の子はバンブーソードに入っちゃダメなんだよ？」

「うふふ。立ち入り許可をとってありますから心配はいりません。これも、まろんが所属している部署の権限で……っと、口をすべらせるところでした」

　まろんが、ピンク色の唇をサッと手で押さえた。

　言えないことをたくさん抱えているようだけど、案内してもらうぶんにはなんの問題もない。

　史し生おは、百も南なみや羽留と目を合わせつつ苦笑いを浮かべた。

「あ、忘れるところでした。寮生の方から、え～っと[image: ]クロエ[image: ]というお名前でしたが……その方から、[image: ]ロッカーの中をきちんと確認してください[image: ]という伝言を頼まれていました」

「クロちゃんが？　も、もしかして、またアレを……」

　百南の顔が、微妙に歪ゆがんだ。

　クロちゃん？　アレって？

「まろんはなにも聞いていませんが……おおよその見当はつきます。うふふ、がんばってくださいね。新入生歓迎会の準備も整っているようですから」

「ハァ～、またアレをやるのかぁ～」

　百南が、大きく息を吐き出した。

　また？　アレって？

　青せい蘭らん島もネクストクラスもバンブーソードもワイルドパンセも、すべてが初体験の史生と羽留には、「アレ」がなにを指しているのかわからない。

「……よし、がんばろ！　シオくん、またあとでね。羽留ちゃん、いこ」

　腹をくくった、といった様子の百南が、羽留を促して歩き出す。

　ちょんと肩をすくめた羽留が、そのあとに続く。

「さ、シオはこちらへ」

　手招きするまろんに従い、史生はバンブーソードへ足をむけた。




「寮内の秩序を乱しさえしなければ、どんな服装でいてもかまいません。ほとんどの子はジャージです。男女とも、互いの寮には立ち入ることができませんので、モナミやウルと話したいときは、お互いの建物を結ぶ通路が共用フロアになっていますので、そこをつかうといいでしょう」

　史し生おは、まろんの説明にうなずきながら、指定された靴箱に靴を置き、用意されていたスリッパにつま先を突っ込み、ソファがいくつか置かれた応接間をぺたぺたと横ぎり、階段をのぼって三階まであがった。

　寮内の壁は白く、天井は高く、通路や階段の幅もゆったりととられており、日当たりもよく、圧迫感のかけらさえなかった。が、生活感がなく物音もしないことが気になったので、史生は斜め前を歩くまろんに訊きいてみることにした。

「あのさ、ここって何人くらいのαドライバーがいるのかな？」

「えっと、ブルーエデンのネクストクラスは現在、シオを入れて三名だったはずです。αドライバーは稀き少しようですから。プログレスは、モナミとウルを加えて二七名。これで、ネクストクラスは総勢三一名に……」

「三一名？」

　三 ＋ 二七 ＝ 三一？　足し算が、おかしくないか？

　不意に足をとめたまろんが、サッと史生にむき直り、ふわっとからだを寄せてきた。

「うぉ!?」

　史生は、息の固まりを吐き出した。

　まろんの大きな胸が、鳩尾みぞおちのあたりにむぎゅ～っと押しつけられてくる。

「な、なに？」

「シオ」

　まろんが、長すぎるまつげを震わせながら、史生を見あげてきた。

「αドライバーは本当に大変なんです。でも、応援しますから。シオがあきらめない限り、できる限りのことをして応援しますから。どうか、がんばってください」

「も、もちろん。がんばるつもりだけど……」

「青せい蘭らんでは[image: ]つもり[image: ]という言葉に気をつけてください。その程度、と思うかもしれませんが、目には見えない、肌では察知できない、とても小さな[image: ]心の速度[image: ]が大切になってきますから。長い目で見れば、倦うまず弛たゆまずゆるやかでも確実に前へ進み続けた人間が信じられないほど遠くへいくものです。ふふ、偉そうなことを言ってごめんなさい」

　まろんが、スッとからだを離した。

　史生は唇を引きしめ、紫色の瞳ひとみをうけとめた。自然とからだの中が熱くなる。

　まろんが、言葉を継いだ。

「現在、バンブーソードにはシオの他ほかに二名のαドライバーが暮らしています。本当はあとひとり在籍していますが、現在は実家に帰っていて……」

「それって、もしかして……」

「その方はまだ、心の傷を癒いやせないでいるそうです」

　天あ雨めとのバトルがきっかけで、心を折られたのは百も南なみひとりではなかったようだ。

　プログレスは、ブルーミングバトルではダメージをうけないが、αドライバーは違う。プログレスたちがうけた痛みをすべて引きうけなければならない。

『αドライバーは本当に大変なんです』というまろんの言葉が、途端に重みを増した。

「ブルーエデン内で、スペシャルとネクストの交流戦が行われたのは、先月の第一月曜日でしたから……ここの寮生たちは、いまなおあの日の惨敗を引きずっているはずです。まろんは、ビデオでバトルを観みただけなのに、ホウライさんの強さがいまも頭から離れません。もし自分が、あのフィールド内にいたらと思うと……からだが強こわ張ばります」

「オレは……」

　史し生おは、返す言葉を見つけることができなかった。

「ですから、きょうをキッカケにして、ネクストクラスの寮生たちに再スタートしてもらえたら、まろんも嬉うれしいです。あ、ここがシオの部屋ですね。本来なら四人部屋ですが、人数が少ないためひとりでつかっていいそうですよ」

　話していたまろんが急に立ちどまり、ドアを指し示した。

　ネームプレートには、すでに『小こ鳥とり居い史生』の名前が入っていた。三〇七号室だ。




　部屋に入ると、左側に勉強机が四つ。右手の廊下側にロッカーが四つ。奥に二段ベッドが二つ。机とベッドの幅は、両手を軽くひろげたくらいだろうか。一〇歩ほど進むと、スライド式の大きな窓にぶつかる。

　窓からは、光に白く染められた海が見えた。

「事前に送られてきた荷物と学園からの支給品は、ロッカーの前に置いてあります」

　言って、腕時計にチラッと目を落とした。

「あと二〇分ほどで、新入生歓迎会がはじまるそうですから、急いだほうがいいかもしれませんね」

「この格好のままでいいよね？」

　バンブーソード内は、どんな格好でもＯＫだと聞いたが、念のために確認の質問をした。もしかしたら、みんなジャージでくるかもしれないし。

「クロエさんから、シオにも伝言があります」

「伝言？」

「[image: ]部屋に入ったら、すぐにロッカーの中を確認してください[image: ]だそうです」

「？」

　史生は、まろんが指し示した壁際のロッカーを開けてみた。

　ハンガーにかけられた肌色の布地が、なんだか寂しそうにぶら下がっている。

「これ、なに？」

　手にとり、ひろげ、見て……、顔をしかめた。

　フードつきの全身タイツ？　フードの左右にくっついている丸いモノは、耳？　尾てい骨あたりについている長いモノは、尻尾しつぽ？　肌色のサル？　どうしてこんなモノが……？

「まろんは、ちょ、ちょっと用事がありますから、これで失礼しますね」

　まろんが、肌色のサルから逃げるように部屋を出ていこうとする。

「あの、こ、これは……？」

「青せい蘭らんにある様々な学区では、そこ独自の[image: ]歓迎作法[image: ]があります。ブルーエデンのネクストクラスでは[image: ]着せ替え[image: ]をやっていると耳にしたことがありますから……」

「き、着せ替えって……」

「ごめんなさい。これ以上ここにいたら、ぷっ、くく」

　手で口もとを隠しながら、まろんが素早く廊下に出ていった。もとい、逃げていった。

　バタン、と無慈悲にドアが閉められる。

『も、もしかして、またアレを……』と百も南なみが言っていたことを思い出す。

「百南と羽う留るも……こ、これを……」

　彼女たちも、全身タイツを着るのだろうか？

　青蘭学園デビュー初日に、サルの全身タイツを着なければならないなんて。

　どんな拷問だ？




　サルの全身タイツに身を包んだ史し生おは、そぉ～っと部屋のドアを開け、その隙すき間まから廊下の様子を窺うかがった。

　人の気配はない。

　そろそろと部屋から出て、静かにドアを閉める。タイツがピッタリと肌に密着しているため、なんだか全裸で歩いているような気がしてくる。タイツ、肌色だし。

　まろんの姿はどこにもない。

　スリッパをぺたぺた鳴らしながら、まろんに案内してもらったルートを逆にたどる。

　階段をおり、一階の応接間に出た。

　だれもいない。

　気恥ずかしさを感じながら、史生は勇気を振り絞って共用フロアを目指した。

　明かりとり用のはめ込み式窓が、通路の壁の高い部分にずらりとならんでいるため、明るさは申し分なかった。

　一〇メートルほど進んだ先に、両開きのドアがある。あのむこうが、おそらくは男女共用のフロアだ。

「う」

　史生は、両足を床に縫いつけられたような心地で足をとめた。

　共用フロアに続くドアが薄く開き、その奥からひとりの女の子が歩み出てきたからだ。後ろ手にドアを閉め、まるで門番のようにその場を動かなくなる。

　身長は、羽留よりずっと低いものの百南よりはいくらか高いから、一五〇前後だろうか。つるんとしたメタリックシルバーのヘルメットをかぶっているため、遠目には丸坊主に見えるが、ヘルメットの下からちょこちょこと白っぽく光るものが見えているから、髪の毛はちゃんとあるのだろう。

　だぶっとした空色のジャージを着ていても、その胸の大きさは隠しきれていない。

　無表情な幼い顔に自己主張が強すぎる胸というアンバランスな外見に、史し生おは思わず息を呑のんだ。

「肌に密着した衣服を身につケタ、初対面の男子を視認しまシタ。これヨリ、接触を開始しマス」

　女の子が、ほとんど唇を動かすことなく硬質な声を発した。

　地球人、じゃないよね？

「確認しマス。コトリーさんで間違いありまセンか？」

「コトリー？　えっと、オレ、小こ鳥とり居い、だけど……」

「あなたを目的地まで案内するヨウ、まろんさんから頼まれまシタ」

「案内、してくれるの？」

「Miss.クロエと申しマス」

「あぁ、キミが、クロエさん……」

「クロエと呼んでくだサイ。システム＝ホワイト＝エグマ出身。身長一五〇。バストは八八デス。あなたの視線がワタシの胸部に二秒ほど固定されましたノデ、先手を打ちまシタ」

「ぅお!?　っとと、女の子が、自分のサイズをそんな大声で……」

「声量の調整をお望みデスか？　寮内では相手との距離、壁の材質、その反響具合、周囲の雑音などを考慮シテ、現在の設定にしていマス。故に却下！」













「あ～、いや、そうじゃなくて……まぁ、もういいや。声の大きさは、キミの好きにしていいから」

「そうさせてもらえると助かりマス。では、コトリーさん、こちらへドウぞ」

　Miss.クロエ、と名のった少女が、史し生おに背をむけドアの取っ手を握った。

「そ、それじゃ……」

　サル耳と尻尾しつぽつきの肌色全身タイツは、システム＝ホワイト＝エグマ出身のクロエにはさしてパンチ力を示すことができなかったようだが、おそらくこの先は違う。

　気合いを入れ、史生はクロエに駆け寄った。

　このままの勢いで、ネクストクラスの生徒たちに「小こ鳥とり居い史生、入学！」をしっかりとアピールしてやろう。

「ぼぉぁっ!?」

　硬いなにかにぶつかり、目の前で火花が散った。

　バランスを崩して尻しり餅もちをついたため、振り返ったクロエの大きな胸を下から見あげるかたちになった。

　彼女はいま、水の上にひろがった油を思わせる膜のむこう側に立っている。

　クロエが、膜のあちら側で軽くヘルメットを叩たたいた。ペシッ。

　フッと膜が消える。

「失礼しまシタ。ヘルメットの誤作動デス。ときどき個人バリアスモールバリアが過剰に反応してしまうノデ、困っていマス」

　彼女が、メタリックシルバーのヘルメットをとり、ぶるぶるっと首を振った。

　金色のウェーブヘアがふんわりとひろがり、クロエの薄い肩に落ちていく。

　ヘルメット、かぶらないほうがずっと可愛かわいいのに……、という想おもいは口にせず、史生は急いで立ちあがった。

　全身タイツ姿で尻餅をつくなんて、心身共にかなり痛い。

　ヘルメットを脇わきに抱えたクロエが、丸っこい目で史生を見あげてきた。

「ワタシに接近を試みる際ハ、あまり勢いをつけすぎないヨウ、十分に注意をしていただけたら助かりマス」

「そうするよ」

「感謝しマス」

　にこりともせず、だからといって不機嫌な顔もせず、クロエが再びドアの取っ手に手を伸ばした。

「時間を三〇秒ほどロスしまシタ。みんなが待っていマス。でハ、あらためてこちらへドウぞ」

　ドアが開かれた。




　パン！　パンパン！　とクラッカーが鳴らされた。いくつもの指笛や大きな拍手が史生を迎えてくれた。もちろん、笑い声や黄色い声も。

　大笑いされたことで、逆にホッとした。ネクストクラスのみんながクロエのように薄い反応だったら、それはそれで悲しかっただろう。

　ちょっとしたパーティーなら十分にできるであろうひろさの男女共用フロアには、長机とパイプ椅い子すがならべられていた。テーブルの上にあるのは、スナック菓子やケーキ、そしてジュースやお茶のペットボトルだ。

　フロアの中は女の子たちばかり。と思えたのも一瞬だけ。すぐにふたりの男子を見つけることができた。

　いかにも体育会系といった大柄で肩の筋肉が盛りあがった生徒がひとり。もうひとりは、すらりと背の高いイケメンだ。

　ふたりとも大人っぽいから、きっと高校生だろう。だとしたら先輩になるから、きちんと挨あい拶さつしてαドライバーの訓練法、その他いろんなコツを伝授してもらわねば。

　そんなことを考えながらも、史し生おはまず頭を下げた。

「小こ鳥とり居い史生です。きょうからお世話になります！」

　キャーッ、可愛かわいい！　ちゃんと挨拶できるなんて、まじめよねぇ。百も南なみの幼おさな馴な染じみだってさ。よろしくね！　ボクのときは可愛いなんて言ってくれなかったよね？　だってぇ、ナツムは半魚人の着ぐるみだったじゃない。オレ様なんか女装だぜ？　コングの女装、何年前だっけ？　あんたのメイド姿、記憶に焼きついて離れないんだけど。下手なエクシードより悪質よねぇ。うるせぇ、スカートの下はちゃんとブリーフだったんだからな！

　まるで嵐あらしのような会話が、共用フロアの空気をぐちゃぐちゃに掻かき混ぜる。

　そんな中、クロエだけが黙って立ったまま史生の横を動かない。

　史生は、騒がしいフロアの中を見回した。

　まろんは、ここにもいない。百南と羽う留るの姿もなかった。ふたりとも、全身タイツを着るのに手間どっているのだろうか、それとも恥ずかしがって共用フロアに入ってこれないのだろうか。

「百南と羽留は、まだなのかな？」

　ぽろっともらした言葉に、クロエが反応してくれた。

「コトリーさんを迎えにいく前ニ、おふたりのスタンバイは確認済みデス。間もなく現れるでショウ。それまでは、ワタシがあなたのそばにいますノデ、安心してくだサイ」

「もう、ここに案内してもらったし。座っててよ」

「初めての場所でひとりになる寂しさハ、理解しているつもりデス。ワタシも経験がありますカラ」

「あ、ありがとう」

「ワタシの稚拙な話術ではあなたの寂しさを和らげることはできないかもしれまセンが、いまのところ[image: ]いないよりマシ[image: ]との結論に達していマス。というワケで、この場に直立していてもよろしいデスか？」

「……ほんとに、ありがとう」

「どういたしまシテ」

　クロエが、首だけを動かし、史し生おを見あげてきた。くりっとした丸い目が、やさしい光を放っている、ように見えた。

　ちょっと、百も南なみ遅くない？

　だれかの声が聞こえた。

　新しい子も、着替え終わってるはずだけど。

　数人の女の子たちが、史生が立っている場所から一五メートルほど先にあるドアに歩み寄っていく。そのむこう側は女子寮ワイルドパンセだ。

　女の子たちによって、ドアが勢いよく開け放たれた。

「あっ!?」

「これデ、本日の主役がそろいまシタね」

　百南と羽う留るは、ドアのすぐむこうにいた。

　どうやら、隠れて様子を窺うかがっていたらしい。

　ふたりとも、史生と同じ全身タイツ……………、ではなかった。

　ほらほらぁ、恥ずかしがってないで、こっちにいらっしゃい！　みんなぁーっ、百南が帰ってきたわよぉ──っ！　新しい仲間もね──っ！

　史生のときとは比べものにならない数のクラッカーが鳴り響き、紙吹雪が舞い、指笛が吹き鳴らされ、拍手が沸き起こった。

　女の子たちが、百南と羽留に群がっていく。

　史生は、唖あ然ぜんとその光景を見ていることしかできなかった。

　百南の格好は、それ自体が発光しているかのようなピンクのドレスだった。細い上半身からチューリップを逆さにしたようなかたちのスカートにかけて、ふんだんにフリルがつかわれている。ツインテールの結び目を飾っているのは、ドレスと同色の大きなリボンだ。

　一方、顔も首筋も真っ赤にした羽留が身につけていたのは、ピンクのナース服だ。

　こちらはシンプル。というか、いささかシンプルすぎた。

　ナースキャップは、ドのつくピンクというだけで、これといった違和は感じられない。だが、上着とスカートが、ちょっと……。

　短すぎる。

　上着の裾すそも、スカートの丈も。

　頬ほおを紅あかくして百南と寄り添っている羽留は、とても可愛かわいいと思うけど……。

　ヘソが見えているし、足を少しでもあげれば下着が見えそうで。

　史生は、サル耳と尻尾しつぽがついた肌色全身タイツ。

　百南は、ピンクのフリフリドレス。花の妖よう精せい風。

　羽留は、ヘソと足が丸出しのピンクなナース服。

　この新入生歓迎会で、もっとも存在感をアピールできたのは、果たしてだれだろう。




　みんなでパイプ椅い子すに腰を下ろし、ジュースで乾杯。

　百も南なみの復帰。

　新しい仲間の入寮。

　みんな、それを心から喜んでくれていることが伝わってきた。

　まろんが言っていたことを思い出す。

『ブルーエデン内で、スペシャルとネクストの交流戦が行われたのは、先月の第一月曜日でしたから……ここの寮生たちは、いまなおあの日の惨敗を引きずっているはずです。まろんは、ビデオでバトルを観みただけなのに、ホウライさんの強さがいまも頭から離れません。もし自分が、あのフィールド内にいたらと思うと……からだが強こわ張ばります』

　明るい笑顔ばかりだ。表情の暗い生徒はひとりもいないように見える。

　史し生おは、窓際につくられた特別席に百南と羽う留るに挟まれた格好で座り、紙コップに注そそがれた緑色の液体に口をつけた。

　甘苦い。

　女の子たちに[image: ]コング[image: ]と呼ばれていた体格のいい先輩が、

『ふたりの女子といっしょに入寮なんて。フッフッフッ、この罰当たりめ。しかも、稲いな森もりとは幼おさな馴な染じみだと？　まあ、これを飲め』

　と紙コップになみなみとついだコレを史生の前に置いていった。

　青汁ベースのごちゃ混ぜ飲料だ。

　苦笑いを浮かべながらそれを見ていた百南が、先輩がテーブルを離れたあと、

「それ、飲まなくていいからね」

　と小声で言ってくれたけど、飲めない味ではない。それに、この寮に入って初めて注いでもらった一杯だから、ゆっくりとでもいいから飲み干したい。

　羽留のほうは、次々と飛んでくる女の子たちの質問に緊張した面持ちでこたえている。中高の生徒たちがごちゃ交ぜになっているため、相手が年上か年下かもわからない。そのため、質問者全員に敬語をつかっていた。

　こちらはごちゃ混ぜ飲料と違い、自分のペースでのんびり対応するワケにはいかない。

　そうやって、乾杯から一〇分ほどがすぎた頃ころ、

「お待ちかねのぉ、ダイレクト・リンクタイムゥ[image: ][image: ][image: ]！」

　だれかの声が、フロアに響き渡った。

　途端、女の子たちが椅子とりゲームかなにかのように、

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「イケ[image: ][image: ][image: ]ッ！」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

　どっと史生に群がってきた。

「ぉお!?」

「シ、シオくんっ!?」

「史生っ！」

　左右から百も南なみと羽う留るの声が聞こえてきたが、それぞれにこたえる間もなかった。

　テーブル越しに正面から。椅い子すの背に回られて背後から。百南を押しのけるようにして左から。羽留を押しやるようにして右から。

　史し生おにむかって、女の子たちの手が襲いかかってくる。

　サル耳を引っ張られ、フードを素早くとられたあと、剥むき出しになった頭に、額に、耳に、首筋に、両手に、彼女たちのてのひらを押し当てられた。

「あ、ちょ、ちょっと、ま、待って……」

　という史生の声には、まるで耳を貸してくれない。

　ひと呼吸の間、フロアに沈黙がひろがった。

　史生は、おそるおそる女の子たちの様子を窺うかがった。

　みんな、目を見開いている。

　ひとつ、またひとつ、と手が離れていく。

　史生から一歩、また一歩と女の子たちが離れていく。

「なに、これ？」「嘘うそでしょ？」「いまのなに？」「えっと……？」「を？」「ありえない」

　数人の女の子が、信じられないという表情でつぶやきをもらす。

　史生の左隣で、百南が軽く息を吐いた。

「先に言っておけばよかったんですが……シオくんのふたつ名は【変態容器アンリミテツド】です。αドライバーとして内包しているパワーの総量は、たぶん学園史上最高だと思います」

　学園史上最高だなんて……、ちゃんと調べてもいないのに……。

　右隣の羽留から、ポンと肩を叩たたかれた。

「ふふ、史上最高だってさ。百南も言うな」

「おおげさだよ」

「いや、わたしはそうは思わない。証拠に、ほら、否定するプログレスはひとりもいないじゃないか」

　確かに、だれひとり「それはない」といった類たぐいの言葉を口にしない。

　凄すごくない？　この人数にリンクされて、ケロッとしてるなんて。こんな感覚、初めてぇ。これって、恋？　痺れたわぁ。キタわね。キタわ。もう一回だけ。じゃあ、わたしも！

　フロアの空気が、大きくゆれた。感情の波がうねる。

　しかし、「ちょ、あ、アレ」というだれかの小さな声をキッカケに、この場の全員が口を閉じた。フロアが静まりかえる。

　空気の色と重さが変質した。

　黒く、重く、そして鋭利に。

　そんな気がした。

　史生は、みんなの視線を追ってワイルドパンセへと続くドアに目をむけた。

「ぁ」

　声がもれた。

「ア、アメちゃん」

　百も南なみが、ふらふらと椅い子すから立ちあがった。

　開いたドアのむこうに立っていたのは、史し生おと百南の幼おさな馴な染じみだった。

「あの子が、鳳ほう来らい天あ雨めか」

　羽う留るも、百南につられるようにして、ゆっくりと立ちあがる。

　史生も、テーブルに両手をついて立ちあがった。

　天雨の目はいま、鋭い光を宿している。とても、史生たちの入学を祝いにきた表情ではない。

　真っ白なシャツにジーパンを合わせただけというラフな格好の天雨が、胸に落ちていた紅あかいサイドテールをサッと背に払うなり、フロアの中に入ってきた。

　まさかここで再会できるとは思っていなかったが、会うなら早いに越したことはない。

　史生は、緊張した面もちの百南に視線を投げたあと、テーブルから離れた。

　ネクストクラスのみんなは、おそらく天雨のことをよく思ってはいない。自分たちの仲間を徹底的に痛めつけたプログレスなのだから。

　ここで天雨と話ができるのは、自分しかいない。

　そんな気持ちで、史生は久しぶりに会う幼馴染みにむかって足を踏み出した。

　だが、史生よりも先に天雨の前に立ったのは、メタリックなヘルメットをかぶったクロエだった。

「どういったご用件デスか？」

　クロエが、落ち着いた声で対応した。

　史生と天雨の距離は、一〇メートルもない。互いの顔はハッキリと見えている。だから、史生が全身タイツ姿であることも認めているはずなのに、これといった反応は示してくれない。

　天雨は、クロエの問いにこたえることなく、さらには目をむけることさえなく、史生、そして百南だけを見ている。いや、にらみつけていると言ったほうがいいだろう。

「天雨、訊ききたいことがある」

　史生は、さらに歩を進めた。

　天雨との距離が、どんどん縮まっていく。

　そして、クロエの半歩前に出た。手を伸ばせば、幼馴染みの顔に届く距離だ。

「どうして百南にひどいことをしたんだ？」

　ひさしぶり、という言葉よりもまず、質問をぶつけた。

　返ってきたのは、

「帰れ」

　というひと言だった。

「おい、オレが訊いてるのは……」

「シオもモナも、家に帰れ！」

「帰れって、どういうことだよ？　ちゃんと理由を……」

　クロエに腕をつかまれ、後ろに引っ張られた。

「コトリーさん。ここは口論をする場ではありまセン。あなたは、この会の主役なのですカラ、席に戻ってくだサイ」

「オレは……」

「とにカク、戻ってくだサイ」

　腕をつかむクロエの握力が、わずかに強くなった。感情のない丸い瞳ひとみに、奇妙な迫力も加わる。

　史し生おは逆らうことなく身を引き、クロエの後ろに下がった。直後、

「ちょっと、ここはネクスト寮なのよ？　勝手に入ってこないでよ！」

　女の子のひとりが、歩み出てきた。

　それがキッカケとなり、史生と天あ雨めのやりとりを見守っていた寮生たちの数人が天雨に詰め寄っていく。

「少しばかりエクシードが強いからって、ナメないでよ！」「こっちは、ダイレクト・リンクしたばっかで、いまにも爆発しそうなのよ！」「闘やる気なら、相手になるわよ！」

　それでも、天雨は史生から目をそらさない。

「無視してんじゃないわよ！」

　ひとりが、天雨の肩に手をかけた瞬間だった。

　バリバリッ！　と網膜に焼きつくような火花とも電流ともとれる光がひろがった。

「「「「「きゃあ!?」」」」」といくつもの悲鳴がはじけ、五、六人の女の子たちが扇状に吹っ飛ばされ、冷たい床に転がった。中には、椅い子すや机を巻き込んで派手に転んだ子もいる。

　クロエの個人バリアスモールバリアに守ってもらった史生は、倒れた女の子たちを呆ぼう然ぜんと見下ろすことしかできなかった。




　息苦しいほどの緊張感が、フロアに満ちていく。

　突然やってきた天雨が、ネクストクラスの新入生と復帰者を怒鳴りつけたあと、集まってきた数人のプログレスたちを異能エクシードで攻撃したのだから、下手をすると大問題に発展するかもしれない。

　新入生歓迎会の楽しい雰囲気は、すでに消し飛んでいる。ここから先は修羅場か、それとも和解か。

　倒れた仲間を助け起こしている女の子たちの目は、怒りに染まっている。だが、だれも天雨に食ってかかろうとする者はいない。

「天雨、お前、どうしてこんなこと……」

「お引きとりくだサイ」

　史生の言葉を遮り、クロエがドアのほうを指し示した。

　だが、天雨はその言葉を無視した。

　プログレスたちを弾はじき飛ばしたときも、クロエから声をかけられても、この幼おさな馴な染じみは決して史し生おから目をそらさなかった。

「シオ、ここはあんたがいていい場所じゃないの。さっさと家に帰……」

「シ～オ～、返事を聞きにきたわよっ！」

　天あ雨めの低い声を蹴けり飛ばすような明るく張りのある声が、フロアの重苦しい空気を吹き払った。

　この声は……。

　史生は、肩越しに振り返った。

　バンブーソードへと続くドアから現れたのは、エヴァノラ・ワイズだった。

　彼女の後ろにウーピーの姿も見える。

　生徒たちがどよめいた。無理もない。世界的な歌姫が、予告もなく登場したのだから。

　港でエヴァノラと別れてから、まだ一時間ほどしか経たっていないのに……。

　クロエが、どこからともなくてのひら大の極薄デバイスをとり出し、慣れた手つきで操作をはじめた。

「掲載されている写真と特徴が一致しまシタ。

　彼女の名はエヴァノラ・ワイズ。通称エヴァ。レベル５のプログレスですネ。

　プログレスだけのバンド・グループ[image: ]パラレル・フォー[image: ]のボーカリスト。所属は青せい蘭らん学園広報部。抜群の歌唱力とカリスマ性をもつ歌姫。

　エクシードは、歌うことでチームメイトのレベルを上昇サセ、さらには敵のリンク率を限りなくゼロに近づけるというものでアリ、その能力名は【至大感染パンデミツク】。

　歌うことデ、自らの攻撃力や防御力も上昇させることができるようデスね。さらにハ、すべてのプログレスたちを歌によって心地よくできることカラ、【青蘭の碧玉サフアイア】とも呼ばれていマス。

　αドライバーとの違いハ、歌い続けていなければその効果を持続させることができナイ、ということデス」

　言い終えるなり、クロエが極薄デバイスを手の中からパッと消した。まるで手品のように。

「シオっ！　そこにいたのね！」

　弾むような声を発したあと、まさに跳ねるような足どりでエヴァノラが史生に歩み寄ってきた。

　どよどよどよっ、という生徒たちのどよめきを突き破るように、

「ここまで追いかけてくるなんて、しつこいヤツだ！」

　羽う留るが、ツカツカとエヴァノラに近づいていく。

「シオくんは、あ、あなたの専属になんて、絶対になりませんから」

　百も南なみも、どこかおたおたしながら羽留の背にくっついている。

　エヴァノラが、そんなふたりに目をむけ、すぐにパッと笑顔をひろげた。

「それ、コスプレっていうんでしょ？　似合ってるわよ」

　ヘソ出しミニスカナースと花の妖よう精せいが、そろって頬ほおを紅あかくする。だが、それも一瞬だけ。すぐにまた目に微かすかな敵意を宿し、エヴァノラとの距離を詰める。

「ここはネクストクラスの寮だから、部外者は出ていってくれ！」

「そ、それ以上、シオくんに近づかないでください」

「まあ、史し生おったら、その格好はなぁに？　セクシーね！」

　羽う留ると百も南なみの声をさらりとうけ流したエヴァノラが、室内にあっても目にまぶしいロングストレートの銀髪を横に払いながら、史生に笑顔をむけてきた。

　セクシー？　頼むから笑ってくれ。という気持ちになるが、現状に笑いは似合わない。

　エヴァノラの登場で幾分場の空気が明るくなったものの、ここにはまだ天あ雨めがいる。

「史生、わたしの専属αドライバーになるんでしょ？　急いで契約書にサインして」

　世界的な歌姫の横で、ウーピーが素早く契約書らしき紙とペンをとり出し、「こちらへサインと拇ぼ印いんを」と史生へ差し出してきた。

「ちょ、ちょっと待て！　さっきは返事を聞きにきたって言ってたじゃないか。どうして契約書をもってきたんだ」

「シ、シオくん、ササ、サインなんかしちゃダメだよ！」

　羽留と百南が、史生とウーピーの間に割り込んでくる。

　そのときだった。

　だれかが、ウーピーの手から契約書をひったくった。

　エヴァノラの眉まゆ根ねに、小さなしわが寄った。

　契約書を奪ったのは、いつの間に動いたのだろうか、つい先ほどまで史生のすぐ後ろに立っていたはずの天雨だった。

「あら、その子はどこのどちら様かしら？　怖い顔してるわね」

　エヴァノラが、硬い笑みを浮かべた。直後、

　ビリビリッ。

　天雨が、契約書をいきなりふたつに破った。

「な、なにをするの!?　あなた気は確か!?」

　天雨が、裏返った声をあげたエヴァノラに鋭い目をむけた。

「あんたこそ、どこのどちら様よ？」

「まっ!?」

「あとからきたくせに、わたしとシオの話に割り込んでこないで」

「んなっ!?」

　エヴァノラのからだが、ふらりとゆれた。

　あまりのショックに気が遠くなったのだろうか。

　流れるように動いたウーピーにからだを支えてもらったエヴァノラが、胸に落ちた銀髪をサッと背に払ったあと、あらためて天雨にむき直った。

「あなた、シオのなんなの？」

「幼おさな馴な染じみよ」

「ふ、ふん。小さい頃ころからシオを知ってるからって、それがどうしたの？　わたしは、船上で彼と運命的でロマンチックな出会いを果たしてるんだから」

「あれが運命的か？」と羽う留る。

「ロマンチック？」と百も南なみ。

　そんなふたりには目をむけることなく、エヴァノラが言葉を継ぐ。

「わたしはひとりのプログレスとして、シオという稀け有うなαドライバーと巡り逢あったのよ。これを運命と言わずになんと言うのかしら？」

「偶然でしょ」

　天あ雨めが、ぼそっと吐き捨てた。

「違うわ！　わたしと史し生おの出会いは必然だったのよ！」

「あんたの頭の中、お花畑なの？」

「もしかして、わたしの祖国に花園がないと思ってバカにしてんのかしら？」

「あんたの出身世界なんて、知らないわよ。聞いてないもん。でも、花園がないってんなら、ダークネス・エンブレイスで決定ね」

「だ、断定したわね」

「星の光しかないもんね、あそこ」

「バカにしてっ！」

「事実を言っただけよ」

　天雨とエヴァノラが、激しく視線をぶつけ合う。




　史生のすぐそばで、天雨とエヴァノラがいまにも異能エクシードを激突させんばかりの勢いで言い合いをはじめてから、およそ三分が経過した。

　百南と羽留が、途中で何度か言葉を挟んだもののあっさりと跳ね飛ばされた。

　クロエは、他ほかの生徒たちと同様に黙ったまま状況の推移を見守っている。

　ウーピーが、会話の隙すき間まを突くようにして、エヴァノラに声をかけている。

「エヴァ、落ち着いてください。生徒たちの目があります」

「パパラッチは、青せい蘭らん島まで追ってこれないはずよ」

「生徒に写真を撮られる恐れがあります」

「カメラもってる子、だれもいないわよ」

「地球アースの撮影器具は多種多様です。どうしてそこまで、と首を傾かしげたくなるほどの域に達していることはエヴァもご存じでしょう」

「ん～、まぁ、地球アースの子たちって、諜ちよう報ほう機関に属してるわけでもないのに、みんな肌身離さずカメラもってるからね」

「油断しないでください」

「ウーピーに言われなくても、わかってるわ」

　ここでようやく、エヴァノラが天あ雨めをにらんでいた目から力を抜いた。だが、表情の強こわ張ばりはまだとれていない。

　額にかかった銀の前髪をササッと整えたあと、彼女が史し生おに笑顔をむけてくる。

「ごめんなさい。契約書はまた新しいものを……」

「またわたしが破り捨ててあげるわ」

　エヴァノラの言葉を、天雨が低い声で遮った。

　百も南なみと羽う留るが、どういうわけか胸の前でグッ、と拳こぶしを握りしめている。

　エヴァノラが、右の目め尻じりをピクピクと痙けい攣れんさせた。真っ赤な唇を笑みのかたちにしたままだから、なんだか怖い。

「どうしても、邪魔をする気？」

「シオとモナは、すぐに青せい蘭らん島から出ていくのよ。あんたとはなんの関かかわりももつはずないじゃない」

「わたしが、シオを絶対にあきらめないと言ったら？」

「潰つぶすわ」

「へ[image: ][image: ][image: ]、できるの？」

「ひねり潰す。ぺしゃっとね」

　天雨が、顔の前で人差し指と親指をピタッと合わせた。小さな虫でも潰すかのように。

　エヴァノラのこめかみあたりで、ビキッとなにかが切れるような音が聞こえた……、ような気がした。

　史生は、ぐびっと唾つばを呑のみ込んだ。

　百南が、口に両手を当てたままからだを小さく震わせている。

　羽留が、真剣な顔で天雨とエヴァノラの会話を聞いている。

　クロエは、こんな状況を前にしても、相変わらず表情を動かさない。

　怒りをたっぷりと含んだ笑みを浮かべたエヴァノラが、ピッと右の人差し指を立てた。

「わたしたちはプログレスだから、バトルで決めましょ。勝ったほうがシオを獲とる」

「いいわよ。いつ闘やる？」

「一週間後。時間と場所は……」

「エヴァ、それは……」

　ウーピーの言葉を、エヴァノラが片手をあげて制した。それからあらためて口を開く。

「時間は、たぶん午後一時くらいかしら。場所は青蘭ドーム。[image: ]パラレル・フォー[image: ]のライブがあるから、その前座で闘やりましょ」

「ルールは？」

「ここはブルーエデンだから、学区別ルールでどうかしら？」

「フォー・オン・フォー。スタンバイ・ファイト・インターバルね。ラウンドは？」

「何ラウンドでもいいわよ」

「無制限でも？」

「望むところよ」

　エヴァノラと天あ雨めが、にらみ合う。

　学区別ルールというものがあったことさえ知らなかった史し生おは、彼女たちがどのようなとり決めを行っているのかさっぱりわからない。

「仲間はいるんでしょ？」

　目に鋭さを漂わせたまま、エヴァノラが挑発的な笑みを浮かべた。

「さあね。集まらなかったら、ひとりでくるわ」

「強い仲間を集めておいたほうがいいわよ」

　ふっ、と軽く息を吐いたあと、天雨がエヴァノラから視線を外した。そして、史生と百も南なみにむけてくる。

「わたしが勝ったら、シオとモナには青せい蘭らん島から出ていってもらうから」

「ちょっと待て！　勝手に話を進めるな！」

　そんな史生の怒りにも、天雨は表情を変えない。目に鋭い光を宿したままだ。

「シオとモナがどんなに逆らっても、結果は変わらないわ。わたしは、あんたたちふたりを島から追い出すって決めたの。だから必ず追い出す」

「ふざけんなっ！　まずは理由を教えろよ。どうして、そんなにオレたちを追い出したいんだよ？」

　天雨が、ぎゅっと唇を引き結んだ。なにかを噛かみ潰つぶすかのように。

　理由は？　と史生が質問を重ねようとしたそのとき、天雨が口を開いた。

「わたしに勝ったら、教えてあげるわ」

「か、勝ったら、って……」

　一瞬、史生は言葉に詰まった。

　天雨はスペシャルクラスに所属しているトップクラスのプログレスだ。対して自分は、ネクストクラスに入ったばかりの新人αドライバーで。学区別のルールも知らなくて。

　勝てるわけない。

　そう思った。が、歯を食いしばって、退きそうになった気持ちを押しとどめた。ここで退いたら、天雨が手の届かないところへいってしまいそうだったから。

　史生は、逃げそうになっている気持ちをぐぐっと押さえ込み、天雨の挑発的な視線をうけとめた。

「シオくん、や、闘やろう」

　聞こえてきたのは、百南の声だった。

　あたしたちの幼おさな馴な染じみをとり戻そう！

　言葉として聞かなくても、その想おもいを汲くみとることができた。

「史生、闘やるぞ！」

　羽う留るの声も。

　百も南なみがいくのに、自分がいかないわけにはいかない！　という勢いがガンガン伝わってくる。

「友情ね！　あとひとりでチームが組めるじゃない」

　エヴァノラが、パチパチと手を打ち鳴らす。その横で、ウーピーがこっそりとため息をついている。

　αドライバーは史し生お。プログレスは百南、羽う留る、エヴァノラ。

　エヴァノラが、『あとひとり』と言っていることから、フォー・オン・フォーとは、四対四のチーム戦を指す言葉であることがわかる。

　あとひとり……。

　史生は、ネクストクラスの女の子たちに目をむけた。

　途端、みんなに目をそらされた。

　天あ雨めが、ふんと鼻を鳴らした。

「シオとモナが、もうここにはいたくないって思うくらい叩たたきのめしてあげるから、覚悟しといて。それから、シオとモナに味方する連中は、再起不能になるまで潰つぶすから。わたし、言ったことは必ず実行するわよ」

　猛毒を含んだ言葉が、女の子たちの中へじわりとひろがっていく。

　羽留の目が、怒りに燃えているのがわかった。

　エヴァノラの目も、怒りに染まっている。













　やれるものならやってみろという思いが、ふたりの表情に色濃く浮かんでいる。だが、他ほかのプログレスたちは違うようだ。みんな、うつむいたまま顔をあげようとしない。

『寮生たちは、いまなおあの日の惨敗を引きずっているはずです』

　まろんの言葉が、耳の奥で反響する。

　鳳ほう来らい天あ雨めというプログレスとブルーミングバトルで対戦する。それは、ネクストクラスの生徒たちにとってどれほどの恐怖なのだろう。

　史し生おには想像することしかできないが、少なくとも百も南なみはその恐怖に立ちむかおうとしている。

　あとひとり、だれか。

　エヴァノラが、ちょんと肩をすくめた。

「希望者がいないのなら、仕方ないわね。わたしのチームメイトに声をかけてもいいけど、まぁ、こっちは三人でも……」

「ワタシはバトル参加資格を所持しているはずデスが、どうして注意を払ってもらえないのでショウ？」

　見ると、クロエが突き出た胸の横で、そっと左手をあげていた。

　ごめんなさい。大きすぎる胸の陰になっていたから見落としていました、とは言わず、史生はとっさに彼女の手をとった。

「ありがとう！」

「い、いエ。ワワ、ワタシは、前回の交流戦代表選手とシテ、リリリ、リベンジをしたいと考えただけですカラ。あ、ぅ、い、異性にてて、手を握られるノハ、不慣れデスし、バババリアの誤作動も懸念されますカラ、はは、離してもらえルト、た、助かりマス」

　丸い瞳ひとみをくるくる回し、頬ほおを微かすかに紅あかくしたクロエの手を、「あ、ごめん」と史生は急いで離した。

「しゃ、謝罪は必要ありまセン」

　クロエが、大きすぎる胸の前で両手をもむようにして擦こすり合わせた。

　史生は、すぐさま天雨にむき直った。

「オレたちが勝ったら、追い出したい理由を教えてもらうからな」

「処刑場に自分から入りたがる物好きがいて、よかったわね。それじゃ、一週間後に」

　とめる間もなく、くるりと踵きびすを返した天雨は、紅いサイドテールをゆらしながら足早にワイルドパンセのほうへ消えてしまった。

　ウーピーがすぐさま、エヴァノラに身を寄せた。

「エヴァ、ライブ前にブルーミングバトルなんて、やめてください。あなたの代わりに、だれか他のプログレスを……」

「わたしの代役なんて、だれができるの？」

「ですが……時間無制限のバトルは、下手をするとライブができなくなるほどのエクシードを消費します。そんなリスクを……」

　琥こ珀はく色の強い瞳ひとみが、ウーピーが続けようとした言葉を封じた。

「ねぇ、ウーピー、わたしの本職は歌手じゃないのよ？」

「エヴァ」

「わたしは【至大感染パンデミツク】というエクシードをもったプログレスよ。わかるでしょ？　さっきのあの子、とっても強いわ。だから闘ってみたいの。正面からぶつかって、派手に勝利して、堂々とシオをわたしのものにしたいのよ」

　早くも脳内勝利の笑みを浮かべているエヴァノラに、羽う留るが食ってかかった。

「ちょっと待て。黙って聞いてたら、[image: ]シオをわたしのものにしたい[image: ]だと？　史し生おはだれのものでもないからな。いや、ゆ、優先順位的に言えば、先に知り合ったわたしの……」

　すかさず百も南なみが口を開く。

「羽留ちゃん、その考え方だったら、シオくんは、小さい頃ころから知ってるあたしのものってことになるよ」

「い、いや、わたしが言いたかったのは、平等にいこうということで……」

　エヴァノラが、これ見よがしに肩をすくめた。

「平等だなんて、ダークネス・エンブレイスじゃナンセンスな概念よ。世界は不平等だらけだってことくらい知ってるでしょ？」

「ここは地球だ！」

「どこの世界だって同じよ」

「少なくとも、仲間同士は対等であるべきだ」

「そもそも、その考え方が間違ってんのよ。チームメイトみんなが対等になったら、戦術も限定されてくるじゃない」

「そ、それとこれとは話がべつだろう」

「あら、わたしは同じだと思うけど？」

「エヴァ、ここで平等や対等についての議論をしていても、話は先に進みません」

　ウーピーが、眼鏡のブリッジを押しあげながら、エヴァノラと羽留の言い合いにストップをかけた。

　史生は、女の子たちの会話を黙って聞いた。すぐそばで、クロエも唇を閉じたまま静かに立っている。

　一週間後。天あ雨めと学区別ルールによるブルーミングバトルをやる。

　勝てば、百南にひどいことをした理由を教えてもらう約束をした。どうして、史生と百南を青せい蘭らん島から追い出したいのか、その理由を。

　スペシャルクラスの代表になるくらいだから、間違いなく天雨は強い。

　ネクストクラスの代表チームをひとりで全滅させ、そのαドライバーを病院送りにしたくらいなのだから、その強さは想像を絶するはずだ。

　でも、勝たなければならない。

「勝たなきゃ、ダメなんだ」

　史し生おは、つぶやいた。

　そんな小声を、クロエがうけとめてくれた。

「コトリーさんの言う通りデス。バトルをやるからにハ、勝たないと意味がありまセン」

　その声が……、

　百も南なみの視線を引き寄せた。

　羽う留るの顔から険をとり除いた。

　エヴァノラの眉まゆ根ねからしわを消した。

「そうだね。勝たなきゃ、ね」

　百南が、小さくうなずいた。

「もちろん、勝ちにいくぞ！」

　羽留が、引きしまった腰の両りよう脇わきで拳こぶしを握りしめた。

「当然でしょ？　このエヴァノラ・ワイズが出場でるんだから」

　エヴァノラが、光り輝く白銀シルバーのロングストレートヘアを背に払った。

「オレ、勝つためにできること、全部やるよ」

　史生は、この場にいる全員にむかって宣言した。






三章　バスター・フォー






　青せい蘭らん学園入学二日め。

　朝一〇時に、史生たちは男女共用フロアに集まった。きのう新入生歓迎会が行われた場所は、テーブルや椅い子すがきれいに片づけられ、ゴミひとつ落ちていない。

　史生たちの初授業は、一週間お預けとなった。

　ブルーミングバトルを控えた生徒は、バトルの七日前になったらその準備に入ることが許されるという。つまり、授業なんて休んでいいからバトルに専念してね、ということだ。

　諸もろ々もろの手続きをてきぱきとやってくれたクロエが、表情を動かすことなく言った。

「本来ナラ、バトル七日前ともなレバ、チームの戦術を再確認しタリ、プログレス個々人の役割をチェックしたりすることが主な作業となりマス。とにもかくニモ、からだから疲労をとることに重きを置かなければなりまセン」

　史生たちは急造チームだから、もちろんそんなわけにはいかない。

　歌のレッスンやライブのリハーサルなど、仕事はすべて午後に押し込んだというエヴァノラも、朝から史生たちのところへやってきている。

　史生、百南、羽留、クロエの四人は、空色の青蘭ジャージに身を包んでいる。エヴァノラひとりが、ブランドものの黒を基調としたジャージだ。

　クロエが、集まった面々を見回した。

「ワタシたちニハ、ほとんど時間はありまセンが、システム＝ホワイト＝エグマには[image: ]キーの早打ちは無駄打ちのもと[image: ]という警句がありマス。慌てることナク、できることをひとつずつ確実に押さえていきまショウ」

「ダークネス・エンブレイスにも[image: ]むやみに走り回る者は地竜モウルの巣穴に落ちる[image: ]って諺ことわざがあるわ。どんなに急いでいても足もとの確認を怠るな、って意味よ」

　エヴァノラが、窓から差し込んでくる光に銀髪をむやみやたらと輝かせながら、ニッと笑った。

　羽う留るが、大きくうなずいた。

「それなら、わたしたちの国にも[image: ]急がば守れ[image: ]というコトワザがあるぞ」

「[image: ]急がば回れ[image: ]だろ？」

　史し生おは、反射的にツッコミを入れた。異界の住人に、間違った知識を植えつけるわけにはいかない。

「うぁ!?　そ、そうだったか？　い、急ぐときは回るのか？　クルクルッと？」

「羽留ちゃん、[image: ]急がば回れ[image: ]っていうのは、危ない近道より、ちょっと遠回りでも安全な道を歩いたほうが結果的には早く着く、って意味だよ」

「あ、安全第一ってことだな。うん」

　羽留が、頬ほおを紅あかくしながら忙せわしなく何度もうなずいた。

「この場合、ポイントは[image: ]安全性[image: ]じゃなくて[image: ]確実性[image: ]だと思うんだけど……」

　百も南なみが、なんだか難しい顔になる。

　クロエが、話をまとめるように言った。

「なにはともアレ、正道を往いくコトが、勝利への近道だと信じまショウ」




　バンブーソード、ならびにワイルドパンセが建つ区画から徒歩五分ほどの場所に、ブルーエデンの中央校舎はあった。

　一見して美術館か劇場のような外観に気け圧おされつつ、史生はもらったばかりの学生証を提示して正面入口を抜けた。

　一階フロアの壁はガラス張りであるため、屋外同様に光量が多かった。

　クロエについて通路を進み、何回か廊下の角を曲がり、どこをどう歩いているのかわからなくなってきた頃ころ、青いドアの前でとまった。

　ドアには、『相性検査室』というプレートが埋め込まれている。

「まずハ、コトリーさんとわたしたちのシンクロテストを行わなけレバ、戦術の立てようもありまセン」

　言いながらドアを開けたクロエが、室内に入っていく。

　エヴァノラ、羽留、百南、そして最後に史生が入ってドアを閉めた。

　室内は、青せい蘭らんフロントガーデンの相性検査室シンクロテスト・ルームをそのまま運んできたかのようで、あまり違和感はなかった。窓のない狭苦しい部屋の中に、ごてごてとした機器類が見あげるほどの高さまで積みあげられている。

「あたしと羽う留るちゃんのデータは、こっちに送られてるはずだから……」

　迷うことなく右手に進んだ百も南なみが、慣れた様子で機器類の読みとり装置に電子学生証をかざしたあと、手際よくタッチパネルを操作していく。

「羽留ちゃんの学生証も」

「こ、ここでいいのか？」

「うん、そこにくっつけて」

　ピピピッ、ピッ、ピッ、ピピッ、とパネルの上で百南が細い指を走らせる。

　ほどなくして、ジジジ──ッとプリントアウトされた紙面にならんだ文字や数字は、史し生おも目にしたことがある内容だった。




［紫し雲うん寺じ羽留］　レベル２


　攻撃力５０００

　機動力５０００

　防御力１０００

　常備能力　白璧微瑕ロシアンルーレツト






［小こ鳥とり居い史生］との相性


　リンク成功率１００％

　リンク後レベル　５

　攻撃力１００００

　特殊技〈超ちよう弩ど級きゆう弾〉発動時・攻撃力３５０００

　機動力１３０００

　防御力５０００

　特殊技〈光こう鎧がい〉発動時・防御力２５０００




　リンクゲージ上昇条件・攻撃回避

　特殊技　超弩級弾・豪雨光弾・光鎧






［稲いな森もり百南］　レベル２


　攻撃力５０００

　機動力１０００

　防御力８０００

　常備能力　万有引斥力コネクシヨン






［小鳥居史生］との相性


　リンク成功率60％

　リンク後レベル　３

　攻撃力７５００




　機動力１５００

　防御力１２０００




　潜在力００００００

　リンクゲージ上昇条件・時間経過

　特殊技　万有引力・万有斥力






　クロエが、百南と羽留の検査結果表をそれぞれ手にとり、視線だけを動かして見比べはじめた。

「コトリーさんとリンクした際に使用可能となる特殊技ハ、シウンジさんが三つ。イナモリさんがふたつ、デスか。なるほど……」

　ブツブツ言っているクロエの横から、エヴァノラが紙面を覗のぞき込む。

「へ[image: ][image: ]、ウルとシオって、相性いいわね。レベル２からレベル５？　いきなりマックスまでアップするなんて、ちょっとビックリよね。モナミは普通だけど……えっと、地球語アージユで、これ、[image: ]潜在力[image: ]って読むのよね？」

　彼女が、細く長い指で『潜在力』の文字を指差した。

　クロエが、コクッとうなずく。

　エヴァノラが、ニッと自慢げに唇の端をつりあげた。

「クロエ、あなたも地球語アージユが読めるみたいだけど、わたしも少しは読めるのよ？　こう見えても、勉強熱心なんだから。っと、そんなことより、この力が気になるわね」

　潜在力のことは、史し生おも気になっていた。

『０』がならんでいるだけで、どんな力を意味しているのかさっぱりわからない。なんらかの力を秘めていると思いたいけど……。いまのところ、発現方法さえわかっていない。

「エヴァノラさん、潜在力のこと、ご存じなんですか？」

　百も南なみが、エヴァノラにくっつくようにして、その横顔を見あげた。

「エヴァ、でいいわ。あと、わたしに敬語はつかわないで。チームメイトは、親しくあるべきだと思わない？」

「え、あ、は、はい。それじゃ、そうしま、す、するね。って、潜在力の意味、知ってるなら教えて」

「ときどきいるのよね。特殊技がパッとしなかったり、能力の数値がたいしたことなくても、特定のαドライバーとリンクしたときだけ特異な能力を発揮するプログレスが、ね」

「特異な能力って？」

　百南が、ぐぐっとエヴァノラに顔を寄せる。

　羽う留るとクロエも、世界的な歌姫に意識をむけている。

　史生も、経験値の高い先輩の言葉を待った。

「わたしが知ってるのは、ふたりだけよ。知り合いにいたからね。ふたりとも、もう卒業しちゃったけど……ひとりは、水系のエクシードをもった人だったわ。でも、潜在力は水とはなんの関係もないもので、自分の体力値すべてをつかってエクシードを大爆発させることで相手チーム全員を道連れにするっていう、爆発系の技だったわね」

「なっ!?　そ、それじゃ、その人がいるチームは、絶対に負けないじゃないか」

　羽留が目を丸くしている。

　クロエが、わずかも表情を動かすことなく言った。

「強すぎるエクシードは、発動条件を整えるのにそれ相応の手間がかかりマス。バトルのルールに対応できるか否かも問われますカラ、それだけ強力なものナラば、おそらく成功させるほうが難しかったはずデス」

「そ。滅多に成功しなかったわ。なんせ、体力値をスタート時のちょうど半分、五〇にしないといけなかったからね。それ以上でも以下でもダメ。最初は凄すごいエクシードだってもてはやされてたけど、その発動条件がひろまった途端、彼女のチームは平均以下の成績しか残せなくなったわ。相手チームも、彼女の体力値を五〇でとめないよう、攻撃の強弱に気をつかえばいいだけだから簡単よね」

「あ、あの、もうひとりのほうは？」

　百も南なみが、次のプログレスはどんな潜在力を？　という目でエヴァノラを見つめる。

　エヴァノラが、どこか笑いをこらえるような顔で話を続けた。

「あとひとりは、相手チームのプログレスに抱きついて、そこから強力な電磁毒ベノムを送り込んでαドライバーを失神させる技をもってたわ。本人は、遠距離タイプのプログレスだったから、わかるでしょ？」

「抱きつこうと接近すれば、格好の的にされる」

　史し生おのこたえに、エヴァノラが満足げにうなずいた。

　百南が、ふぅ～っと疲れたように息を吐きながら、肩を落とした。

「あたしの潜在力も、似たようなものなのかなぁ」

「どうかしらね。どんな箱の中身も、開けてみなければわからないわ」

　エヴァノラの言葉に、百南が力なくうなずいた。

「シウンジさんとイナモリさんのプログレス情報は把握しまシタ。次は、ワタシとワイズさんの情報をインプットしまショウ」

「わたしのヤツは公開されてるはずだから、それつかって。あと、わたしに[image: ]さん[image: ]なんてつけないで、親しみを込めて名前を呼んでよ。言ったでしょ、ここにいるみんながひとつのチームなのよ？」

「承知しまシタ。でハ、エヴァノラという呼称に修正しマス」

「んもう、敬語もやめてよ」

「この話し方ハ、ワタシの個性デス。あなたに敬意を表しているわけではありまセン。故に却下！」

「……あなた、ちょっとおもしろいわね」

「ありがとうございマス」

　無表情ながら、ほんのわずかに細い眉まゆをあげたクロエが、会話は終了とばかりにタッチパネルへ歩み寄り、それを操作しはじめた。

　だが、すぐにまた顔をあげ、

「シンクロ・テストの結果が出るマデ、およそ一二〇分ほど必要デス。その時間を、対戦チームの研究やバトル訓練に充あてるべきだと考えているのデスが、いかがでショウ？」

　ちょこんと首を傾かしげた彼女のヘルメットに、つるんと光が流れ落ちた。




　クロエの提案によって、史生たちは視聴覚室へ移動した。

　前方には、黒板の代わりに小型のスクリーンがあった。座席は床に固定され、後ろにいくほど高くなっている。ちょっとした映画館といってもいいつくりだ。

　史生たちは、五〇人以上が混こみ合わずに座れるであろう席の半ば付近に固まって腰を下ろし、映像が流れるのを待った。

　後ろの小部屋から出てきたクロエが、

「いまカラ、先月行われた交流戦のビデオを流しマス」

　そう言いながら、史し生おの斜め前の席に座った。メタリックシルバーのヘルメットが、照明の光をツルリと弾はじく。

　すぐに部屋の中が暗くなり、スクリーンの白さが闇やみの中にぼんやりと浮かびあがった。




『ただいまより、ブルーエデンの定期交流戦をはじめます。スペシャル、ネクスト、両クラスの代表チームはスタンバイしてください』

　アナウンスの中、画面は百も南なみたち、そしてスペシャルクラスのメンバー、それから観客席に移っていく。

　青っぽい、からだにピタッと張りついたようなユニフォームを着た百南が、チームメイトたちとバトルフィールドに入っていく姿がアップになった。百南とクロエが肩をならべている。あとのふたりは、きのうの歓迎会にいたかもしれないが記憶に残ってはいない。

　続けて、画面中央に天あ雨めの姿が現れた。

　その後、バトルがはじまり……。




「……………」

　史生は絶句した。

　バトルフィールドの端で、百南が立ち尽くしている。

『ラウンド・ワン』の宣言から一〇秒も経たたないうちに、ふたりのチームメイトが倒れ伏したのだ。驚くのも無理はない。

　ブルーミングバトルでは、プログレスがうけたダメージのすべてをαドライバーが引きうける。そのため、プログレスは無傷でバトルを終えることができる。はずなのに……。

　天雨の異能エクシードは、圧倒的だった。

　巨大な雷竜が画面の内外を縦横無尽に飛び回った直後、百南のチームメイトがふたり、立て続けにくずおれた。

　百南は、身を縮めたまま動けないでいる。

　その隣で、個人バリアスモールバリアによって雷竜の攻撃をかろうじて凌しのいだクロエが、恐れることなく左拳こぶしを天雨にむけた。

　ボォウッ！　という腹に響く音とともに、彼女の左腕、その肘ひじから先が飛んだ。

　史生は、目を見開いた。まさか、腕が飛ぶなんて思ってもいなかったから。

　ロケットパンチだ。

　同時にクロエは、カタパルトで射出された戦闘機のような勢いで、スタートダッシュをきった。肩甲骨の辺りが淡く光っているため、その部位になんらかの機器を負っていることは間違いない。あるいは、背部に埋め込んでいるのか。

　人間と変わりなくアンドロイドが歩き回り、日常生活で反重力システムをつかっているというシステム＝ホワイト＝エグマ出身の彼女だから、驚くには値しないのだが、やはり話に聞くだけと自分の目で見るのとではわけが違う。

　正直、驚いた。

　だが、天あ雨めの動きには、さらに驚かされた。

　速く、そして強い。

　側面から襲いかかるロケットパンチを、まるで羽虫でも払うかのように平手で叩たたき落とし、返す手で頭から突っ込んでいったクロエを真横に張り飛ばした。

　その間、百も南なみはずっと動かなかった。いや、きっと怖くて動けなかったのだろう。

　幼おさな馴な染じみである史し生おには、それがよくわかった。

　百南は、幼い頃ころから[image: ]闘い[image: ]とは縁遠い、大人しい性格なのだから。

　バトルフィールドの隅まで吹っ飛んだクロエも、先のふたり同様に倒れたまま動かなくなった。メタリックシルバーのヘルメットから、細く白い煙が立ちのぼっている。

　ブ───ッ！

　バトルの終了ブザーが、けたたましく鳴り響いた。

　医療班が、バトル・フィールドに慌ただしく駆け込んでいく。

　一ラウンド終了を待たずして、ネクストクラスのチームが敗北を喫した。天雨ひとりを相手に。αドライバーも、前のめりに倒れたままぴくりとも動かない。

　スペシャルクラスのプログレスたちは、天雨以外だれも動いていない。残り三人は、フィールドの隅に身を寄せ合い、怯おびえたような目を天雨にむけている。

　百南が、いまにも泣き出してしまいそうな顔で、天雨を見つめている。

　天雨が、いまにも雷竜を放たんばかりの鋭気を放ちながら、百南をにらみつけている。

　映像は、ここで終わった。




　視聴覚室の照明が再点灯した。

　なにも映っていないスクリーンを見つめたまま、史生は自分の中に芽生えた感情を整理できずにいた。

「なにあれ？　ブルーミングバトルで気絶したプログレスなんて、わたし初めて見たわ。さっきの映像、ネットにも流れないから、すっごい規制かかってんじゃないの？」

　最初に口を開いたのは、エヴァノラだった。

　クロエが、こたえる。

「生徒である我々がこの記録映像を観みることハ、本来禁じられていマス。詳細は教えていただけませんでシタが、この映像を用意してくださったのはまろんさんデス。データのもち出シ、およびコピーは絶対禁止というのが条件デス」

　まろんの正体が気になるところだが……。

「陰ながら、まろんが助けてくれたのか。ありがたいことだな。しかし、う～ん、いろいろすごい映像なんだろうが、なにがなんだかよくわからなかったな。αドライバーが顔から倒れてたけど、鼻血とか出なかったのか？」

　羽う留るが、変なところを心配している。

　彼女が、チラッと史し生おに目をむけてきたから、映像内のαドライバーを、というよりもすぐそばにいるαドライバーのことを心配してくれたのかもしれない。

　クロエが、椅い子すの背にあごをのせるような格好で、後ろに座った羽留に顔をむけた。

「ワタシの記憶が確かナラ、彼の鼻から出血はありませんでシタ。ですガ、意識をとり戻したのはおよそ一二〇時間後デス。そしテ、バトルの記憶をほとんど失っていまシタ。残ったのは、バトルに対する恐怖心のみデス。ちなみニ、バトルに参加したワタシや他ほかのプログレスたちハ、一時的に気を失っただけで大事には至りませんでシタ。記憶も確かデス」

　百も南なみが、スカートの上にのせていた両手を、ぎゅっと握りしめている。なんらかの痛みを堪えるように、下唇を噛かみしめたまま。

「ちょっと危ない子にケンカ売っちゃったみたいね」

　エヴァノラが、うっすらと笑いながらも目を尖とがらせた。

　史生は、百南ひとりを残し、倒れたまま動かなくなったプログレスたち、そしてαドライバーの姿を脳裏に思い描いた。そして、幼おさな馴な染じみである天あ雨めの姿も。

　気づくと、女の子たちの視線が自分に集まっていた。

　みんなの目が、[image: ]大丈夫？[image: ]と問いかけてくる。

　天雨は強い。これは間違いのない事実だ。それでも、絶対負けるわけにはいかない。

　史生と百南を青せい蘭らん島から追い出したい理由を、なにがなんでも聞き出さなければならないのだから。

　幼馴染みとは闘いたくない、というのが本音だけど……。

　天雨は昔から、一度言ったことは頑として変えない。幼馴染みだからこそ、その性格はよくわかっている。だから、こちらも腹を決めるしかないのだ。

「やるしかないさ」

　史生は、とっさに出てきた自分自身の言葉によって、あらためて[image: ]やるしかない[image: ]という状況に気づいた。

　百南が、自分を納得させるように小さくうなずいた。

「そうだね。あたしも、シオくんと同じこと考えてた。やるしかないって」

「やるぞ！」

　羽留が、声を大きくした。

「やるからには、勝つわよ！」

　エヴァノラのよく通る声が、視聴覚室にひろがった。が、

「ワタシたち全員のエクシードを合わせたとしテモ、現段階デハ、ホーライさんに勝利できる確率は五％にも満たないでショウ」

　クロエの冷静な分析が、全員の頭に冷水となって降り注いでくる。

　それでも、史生は無理やり気持ちを上にむかって放り投げた。

「〇％じゃないだけマシだよ。オレは、天あ雨めと闘やるよ」

　クロエが、目の動きだけでうなずいてくれる。

「勝率五％未満デモ、戦い方次第では一〇％に引きあげることができマス。バトルとはおよそ関係がないような細部にまで気を配レバ、二〇％まであげることも可能デス」

「バトルの勝ち負けって、数値で決まるもんじゃないでしょ？」

　エヴァノラが口を挟んでくる。

　バトル経験豊富なレベル５プログレスの意見に対しても、クロエは表情を変えない。

「仰おつしやるとおりデス。数値ハ、あくまでも目安でしかありまセン。細部に囚とらわれすぎれバ、全体像が見えなくなってしまいマス。だからといっテ、そのことが細部を無視していいという理由にはなりまセン」

「全部大切、ということだな」

　と言う羽う留るに対し、百も南なみがどこか遠慮がちな口調で言葉を足した。

「大切なことっていっぱいあるけど、あたしたちが成長するための優先順位は、ひとりひとり事細かに違ってくると思うな」

「でも、いまはハッキリしてるだろ？　バトルまで一週間しかない。短期間でできることをやるしかないさ」

　史し生おは、思ったままを口にした。

　クロエが、スッと椅い子すから立ちあがった。

「でしたら、すぐに移動しましょう」




　スペシャルクラス専用の女子寮は、中央校舎の裏手にあった。

「まずは敵情ブルーエイジ視察」というクロエの言葉には、だれも反対しなかった。

　史生と百南は、共通の幼おさな馴な染じみにもう一度会って、互いに少し冷静になって話をしたいと思ったからだ。

　羽留は、そう遠くない未来に移籍するはずの寮をこの目に収めておきたいという理由で、クロエの提案をうけ入れた。

　エヴァノラは、昔お世話になっていた寮を見にいきたいと、どこか懐かしそうに目を細めた。彼女も、ブルーエデン出身だったようだ。

　ワイルドパンセやバンブーソードとたいして変わらない外観の建物に入り、史生はタイミングよく歩いていた寮生を見つけて声をかけた。

「あの、すみません。鳳ほう来らいさんを呼んでもらえませんか？」

「ホウライさん、って？」

　ブルーエデン指定のジャージを着た女の子が、きょとんとした顔で首をかしげた。

「鳳来天雨、中等部三年の。先月の交流戦で、ここの代表チームに入ってたはずですが」

「ああ、はいはい、鳳来さんね。あの子、うちの正式な寮生じゃないわよ」

「「え!?」」

　史し生おと百も南なみが、同時に声をあげた。

　羽う留るとクロエが顔を見合わせる。

　エヴァノラは、腕を組んだまま動かない。

　史生は、女の子に半歩だけからだを近づけた。

「正式な寮生じゃないって、どういうことですか？」

「あの子、[image: ]バスター・フォー[image: ]のメンバーだから、ブルーエイジには住んでないわよ」

「[image: ]バスター・フォー[image: ]って？」

「知らないの？　あなた新入生？」

　女の子が、クスッと笑みをもらした。

　彼女の代わりに、クロエがこたえてくれた。

「[image: ]バスター・フォー[image: ]とハ、スペシャルクラスの選抜チーム、[image: ]バレット・フォー[image: ]のさらに上位とナル、ブルーエデンが誇る攻撃力特化型のスペシャル・オブ・スペシャルなチームです。選抜されたプログレスは、エクシードを高めるための特別カリキュラムをうけていると聞いていますガ、その詳細は不明デス」

「そんなプログレスが、どういうわけかこの前の交流戦に出しゃばってきたのよね。ほんと迷惑だったわ。しかも、バトルの駆け引きも、相手の引き出しを開けてあげるという礼儀もなしで、さっさと終わらせちゃうんだから。ま、確かに文句のつけようもないくらい強かったけどさ」

　女の子が、むにっと下唇を突き出した。が、すぐに、

「ねぇ、も、もしかして、だけど。そっちの人、……エヴァノラ・ワイズ？」

　史生の斜め後ろで腕組みをしていたエヴァノラに、女の子が震える指先をむけた。

　エヴァノラが、なんのこたえも返すことなく、サッと右のてのひらを上にむけた。

　ほぼ同時に、その上にのせられたのはキャップを外したサインペンだ。

　白銀シルバーヘアの陰に隠れるようにして、ひっそりと立っていたのはウーピーだった。

　いつの間に!?

「ひゃ!?」と百南。

「わっ!?」と羽留。

　クロエは、左の眉まゆを軽くあげただけだ。

　史生たちの驚きをよそに、ウーピーは落ち着いた表情で眼鏡のブリッジを指先で押しあげている。

　女の子に歩み寄ったエヴァノラが、彼女のジャージの左胸にキュキュキュ、キュキュキュ[image: ][image: ][image: ]ッ、キュッ！　とペン先を走らせた。

「や、やや、やっぱりエヴァノラ・ワイズだったんだ！　あ、ありがとうございます！　このジャージ、もう一生洗いません。ていうか、これ保管して、新しいヤツ買います！」

　女の子が、その場でぴょんぴょんと跳ねはじめた。

　エヴァノラが、ふふんとどこか勝ち誇った笑みを羽留にむける。[image: ]ほらほら、これが正しい反応よ[image: ]とでも言いたげな口角のつりあがり方だ。

　羽う留るが、苦々しい顔で喜び跳ねるスペシャルクラスの子を見ている。

　史し生おが気づいたときには、エヴァノラの手からサインペンが消えていた。

　同時に、ウーピーの姿も。




　史生たちは、ブルーエイジをあとにした。

「天あ雨めが交流戦に出た目的は、百も南なみを青せい蘭らん学園から追い出すため、だよな？」

「うん。そうだろうね」

　足早に歩きながら、史生と百南は力なく目と目を合わせた。

　互いに、共通の幼おさな馴な染じみの行動理由がわからない。

　ポニーテールをフリフリゆらしながら歩いていた羽留が、史生に肩を寄せてきた。

「どうして、百南を追い出さなきゃならないんだろうな？　キミたち三人は、幼い頃ころから仲よしだったんだろ？」

「聞いても教えてくれなかったからな。バトルに勝って、聞き出すしかないさ」

「バトルに勝つ、か……」

　百南の大きな目から、力がゆるゆると溶け流れていく。

　羽留が、クロエが、エヴァノラが、それぞれ視線を交差させた。

　どこか重々しい空気が漂いはじめる。

　羽留が、眉まゆ根ねを寄せた。

「わたしは、ブルーミングバトルでのチーム戦は、そのぅ、経験ゼロだから……」

「あなた、チーム戦やったことないの!?」

　驚きを隠そうともせず、エヴァノラが少々大おお袈げ裟さに聞こえるほど声を張りあげた。

「し、仕方ないだろう。きのう青蘭島にきたばかりなんだから」

「それで、よくバトルに参加しようなんて考えたわね。シオに悪いと思わないの？」

「オレも、チーム戦の経験ないよ」

「あなたも!?　なんてことなの！　相手チームが[image: ]バスター・フォー[image: ]になる可能性が出てきたのよ！」

　エヴァノラが、呆あきれたように両手をひろげた。が、彼女がつけ加えた言葉は、

「やぁん、どうしよう。バトルがこんなに楽しみになったのって、ひさしぶりよ」

　というものだった。

　史生は、先頭を歩くクロエに声をかけた。

「クロエ、オレ、少しでもαスクリーンの操作に慣れておきたいんだけど。それに、学区別のルールも、覚えたいし」

「ワタシも、そうしてもらうつもりでシタ。すでに次の場所へむかっていマス」

　クロエが、肩越しに無表情な目をむけてきた。が、彼女の小さな唇、その右端がぴこっとわずかにつりあがったのを、史生は見逃さなかった。






四章　コンボ






　中央校舎へ引き返し、今度は模擬ブルーミングバトル・ルームに入った。

　百も南なみ、クロエ、エヴァノラの三人は、てきぱきと模擬ブルーミングバトルの準備をはじめるが、史し生おと羽う留るには、手順がまるでわからない。

「羽留ちゃん、あっちの更衣室でサポートブラをつけるんだよ。サイズは……」

　途中で言葉を呑のみ込んだ百南が、チラッと史生を見あげた。

　それに気づかず、羽留が、

「サポート、ブラ？　サイズは、八〇のＤだが、どうして」

　まじめにこたえている。

　百南がまた、チラッと史生に目をむけてくる。今度は、どこかにらむように。それでも、すぐに羽留へ意識を戻す。

「あ、サポートブラってのはね、リンクゲージを練習中ずっと満タンに保っておくためのものなの」

「便利だな。でも、それじゃリンクゲージをあげる練習ができないじゃないか」

「模擬バトルは対戦形式じゃないから、リンク上昇条件が羽留ちゃんみたいな[image: ]攻撃回避[image: ]タイプや、ほかにも[image: ]攻撃受容[image: ]タイプの子は、ずっとリンクゲージがゼロのままなの。あたしのような[image: ]時間経過[image: ]タイプにとっても、時間の節約になるし」

「なるほど、な」

　羽留が、うんうんと何度もうなずいた。

「こんなこともあろうカト、新品のサポートブラを四人分用意しておきまシタ。イナモリさんのバストサイズは知っていまシタが、シウンジさんとエヴァノラのサイズは目測によるものデス。先ほどシウンジさんがおっしゃっていたバストサイズは、ワタシの目測通りドンピシャでしたノデ、おそらくエヴァノラのサイズもピシャリのはずデス」

「へぇ、クロエって気が利くのね。でも、わたしのバストサイズを目測って、なぁにそのちょっとエロい能力。おもしろ～い」

　エヴァノラが、突き出た胸の前でパチパチと手を叩たたく。

「胸囲を見ただけでサイズを測ったのか？　身体測定のときは器具いらずじゃないか」

　羽留が、自分の胸に手を当てたまま目を大きくしている。

　頬ほおを紅あかくした百南が、どこか怒ったような表情で史生にからだを近づけてきた。

「シオくん、みんなのサイズ、知りたいの？」

「い、いや、そんなこと……」

「あたしたち、いまから着替えるから、ここで待っててね」

　百南の愛らしくも鋭い微笑ほほえみが、なんだか怖い。

「専属αドライバーになってくれたら、わたしのサイズを隅々まで測らせてあげるわよ。もちろん、ふたりっきりでね」

　エヴァノラが、色っぽいウインクを飛ばしてくる。

　百も南なみと羽う留るのこめかみ付近から、ピキピキッと不吉な音が聞こえてきた……ような気がした。

　クロエが、史し生おに表情のない目をむけてくる。

「ワタシのバストサイズは八八だと教えたはずデスが？」

「なんの話？」「なんの話だ？」

　百南と羽留が、生肉を前にした獣のように食いついてきた。

「コトリーさんガ、ワタシの胸に……」

「いいから、急いで着替えてきて！」

　史生は慌ててクロエの言葉を遮り、更衣室を指差した。

　百南と羽留が、チクッと史生に視線を突き刺してきたあと、

「クロエ、更衣室で詳しい話を聞かせてくれ」

「クロちゃん、どうしてシオくんに、その、バ、バストサイズなんか教えたの？」

「その身長でバスト八八？　アンバランス・ダイナマイトバディね。実際、数字聞いちゃうと驚異的だわぁ」

「驚異的な胸囲、か」

「羽留ちゃん、それは……」

「す、すまない」

　四人の女の子たちが更衣室に消えた途端、模擬ブルーミングバトル・ルームに静けさがひろがった。




　五分も経たたずに出てきた女の子たちを見て、史生は「うっ」と息を呑のんだ。

　クロエとエヴァノラが、上半身は白いブラ、下半身は空色の短パンという姿だったからだ。ふたりの胸、特にその谷間と絞り込まれた腰、そして白すぎる肌が目にまぶしい。

　百南と羽留は、空色のＴシャツに同じ色の短パンという、目のやり場にそれほど困らない格好だ。

　歩み寄ってきたクロエが、

「ワタシのバストサイズは……」

「もういいから」

　内心ドキドキしながらも、平静を装ってツッコミを入れてやった。

　途端、クロエの視線がすとーんと足もとに落ちた。無表情の中にも、どこか残念そうな色が滲にじんでいたから、

「八八だろ？　お、大きいことはいいことだと、思うよ」

　すかさずフォローした。

　クロエが、上目遣いで史生を見あげてくる。

「バトルのときハ、不必要にゆれるので少々邪魔デスが。そうデスか、大きいことはいいことデスか。コトリーさんハ、やさしいデスね」

　丸い瞳ひとみが、遠慮がちな、それでいて喜びに満ちた光を放つ。

　そこで、百も南なみと羽う留るの刺とげ々とげしい視線に気づき、史し生おは「あ、ぅ、ご、ごほっ」とわざとらしく咳せき払ばらいをしつつ、クロエから離れた。

　と、エヴァノラと視線がぶつかった。彼女の赤い唇には、妖あやしい笑みが浮かんでいる。そしてなぜか、右足を前に出し、左手を腰に当て、細いからだを微妙にひねっているという、いわゆるモデル立ちのまま動かない。

「バストの大きさだけはクロエに勝ちを譲るけど、その他は、うふふ、シオの目から見てどうかしら？」

「オ、オレの目から見て、って……いや、こ、ここはスタイル勝負の場じゃ……」

「ど、どうせ汗を流すんだから、ここ、こんなもの着てられないな」

　羽留が、勢いよくＴシャツを脱ぎ捨てた。

　彼女も、エヴァノラに負けず劣らずの整ったボディラインをもっている。贅ぜい肉にくがいっさいないように見えても、女の子のあたたかみと丸みは決して失っていない。

　それを横目で見ていた百南も、Ｔシャツの裾すそに手をかけた。

　脱衣ぬぐのか？

　百南は、Ｔシャツの裾に手をかけたまま動かない。顔を赤くしたまま、史生や周りをチラチラ見ながら、固まっている。

「百南、む、無理しなくていいから」

　史生は、幼おさな馴な染じみにやんわりと声をかけた。

　だが、逆に気持ちを押してしまったようだ。

「プログレスだけで練習するときは、い、いつも上着なんか、きき、着ないから……だ、だから……」

　百南が、襟首に引っかかった白桃色のツインテールをおたおたと抜きとりながら、Ｔシャツを脱ぎ去った。

　その後、丁寧にたたんで壁際の台に置く。

　ブラの力を借りて寄せてあげても、幼馴染みの慎つつましい胸に色気漂う谷間は現れない。腰のくびれもあまりない。それでも、「可愛かわいらしい」「守ってあげたい」という強い気持ちが沸きあがってくるのは、幼い頃ころから知っている女の子だからだろうか。

　顔を真っ赤にした百南が、

「シ、シオくん、あ、ああ、あんまり、見ないで、ね」

　消え入りそうな声をもらす。

　五歳くらいまでいっしょの風ふ呂ろに入ってた仲じゃないか。そんなに恥ずかしがるなよ！

　なんてことは、この場で口が裂けても言えるはずもなく、史生は「ぉ、あ、ああ」とよくわからない返事をしながら、からだのむきを変えた。

　艶つやのある肌色を視界の外に押し出しても、脳内からは追い出せない。しっかりと記憶に焼きついている。冷静に考えれば、すぐに訓練をはじめるのだから、いまこのときだけ目をそらしても意味はないのだが……。

「模擬ルームの使用時間は限られていますノデ、さっそく練習をはじめまショウ」

　クロエが、部屋の奥へ進む。

　女の子たちが着替えている間、史し生おは模擬ブルーミングバトル・ルームの中をざっと見ておいた。

　自分の定位置となるαサークルがひとつ。その先に、バトルフィールドの自陣分のひろさしかないハーフ・フィールド。そして鈍にび色いろの壁。

　クロエが、横から史生を見あげてきた。

「模擬ルーム内デモ、αドライバーとプログレスのリンクが可能デス。そのタメ、プログレスがうけた痛みハ、αドライバーであるコトリーさんが引きうけることになりマス。しかしなガラ、ここに対戦相手はいませんノデ、プログレスが攻撃されることはありまセン。よって、あなたが痛みを感じるという流れにはなりませんノデ、安心してくだサイ」

「そ、そうなの？　リンクだけしていればいいなんて、そんな楽でいいのかなぁ」

「平均的な能力をもつαドライバーにトッテ、プログレスが次々とリンクを求めてくる状態ハ、決して楽なものではありまセン。人によってハ、パワーをとられすぎて気を失うことだってありマス。[image: ]楽[image: ]という感覚ハ、【変態容器アンリミテツド】というふたつ名をもつコトリーさんだからこそデス」

「それじゃあ、わたしとシオの相性をみましょうか」

　エヴァノラが、すたすたとハーフ・フィールドの中へ入っていく。

「史生、どんどんリンクしてくれ！」

　羽う留るが続き、

「潜在力、見つけなきゃ」

　百も南なみも、小走りに駆け込んでいった。

「ワタシとエヴァノラのシンクロテスト結果は出ていまセンが、先に実地で試してみるのも悪くありまセンね」

　最後にクロエ。

　ひと呼吸後、ルーム内のセンサーがプログレス四名のスタンバイを感知したのだろう、室内に満ちていた光の色が、白色から暖色に変わった。

　史生も、直径一メートルほどのαサークル内に立つ。

　途端、からだ中の毛穴からなにかが潜り込んでくるかのような、くすぐったさを覚えた。が、すぐにその感覚が消え、目で見ることができないものの、糸のようななにかが百南と、羽留と、クロエと、エヴァノラにつながったことがわかった。

　彼女たちも感じたのだろう。みんながいっせいに史生へ目をむけ、小さくうなずいた。

　ほぼ同時に、目の前の空間に縦三〇センチ横四〇センチほどのαスクリーンが出現した。

　画面には、四人分の様々な数値がずらりとならぶ。

　画面が四つに区分けされ、上から《稲いな森もり百も南なみ》レベル２、《紫し雲うん寺じ羽う留る》レベル２、《Miss.クロエ》レベル３、《エヴァノラ・ワイズ》レベル５、と表示されている。

　それぞれの枠の最上部には、体力ゲージとリンクゲージがならび、ふたつとも満タンの一〇〇になっている。

　枠の右下にあるのは、早くも赤く輝いている丸いリンクボタンだ。

《小こ鳥とり居い史し生お》というαドライバー名は、画面のもっとも下にひっそりと表示されている。それでも、やはりスクリーン上に自分の本名があるというだけで嬉うれしくなってくる。

　羽留と挑戦した初ブルーミングバトルでの登録名は《ああああ》だったことを思い出し、史生はこっそりと笑みをもらした。

　すぐに表情を引きしめ、

「それじゃ、いくよ！」

　史生は、女の子たちの返事を待つことなく、四つのリンクボタンを上から順に連打した。

　リンクボタン上に『成功』の文字が現れたのは、羽留とエヴァノラだけ。

　百南とクロエのリンクゲージはゼロになったものの、間を置くことなくグーッと一〇〇まで上昇した。その間、五秒もかからない。この速さに、史生は感動すら覚えた。が、リンクは失敗。

　史生の足もとで、光り輝く魔法陣のような文様がパパッと二回点滅した。

　直後、羽留とエヴァノラの頭上にも同様の文様が浮かびあがったかと思いきや、すぐにかたちを崩して光の霧となり、ふたりに降り注ぐ。

　史生は、αスクリーン上にならんだ数値の変化を素早く目で追った。

《紫雲寺羽留》レベル５。

〈超ちよう弩ど級きゆう弾〉〈豪雨光弾〉〈光こう鎧がい〉

　一方……。

《エヴァノラ・ワイズ》レベルＳＳ。

〈子守歌〉〈武謡〉〈絶唱〉〈唱名〉〈悲歌〉〈頌しよう歌か〉〈応援歌〉〈四重唱〉

「レベル……ＳＳ？」

　エヴァノラはハイレベルなプログレスだから、特殊技の多さはうなずける。けど、レベルＳＳって……？




　百南は二回めで、クロエは四回めでようやくリンクに成功した。

　百南のリンク成功率は60％だが、クロエはもう少し低いかもしれない、と史生は内心で考えつつ、彼女たちの上昇したレベルと特殊技を確認した。

《稲森百南》レベル３。

〈万有引力〉〈万有斥力〉

「これは、もう知ってるけど……」

《Miss.クロエ》レベル４。

〈スペシャルパンチ〉〈ビッグバリア〉〈ジュエルボックス〉

　クロエの特殊技は、文字だけ読むとなんだか強そうだけど、やはりバトルフィールド内で実際に試してみないことには、その威力やつかいどころがわからない。

　バトルフィールドからぞろぞろ出てきた女の子たちが、史し生おの周りに集まってきた。

「最初は〈光こう鎧がい〉で頼む。〈超ちよう弩ど級きゆう弾〉や〈豪雨光弾〉をつかって、光弾が戻ってきたら史生に悪いからな」と羽う留る。

「あたしは、〈万有斥力〉からお願い。ひとつずつ試してみるね」と百も南なみ。

「ワタシの特殊技ハ、これといって特別なものはありまセンね。他ほかのαドライバーとリンクしたときと代わり映えしませんカラ」とクロエ。

　最後にエヴァノラが、

「ふ～ん、ウルって、自傷系の技をもってるの？　それって、つかい方の順番を間違ってる可能性があるわね。ちゃんとつかえば、コンボ技をキメられるんじゃないかしら」

　スクリーンにならんだ羽留の特殊技を絡からめとるように、その上で指をくるくると回した。

「コンボ技？　ほんとに？」

　史生は、エヴァノラの白すぎる横顔に目をむけた。

「いろんなプログレス相手に、これでもかってくらいバトルやってきたのよ。変わり種とも何度か闘ったわ」

「わ、わたしの光弾は、ときどき自分に戻ってくるんだが……そんな弾にもつかいようがあるということか？」

「エクシードに無駄なものなんてひとつもないわ。あるのは、それをつかうプログレスが無駄にするかしないかってことだけよ」

「そ、そうか。よし、わたしの特殊技は三つしかない。順番を入れ替えながら、いろいろ試して……あ、し、史生」

　羽留が、史生にどこか悲しそうな、そして申し訳なさそうな目をむけてきた。

　模擬ブルーミングバトルとはいえ、光弾が戻ってくれば史生が痛いめに遭う。

　彼女の瞳ひとみに浮かぶ躊躇ためらいにむかって、史生はニッと笑って見せた。

「オレのことは気にしないでいいから、羽留のやりたいようにやってよ」

「で、でも……」

　エヴァノラが、すぐさま口を挟んできた。

「ウル、シオを心配する気持ちはよくわかるわ。でも、彼はαドライバーよ。心配しすぎは失礼になるわ。プログレスの役目を忘れちゃダメ」

「プログレスの役目……」

　羽留が、自らに言い聞かせるようにつぶやいた。

　百南とクロエの表情が、引きしまる。

「αドライバーの存在を全身で感じながら、彼とともに全力を尽くして勝利をつかむこと。それだけよ」

「も、もちろんわかってる。わたしは、そのために青せい蘭らん学園にきたんだからな」

「うふふ、バトルのあとで、傷ついたαドライバーの心身を愛情たっぷりに癒いやしてあげることも忘れちゃダメよ」

「あ、愛じょ……そそ、それも、もももちろん、わ、わわわかってるさ」

　羽う留るの顔が、たちまち赤くなった。

　百も南なみが、微妙にトゲのある視線を、どういうわけか史し生おにむけてくる。ジ───ッと。

　それでも、すぐに笑みを浮かべ、

「シオくん、がんばろうね」

　史生の手にそっと触れたあと、再びハーフ・フィールドへ入っていく。

「史生、い、痛い思いをさせるかもしれないが、あ、あとで、いい癒してあげるからな」

　頬ほおを紅あかく染めた羽留が、百南のあとに続く。

「ワタシの特殊技に真新しいものはありまセン。先ほども言いまシタが、他ほかのαドライバーとリンクしたときと同じ特殊技を訓練するヨリも、ここでコトリーさんのサポートをさせてくだサイ。学区別ルールの説明もできますカラ」

「よ、よろしく」

　左腕にぴとっと肩をくっつけてきたクロエに少々驚きつつ、とっさに身を引くのも悪いと思い、史生は立ち位置を動くことなくαスクリーンに目を落とした。

　背の低いクロエの突き出た胸が、サポートブラに押しあげられた白い丸みが、その深い谷間が、すぐ左下にあるというドキドキ感に胸が苦しくなってくる。

　追い打ちをかけるように、エヴァノラが史生の耳もとに息を吹きかけるようにして、

「わたしは〈四重唱〉でよろしくね。シオとリンクしたときだけ出てくるヤツだから、どんな効果があるのかわたしにもわからないの。新技なんて、ひさしぶり。うふ、初体験ってドキドキするわね」

　ウインクをしたあと、バトルフィールドへ優雅に歩いていく。

　跳ね回る心臓を静めるべく、史生は左胸に手を当てた。

　なかなか落ち着いてくれない。




「〈万有斥力〉、〈光こう鎧がい〉、〈四重唱〉っと」

　史生は、αスクリーン上でゆっくりと指を移動させ、間違わないようにその文字に指先を押し当てていった。

　αドライバーが特殊技の指定を間違えれば、バトルの流れにも影響を及ぼすはずだ。最初から「文字を押し間違えました」では話にならない。

　フィールドの左端に立っていた百南が、右手を前に出して「万有斥力っ」と声に出した。

　途端、「きゃあ！」と後ろに吹っ飛び、床に背を打ちつけた。

　ハーフ・フィールドの先は、ただの壁だ。つまり、壁を押しただけで、踏ん張っていたにもかかわらず自身が後ろに飛ばされてしまった。百南の体重が軽いということもあるだろうが、それにしても……。

「イナモリさんの〈万有斥力〉ハ、斥力のみを増幅させた特殊技ですね」

　クロエが、冷静な声で状況を分析している。

　百も南なみがすぐに立ちあがったため、史し生おは内心でホッと息をつきつつ、フィールドのほうへ目を戻した。

　百南が〈万有斥力〉をぶつけた壁、その中央付近に［20］の数字が浮かびあがっている。

「あれは？」

「相手に与えたであろうダメージを数値化したものデス。もちロン、防御系のエクシードを使用された場合ハ、表示よりも低い値となりマス。あくまデモ、平均的な防御力をもつプログレスに対シ、攻撃がクリーンヒットしたという前提での数字にすぎまセン」

「百南、大丈夫か？」

「うん、ありがとう。このくらい大丈夫……って、羽う留る、ちゃん」

　百南の口が、半開きのまま固まった。

　羽留のからだが光に覆われていたのだから、幼おさな馴な染じみの驚きもよくわかる。

　史生は、光に目を細めた。

　まるで羽衣のような〈光鎧〉を身にまとった羽留は、上半身ブラだけという姿も相まって、なんだか天女のようにも見えてくる。

「〈光鎧〉という名が示す通リ、防御系の技デスね」

　クロエの言葉を耳にしながら、史生はαスクリーンに目を落とした。

　百南、羽留、エヴァノラのリンクゲージは、すでにマックスとなり、いつでも次のリンクができる状態だ。

「それじゃ、次の特殊技は……百南には〈万有引力〉、羽留には〈豪雨光弾〉でいくから準備して。で、エヴァノラはどうする？」

　まだ〈四重唱〉をつかっていないエヴァノラに、史生は問いかけた。

　白銀シルバーのロングヘアを指に巻きつけながら、エヴァノラが肩をすくめた。

「よくわかんないわ」

「わからない、って？」

「〈四重唱〉試してみたんだけど……」

「え？　もう？　いつの間に？」

「新技って、どんな効果があるのかわからないからね。小声で歌ってみたの」

『パラレル・フォー』のボーカル、エヴァノラ・ワイズは、バトルフィールドに入っている間、ずっと歌い続けている。

　エヴァノラが、歌声で自分やチームメイトの身体能力を高めたり、防御力をあげたりする、いわゆる補助型の異能エクシードをもっていることは世界中のファンが知っている。後方支援が主な役目となる補助型プログレスの彼女だが、その実は前衛でも十分に戦える力をもった万能型だ。

　そんなエヴァノラが、ときどき自らの身体能力を跳ねあげて敵に攻撃を仕掛けるときが、もっともバトルが盛りあがる瞬間である。

　経験豊かなエヴァノラが、〈四重唱〉の効果をよくわからないと言う。

　クロエが、自らの大きな胸をポンと叩たたいた。ぷるんとゆれたふたつのふくらみは、サポートブラでしっかりと押さえられているため、すぐに大人しくなる。

「コレ、でショウか？」

「そうね。たぶん、これね」

　エヴァノラも、自らの胸を指でプニプニとつつく。

　羽う留ると百も南なみが、そろって「？」と首を傾かしげている。

「エヴァノラの〈四重唱〉は、リンクゲージを上昇させる補助系の技である可能性が濃厚です。確認のため、イナモリさんとシウンジさんは、いますぐブラを外してください」

「「えぅ!?」」

　百南と羽留のうめきが重なった。

「ちょ、ちょっと待ってくれ。いますぐって……」

「コトリーさんハ、大至急回れ右をしてくだサイ」

「あ、ああ」

　史生は反論など口にせず、百南と羽留にサッと背をむけた。見たわけではなく、これから見る予定もないのに、心臓がドキドキと騒ぎはじめる。

「シオはあっちむいてるし、女同士だから恥ずかしくないでしょ？　ほら、わたしも外すから」

　後ろから、エヴァノラの声が聞こえてくる。

「うぅ」とか「むぅ」とうなりながら、百南と羽留が動いている気配が伝わってくる。

「さア、おふたりトモ、サポートブラを外したあとハ……あ、コトリーさん、αスクリーンの操作をお願いしマス。このスクリーンは、名前を登録したαドライバーしか扱えませんノデ。再度おふたりとリンクすることによっテ、リンクゲージを空にしてくだサイ」

　クロエの指示によって、史し生おは思わず、本当になんの下心もなく、「リ、リンク、ね」とαスクリーンにむき直った。

　百南と羽留のリンクボタンは……。

　チラッ。

　見て、息を呑のんだ。

　百南は、腕をクロスさせることによって。羽留は、片腕で胸を隠していた。

　ふたりとも隠していたのに……、外見的にはサポートブラをつけているときとほとんど同じはずなのに、心臓が肺を潰つぶさんばかりに飛び跳ねた。

　加えて、こちらに背をむけていたエヴァノラの真っ白な背中も見えて。かたちの整ったふくらみの一部もチラ見えしていて。

「シオくん!?」

「史し生おっ!?」

　百も南なみと羽う留るににらまれ、「い、いや、オ、オレは……」とその場に固まってしまった史生だったが、

「可及的速やかニ、リンクボタンへのタッチを行ってくだサイ」

　クロエの落ち着いた声によって、やるべきことを思い出した史生は、大急ぎで百南と羽留、勢いでエヴァノラのリンクボタンにまで次々と指を押し当てた。

　リンクの成功、失敗にかかわらず、ゲージの数値はゼロとなる。

　史生は、百南と羽留のにらみから逃げるように、大急ぎで後ろをむいた。




　エヴァノラの〈四重唱〉は、彼女やクロエの予想通り、リンクゲージの数値を上昇させるものだった。

　サポートブラよりスピードはやや落ちるものの、彼女の透明な歌声に合わせ、百南と羽留、そしてエヴァノラ自身のリンクゲージが上昇し、一〇秒もかからずマックスとなった。

「チーム全員のリンクゲージを満タンにできる特殊技ハ、かなり貴重デス。コトリーさんとエヴァノラのリンクが成功し続ける限り、コトリーさんとのリンク成功率が一〇〇％のシウンジさんモ、連続して特殊技をつかえるということになりマス」

　ここで一度言葉を切ったクロエが、感情をきれいに拭ふきとった視線を百南へ送った。それから、再び口を開く。

「ゲージが満タンになるまでの間、エヴァノラを相手チームの攻撃から守らなければなりませんノデ、ディフェンス＆アタックのバランスが勝負のカギとなりそうデスね」

「うん、そうだね。メンバーの中でディフェンスが得意なのは……クロちゃん、かな？　あたしも、サポートできるから……」

「でハ、エヴァノラがご自身のリンクゲージをいっぱいにするマデ、ワタシとイナモリさんが前衛でいきまショウ」

「スタンバイの一〇秒、それからファイトに入ってから二〇秒。合わせて三〇秒ちょうだい。わたしのリンクゲージ上昇条件は、[image: ]能力解放[image: ]よ。ま、単に歌い続けていればいいだけなんだけど……」

　エヴァノラの言葉をうけ、クロエがうなずいた。

「スタンバイ時はいいとシテも、バトルスタートからおよそ二〇秒。その後コトリーさんとうまくリンクが成功したとシテ、〈四重唱〉で全員のリンクゲージをいっぱいにするマデ、さらに一〇秒。細々としたアクシデントを考慮シテ、少なくとも六〇秒はワタシとイナモリさんが盾となれるフォーメーションを磨きあげまショウ。リンク成功後は、シウンジさんと前衛を入れ替わり、我々はサポートに徹しマス。もちろん、バトルは生き物デス。そのときどきの流れを見テ、フォーメーションにこだわることナク、臨機応変に対応していかなければならないことハ、あらためて言うまでもありませセンね」




　トレーニングは続いた。

　サポートブラをつけ直した女の子たちと、史し生おはあらためてむき合った。

「も、もし痛い思いをさせてしまったら、あとで、ぜ、ぜぜ全力で、癒いやしてやるからな」

「全力って、そんなに力まなくてもいいから。肩の力を抜いて、いくよ？」

「よ、よし、こいっ」

　羽う留ると短い会話をやりとりしたあと、史生は〈超ちよう弩ど級きゆう弾〉の上に指を移動させた。が、半ば弾はじかれるようにして押したのは、

「〈豪雨光弾〉！」

　初の特殊技だった。

　正直なところ全力で身構えている。〈豪雨光弾〉というネーミングから、もし光弾が豪雨のごとき勢いで戻ってきたら、と思うと自然と下っ腹に力が入った。でも、きっと〈超弩級弾〉よりは痛くないはず。そう願いたい。あくまでも、字面からうけるイメージでしかないけれど。

〈光こう鎧がい〉を身にまとった羽留が、壁にむかって両手を突き出した。

「〈豪雨光弾〉っ！」

　広範囲にひろがった光の弾が、それこそ横殴りの豪雨さながらに壁面へ襲いかかった。

　三秒ほどで弾切れとなる。

　もし実際に敵のチームがいたなら、ひとりとしてフィールド内のどこにも逃げ場を見つけることはできなかっただろう。

　弾は、一発も返ってこなかった。

　壁の中央に、［125］の数字が浮かびあがってくる。普通、プログレスたちのバトルにおける体力ゲージの初期数値は一〇〇だから、これは一撃必殺といってもいい。

「すげぇ」

　史生は、思わず声をもらした。

「先ほどの攻撃すべてを対エクシード加工壁がうけとめていますカラ、数値そのままの威力を敵チームの全員に与えられるわけではありまセン。しかしなガラ、単純な攻撃力だけナラば、スペシャルクラスでもトップクラスに入るでショウ」

「うわぁ～、大迫力」

　百も南なみが、驚きの表情そのままにパチパチと手を打ち鳴らす。

「へぇ～、あなた、やるじゃない」

　エヴァノラが、どこか悔しそうな、それでいて嬉うれしそうな、ちょっと複雑な笑みを浮かべている。

　対して光の羽衣をまとったままの羽う留るは、ほめられているにもかかわらず下唇を噛かみ、なにかを訴えるように史生を見つめている。

　すぐに、彼女の考えがわかった。

「コンボにならない、と思ってる？」

　羽う留るが、コクッとうなずいた。

　エヴァノラが言っていたことを思い出す。

『ふ～ん、ウルって、自傷系の技をもってるの？　それって、つかい方の順番を間違ってる可能性があるわね。ちゃんとつかえば、コンボ技をキメられるんじゃないかしら』

「オレのこと、気にしないでいいよ。次は〈超ちよう弩ど級きゆう弾〉いってみる？」

　羽留が、むに～っと唇を真一文字に引き結んだあと、どこか無理やりといった様子で微笑ほほえんだ。

「ありがとう。もし戻ってきたら、そのあとはしっかりと、いいい、癒いや……」

「気にしないでいいから」

　史し生おは、多少慣れてきた指先で、［紫し雲うん寺じ羽留］のリンクボタンを叩たたいたあと、「成功」という文字をまともに確認もせず、素早く特殊技の表示場所まで手を動かした。

　そして、今度こそ腹を決め、

「〈超弩級弾〉っ！」

　羽留へ、それから自分自身へ気合いを入れるため、声を大きくした。

　みんなが見守る中、羽留が壁にむかって右手を突き出し、その先に直径一メートルはあろうかという巨大な光球をつくり出す。

「わぅ!?」

　史生の隣にいたクロエが、わずかに身を引いた。羽留と同じフィールドにいるエヴァノラも、思わずといった様子で身を仰のけ反らせている。

　ふたりとも、初めて見る〈超弩級弾〉の迫力に驚きを隠せないようだ。

「ハァッ！」

　羽留が、巨大な光球を壁にむかって放った。

〈超弩級弾〉の数値は、どれくらいなんだろう、という興味を満たしてはもらえなかった。

　悪い予感は当たった。

　壁の手前でとまった光弾が、次の瞬間、太い光の線を史生の視界に刻みつつ、放った本人に戻ってきたからだ。

「っ!?」

　襲いかかってくるであろう、意識が消し飛ばされること間違いなしの痛みに、史生は歯を食いしばった。が、

「？」

「う、羽留ちゃん！」

　百も南なみの跳ねるような声が、模擬ブルーミングバトル・ルームに響き渡った。

　羽留がまとっていた〈光こう鎧がい〉が、ふわふわとした羽衣から、角張った、それこそ鎧よろいと呼ぶにふさわしいシルエットに変わっていた。

　光の天女が、光の戦女神に早変わりだ。

「ちょ、ちょっとウル、いますぐ壁を殴ってみて。さあ、早く！」

「な、殴るのか？」

　エヴァノラに急せかされ、羽う留るが半透明の鎧よろいから光をまき散らしながら、とたとたとたっと壁に駆け寄り、ネコパンチで壁面をぴしっと殴りつけた。

［30］

「もっと強く！」

　ビシッ。

［40］

「まだまだっ！」

　ズビシッ！

［50］

「あなたの勝ちたいって気持ちは、その程度なのっ！」

「わ、わたしはっ！　お金を稼ぐんだぁっ！」

　バコーン！

［75］

　金の力、というよりも羽留の想おもいとエクシードの力が余程強かったのだろう。たった一発のパンチが、恐るべき数字を叩たたき出した。

「先ほどの〈豪雨光弾〉ハ、壁が感知した攻撃力のすべてを合わせることによって一二五という値を出しまシタ。確かに素晴らしい数値デスが、バトルで個々の相手プログレスに与えるダメージは、せいぜい二〇前後だと思われマス。それに引き替エ、〈光こう鎧がい〉と〈超ちよう弩ど級きゆう弾〉のコンボを完成させたあとのパワーは桁けた外はずれデス。一対一の接近戦にもち込めバ、ほぼ無敵となるでショウ」

　クロエに続き、エヴァノラが呆あきれたように口を開いた。

「たま～にいるのよねぇ。反則気味のコンボ技もってる子。ウル、あなた遠距離型の皮をかぶったガッチガチの近距離型ね。もし、わたしがいまの状態のあなたとぶつかることになったら、殴り合いだけはなんとしてでも避けるわ」

　百も南なみが、羽留を凝視していた目をゆるゆると史し生おに移動させてきた。

「なんか、勝てそうな気がしてきたよ」

「オレは、最初から勝つつもりだぞ？」

「う、うん。そうだね。バトルは、勝つつもりでやらなきゃね！」

　百南が、瞳ひとみを輝かせる。

　史生は、そんな幼おさな馴な染じみに笑いかけた。

「絶対に勝てるよう、やれることをやろう」

「そういった前むきなセリフは、本来このワタシにこそふさわしいものデスが……ここはコトリーさんに譲ることにしまショウ」

　クロエの淡々としたつぶやきに苦笑いを返しつつ、史生はαスクリーンの画面上に意識を戻した。




　クロエが、つきっきりで史生にαスクリーンのつかい方と学区別ルール、つまり『ブルーエデンズルール』を教えてくれた。

　左腕にくっついたり離れたりする彼女の薄い肩の感触や、すぐ左下にある足をすべらせたら転がり落ちてしまいそうな胸の谷間を気にしながらも、史し生おは懸命にそこから意識をそらし、話に集中した。

「トップレベルのαドライバーは、基本、スクリーンに目を落とすことなく操作しマス。ブラインドタッチ、デスね」

「あと六日でブラインドタッチは……ちょっと無理かも」

「少なくトモ、シウンジさんとのリンク率は一〇〇％なのですカラ、彼女のリンクボタンと特殊技表示場所までの最短指動距離はからだに叩たたき込んでおく必要があるでショウ。αドライバーの動きが遅れたその一瞬デ、バトルが決してしまうこともありますカラ」

「オレの責任、重大だな」

「コトリーさんだけが責任を負っているわけではありまセン。チームメイトは助け合うものデス。バトルをやるからにハ、相手チームがどれだけ強大デモ、あなたひとりに負担をかけるようなことはしませんノデ、安心してくだサイ」

「ありがとう。オレも、みんなの足を引っ張らないよう、残りの日数全部つかって、やれることを全力でやってみるよ」

　史生は、横目でクロエを見た。彼女の頭を覆っているメタリックシルバーのヘルメットに、くにゃりと曲がった自分の変顔が映っている。

　クロエが、αスクリーンに目を落としたまま、不意に問いかけてきた。

「公式のブルーミングバトル・ルールは、ご存じデスか？」

「も、もちろん、世間で知られてる程度には……」

「ブルーエデンズルールは、細かな点でいろいろ差異がありマスが、大まかな流れは公式のものとあまり変わりません。時間が限られていますカラ、コトリーさんはルールの細部を覚えるヨリも、αスクリーンの操作だけに集中したほうがいいでしょう」

「確かに、そうかも……」

「念のタメ、ブルーエデンズルールの三用語を簡単に説明しておきマス。スタンバイ、ファイト、インターバル、この三つデス」

「スタンバイ。ファイト。インターバルね」

　どんなことでも頭とからだに叩たたき込んでおきたかったため、史生は三つの言葉を声に出した。そういえば天あ雨めも、これらの単語を口にしていた。

「三つとも言葉そのままの意味デス。[image: ]待機スタンバイ[image: ]から[image: ]戦闘バトル[image: ]その後[image: ]休憩インターバル[image: ]で一ラウンド。時間配分ハ[image: ]待機スタンバイ[image: ]一〇秒、[image: ]戦闘バトル[image: ]一二〇秒、[image: ]休憩インターバル[image: ]五〇秒デス。休憩インターバル時ハ、αドライバーはαサークルの外へ、プログレスはバトルフィールドの外へ、それぞれ出ていなくてはなりまセン。体力を回復させることのみが目的となります。その際にエクシードを放出すレバ、そのプログレスは即失格となりマス。リンクゲージを上昇させないための措置デス」

　待機スタンバイ時間の有無やバトルの時間設定など、確かに公式とは異なっている。

「待機スタンバイが一〇秒か。このときに、どれだけリンクゲージをあげられるか、ってことが重要になりそうだね」

　史し生おは、思ったことを口にした。

「その通りデス。ですが、リンクゲージをあげただけでは、バトルを有利に進めることはできまセン。リンクは、成功させなければ意味がないのですカラ」

　クロエが、史生に顔をむけることなく言葉を続けた。

「エヴァノラの〈四重唱〉があったとしテモ、ワタシとコトリーさんのリンク成功率はおそらく二五％前後でショウ。バトルは、リンクが成功するか否かによッテ、勝負の流れが大きく変わりマス。ですカラ、ワタシとのリンクは、常に優先順位のいちばん下にしておいてくだサイ」

「それじゃ、クロエがバトルで活躍できないだろ？」

「チームの勝利を最優先に考えなければなりませんノデ、それは仕方がありまセン」

「リンクの成功率だけで、そのプログレスの価値は決まらないと思うけどな。クロエにも活躍してもらわなきゃ。自分で言ったろ。オレたち、チームメイトなんだから」

　経験の浅い自分が言うのもなんだけど……。

　史生は、ヘルメットに映るくにゃりと曲がった自分の顔から、視線を下に落とした。

　クロエの丸い瞳ひとみが、真まっ直すぐにこちらを見つめている。

「確かニ、勝敗の行方は多種多様な要素によって絶え間なく移ろい続けますノデ、あなたの操作ミスが致命的でさえなければ仲間内でカバーしマス。できうる限リ、という条件つきデスが」

「頼むよ」

「はイ。頼まれまシタ」

　クロエの目が、再びαスクリーンに落ちた。

　無音の鼻歌を歌っているような横顔が、なんだか可愛かわいく見える。




　模擬バトルの練習を終えた女の子たちと輪をつくり、ミーティングを行った。

「全力でやるだけ」というのがみんなの共通意見だったが、それだけではもちろん勝てるはずもない。

「急造チームでチームワークを磨こうとしても、中途半端に終わるだけ」

　そう切り出したエヴァノラが、さらに続けた。

「つまるところ、個々人の力をちょっとでも引き出したほうが勝利を引き寄せることができるって、わたしはそう考えてるわ。ウルのコンボ技、みんな見たでしょ？　あのレベルの力をクロエとモナミも手に入れたいでしょ？　あなたたち、まだまだ眠ってるエクシードがあるかもしれないわよ？　もちろん、わたしにもね。モナミには[image: ]潜在力さがし[image: ]って目的もあるだろうし。だから、ね、いっしょに眠れる力を叩たたき起こしてみない？」

「エクシードって、叩き起こせるのか？」

　羽う留るの質問に、エヴァノラがニッと赤い唇の両端をつりあげた。

「もちろん。まぁ、プログレスのタイプによって適した方法はいろいろ違うけど、ほとんどの場合、心身にガツンと衝撃を与えてあげれば、パッと開花するわ」

「ガツンとやったら、パッと開花するのか？　簡単そうに聞こえるが……そういうわけにはいかないんだろ？」

「当然でしょ。簡単にエクシードを強化できたら、青せい蘭らん学園はレベル５だらけになっちゃうわ」

「αドライバーとの出会いナド、努力ではどうすることもできない要素もありマスね」

「あら、出会いは運だって言いたいの？　うふふ、もちろんそれもあるだろうけど、努力も必要だと思うわ。人間関係は、お互いの努力なしじゃ成立しないでしょ？」

「た、確かニ、エヴァノラの仰おつしやる通りかもしれまセンね」

　クロエが、史し生おにチラッと丸い瞳をむけてきたあと、微かすかではあるものの白い頬ほおに朱を走らせた。

　その隣で、羽留が大きくうなずいた。

「そうだな。出会いには、運と努力が必要だ。運よく史生と出会って、努力して彼に話しかけたからこそ、わたしはこうして青蘭学園にくることができた」

　エヴァノラが、琥こ珀はく色の瞳ひとみを輝かせた。

「わたしも、シオとリンクすればレベル５の壁を突き破ってダブルＳになっちゃうんだから、ほんと驚きよね。ダブルＳなんて、ダークネス・エンブレイスには数えるほどしかいないわよ。他ほかの世界も似たようなもんだし。ふふ、観客の反応が楽しみだわ」

　彼女が、史生に目をむけて話を続ける。

「リンクに成功したら、すかさず〈四重唱〉ね。そのあとは、羽留に〈光こう鎧がい〉。次のリンクが成功すれば、またわたしに〈四重唱〉で、羽留に〈超ちよう弩ど級きゆう弾〉ね。うまくいけば、バトルスタートから五〇秒ほどで羽留のコンボ技がお披ひ露ろ目めできるはずよ」

「わたしと史生のリンク成功率は一〇〇％だが、エヴァノラはどうだろうな？」

「さっきの練習じゃ、たぶん九〇％ってとこじゃないかしら。かなりいいと思うわ」

「何事も一〇〇％でない限リ、安心はできまセン。リンク失敗という事態を想定シテ、守備重視の戦術及びフォーメーションを練りあげるべきデス」

「言ったでしょ。急造チームでチームワークを磨いても、中途半端に終わるだけだって」

「それとこれとデハ、話が微妙に違いマス」

「同じよ」

「完かん璧ぺきなチームワークを目指セバ、エヴァノラが仰るように中途半端となる可能性が高いでショウ。しかし、最低限の配置や動きを決めておかなけレバ……」

「そんなこと、各自気を配ってれば……」

「エヴァノラ、学生だったときのことを思い出してくだサイ」

「わたし、いまでも身分は学生よ？」

　戯おどけたように細い眉まゆをあげたエヴァノラに、クロエが感情のない、それでいてどこか苛いらついているような目をむける。

「あなたはもう何年もトップクラスのメンバーとともニ、トップレベルのバトルしか経験していないはずデス。ワタシたちは、まだ学生デス。それモ、ネクストクラスの。コトリーさんとシウンジさんハ、青せい蘭らん島にきたばかりだということもお忘れナク」

「ちょっとクロエ、あなたは仲間を信用できないの？　学生とか、青蘭島にきたばかりとか、そんなこと関係ないわ。勝ちたい者たちの集まりの中で、勝つための行動をとる。それだけのことなのに……」

「ワタシが言いたいのは……」

「ちょ、ストップ！」

　史し生おは思わず両手を開いて、輪の中に渦巻きはじめた険悪な気を押しとどめた。

　女の子たちの視線が集まってくる。

　史生は、クロエとエヴァノラへ交互に視線を投げながら、

「さっきの練習中、クロエが言ってたけど、羽う留るのコンボ技が決まるまで、クロエと百も南なみが前衛を務める。その後ろに、遠距離から攻撃できる羽留がいて、補助型のエヴァノラはいちばん後ろ。コンボ技を決めたら、羽留が最前線に飛び出していく。クロエと百南はそのサポートに回る。エヴァノラは、とにかく歌い続けて〈四重唱〉を連発できる準備を整えておく。ってことをいまはザックリと決めておくだけでいいと思うけど、どうかな？」

　どうかな？　という言葉にあわせて、史生は女の子たち全員にそれぞれ目をむけた。

「あたし、それでいいと思う」

　いちばん最初に同意してくれたのは、百南だった。

「問題ない」

　すぐに羽留もうなずいてくれる。

「ワ、ワタシも、そういうことを言いたかったのデス」

　クロエが、どこか慌てたように言葉を継いだ。

「わたしも、陣形なんてザックリでいいってことを言いたかったの」

　エヴァノラが、ひょいと肩をすくめた。

　まとまった。

「んじゃ、ザックリとそんな感じで。フォーメーションの練習をしつつ、ひとりひとりのエクシードを磨いていこう」






五章　チャレンジャーズ






　史し生おたちは、相性検査室シンクロテスト・ルームへ足を運んだ。

　クロエとエヴァノラが、それぞれ自らの結果表を手にしばし動きをとめる。

　史生は、ふたりの後ろから紙面を覗のぞき込んだ。百も南なみと羽う留るも、身を寄せ合うようにして、それぞれの表に目を落としている。




［Miss.クロエ］　レベル３


　攻撃力５０００

　機動力７０００

　防御力１００００




　常備能力　飛天空拳ロケツトパンチ

　　　　　　個人防壁スモールバリア






［小こ鳥とり居い史生］との相性


　リンク成功率25％

　リンク後レベル　４

　攻撃力７５００

〈スペシャルパンチ〉発動時・攻撃力１２５００

　機動力８５００




　防御力１２０００

〈ビッグバリア〉発動時・防御力３６０００

　リンクゲージ上昇条件・能力使用




　特殊技　スペシャルパンチ

　　　　　ビッグバリア

　　　　　ジュエルボックス






［エヴァノラ・ワイズ］　レベル５


　攻撃力６５００

　機動力１１０００

　防御力１２０００




　常備能力　至大感染パンデミツク






［小鳥居史生］との相性


　リンク成功率90％

　リンク後レベル　ＳＳ

　攻撃力１００００

〈武謡〉発動時・攻撃力１８０００

　機動力１８０００

〈絶唱〉発動時・機動力３５０００

　防御力２００００

〈ビッグバリア〉発動時・防御力３６０００

〈頌しよう歌か〉発動時・防御力３８０００

　リンクゲージ上昇条件・能力解放




　特殊技　子守歌・武謡・絶唱

　　　　　唱名・悲歌・頌歌

　　　　　応援歌・四重唱






　クロエが、結果表に落としていた目をあげた。

「これデ、ワタシとイナモリさんの前衛は決定しまシタ。ワタシとコトリーさんのシンクロテストの結果がよけレバ、またべつの戦術も考えられまシタが、この表によればごくごく標準的な結果だと言わざるをえまセン」

　ここで、彼女の視線が足もとに落ちた。

　逆にエヴァノラが、いまにも光があふれ出てきそうな瞳ひとみをあげた。

「リンク率九〇％ですって。やっぱり、わたしとシオの相性、最高じゃない！」

「わたしは一〇〇％だぞ？」

　羽う留るが、眉まゆ根ねに小さなシワをつくりながらエヴァノラを牽けん制せいする。

　百も南なみが、「あたし、六〇％……」と肩を落としている。

　目線をあげたクロエが、女の子たちを見回した。

「模擬ブルーミングバトル・ルームでの練習にヨッテ、この結果は十分に予想できまシタ。ワタシとコトリーさんとのシンクロテスト結果ガ、[image: ]普通[image: ]というだけでも感謝しなければなりまセンね」

　どこか落ち込んだ様子のクロエだったが、表情が薄いためどの程度の感情を抑えているのか、いまいちわからない。

「こっちの紙は？」

　百南が、プリンターから出ていたもう一枚の結果表に目を留めた。

「それハ、念のためネクストクラス在籍のαドライバー全員、といっても現在は二名しかおりませんガ……、彼らとシウンジさんの相性も調べておきました。今後のためになレバ、と思いまシテ」

「え？　わたしと、他ほかのαドライバーの相性も調べてくれてたのか？　ん、まずはありがとう。だが、わたしには史し生おがいる」

　羽留が、検査表に興味を示すことなく、あっさりと言いきった。潔いほどに。

「せっかくだから、見るだけ見てみたら？」

　史生だけ、と言ってもらえたことは嬉うれしいし、なんだか気恥ずかしくなってくるが、ここは青せい蘭らん学園だ。選択肢、そして可能性をひろげるという意味でも、いろんな方面へ手を伸ばしておいたほうがいい。

　史生は、そう考えた。が、

「その必要はないみたいだよ」

　結果表を覗のぞき込んだ百南が、どこか突き放すようにつぶやいた。

「うわっ、なにこの数字……」

　紙面に目を落としたエヴァノラが、大おお袈げ裟さなほど顔をしかめた。

「最悪だったろ？」

　羽留が、薄く笑った。[image: ]最初からわかってたよ[image: ]という笑みだ。

「はイ。ワタシが過去に見た様々な結果表の中デモ、最低ランクでシタ」

「やっぱり、な」

「失礼を承知デ、検査履歴にも目を通させてもらいまシタ。このことカラ、シウンジさん、あなたはひとりのαドライバーとしかリンクできナイ、いわゆるワンパートナー・プログレスだと思われマス」

　クロエが、人差し指をピッと立てた。

「ワンパートナー・プログレス、だと？」

「幸運ニモ、あなたはすでにその相手と巡り逢あっていマス」

「い、いまさら言われなくても、史生は、わたしのために現れた、は、は、白馬の……」

　羽う留るの顔が、みるみるうちに紅あかくなっていく。

　エヴァノラが、細い眉まゆを右だけあげた。

「ワンパートナー・プログレスだなんて、ちょっとロマンチックね。それも、相手がシオなんて……うらやましいわ」

　クロエが、「ロマンチックですネ」と無表情でつぶやいた。

　百も南なみひとりが、史し生おに怒ったような目をむけている……。




　ブルーエデンの中央校舎を出たとき、正面ロータリーに黒塗りの大きな車がとまっていた。スーツ姿のウーピーが、車の前に立っている。

「エヴァ、お時間です」

「あら、もう？」

　ウーピーが、車の後部ドアを開けた。

「楽しい時間は、いつも飛ぶようにすぎ去っちゃうわね。じゃ、またあした」

　いきなりだった。

　エヴァノラが、スッと史生に顔を寄せたかと思いきや、頬ほおと頬をくっつけてきた。

　すべやかな感触が皮膚から浸透し、歯茎に染み入り、こめかみに痛いような、気持ちいいような、くすぐったいような痺しびれをひろげていく。

　それどころか、離れ際に唇も押しつけられて……。













「「ぁ!?」」

　百も南なみと羽う留るが、どこか引きつったような声をもらした。

　クロエが、左の眉をぴくっとあげた。

　エヴァノラが、ウーピーとともに車で消えた。

　重々しいエンジン音が聞こえなくなるまでずっと、百南の視線が史し生おにジ───ッと突き刺さっていた。

　顔をしかめた羽留が、見えなくなるまで車をにらんでいた。

「こんなこともあろうカト、消毒用のウェットティッシュをもってきたのデスが……顔、ふきマスか？」

　クロエが、どこからともなくウェットティッシュをとり出し、史生に差し出してきた。

　それをサッと横からとった羽留が、「ったく、口紅、ついてるぞ！」とぶつくさ言いながら史生の頬を拭ふいてくれた。

　どこか乱暴に、ゴシゴシと。




　エヴァノラと別れたあと、史生たちはネクストクラス専用の食堂にむかった。知らないうちに一三時を回っていたため、少し遅めの昼食だ。

　木の匂においとあたたかみに満ちたログハウス的な内装を見て、羽留が目に涙を浮かべた。

「す、すまない。ここ、よく見たら、昔住んでた屋敷の庭に、似たようなつくりの小屋があって、小さい頃ころ、遊んだ記憶が、どういうわけか、いまになって蘇よみがえってきて……」

　その後、太い幹を丸ごとつかったテーブルについた。椅い子すも木でつくってある。

　昼食のメニューは、朝食と違って自分で選んでいい。もちろん、すべて無料。ドリンクも各種飲み放題。と百南に聞いた途端、羽留の目から涙が消し飛んだ。

「な、なにを食べてもいいのか？　おかわりも、じ、自由？」

　メニューを食い入るように見ながら、羽留が長いまつげをふるふると震わせている。

「な、なんにしようかな」

「オレは、このボリューム満点・ブルーマンデーステーキってヤツにしようかな」

「シオくん、それ、本当にボリュームあるよ。たぶん、全部は食べきれないんじゃないかな。コング先輩でも完食できなかったって、みんなが笑ってたもん」

「そう？　それじゃあ、他ほかのステーキを……いまは、肉を食べたい気分なんだよな」

「わ、わたしもお肉にしようかな。量はそんなに食べきれないから、おいしいヤツを」

「ごちそうさまでした」

「な!?」

　史生たちがだれも注文しないうちに、クロエがテーブルに絞りきったチューブを置いた。白い、なんの飾りもないチューブだったから、当然のように歯磨き粉を連想した。

「もう、食べ終わったのか？」

　羽留の問いに、クロエが長いまつげの動きだけでうなずいた。

「食事は合理的かつ安全に摂とるべきだと思っていマスが、それを他者に強制するつもりはありまセン。青せい蘭らん学園には、多種多様な文化が混在していマスので」

「そ、そうか？　わたしもキョーセーはよくないと思うな。うん」

　羽留が、すぐさまポンとメニューを叩たたいた。

「決めた。このブルーステーキにしよう」

　クロエの早食いも、絞られたチューブも、羽う留るの関心を食事から引き離すことはできなかったようだ。




　史し生おは、クロエの視線に気づいた。

　ジューシーなブルーリブステーキを箸はしで食べながら、チラッとテーブルの対面に座る彼女へ視線を送る。

　ジ──ッとほとんど瞬まばたきをしない丸い瞳ひとみで、目線をどこかへ逃がそうともせず、史生の手もとを見つめている。

　史生はいま、ナイフで切りわけた肉を箸で食べているから……、その違和感を指摘したがっているのか？　それとも、ステーキを食べてみたいのか？

「これ、食べてみる？」

　史生は、彼女に声をかけてみた。

　クロエが、スッと目線をあげる。

「………二本の棒を器用に操るものダト、感心していまシタ。地球人アーシアンノ、特にアジアエリアからきた生徒の食事作法は実に興味深いデス。ときどき野生を剥むき出しにして手づかみで食べる方もいますカラ」

「手づかみ？」

　出身が南アジア方面の子の食事作法を見たのか、それともただ単にサンドイッチやおにぎりをつかんで食べていた子の目撃談なのだろうか。

　横から羽留が口を挟んできた。

「クロエも食べてみろ。おいしいぞ」

「ワ、ワタシは……」

　史生は、躊躇ためらうことなくつかっていないスプーンを手にとり、自分の鉄板から一切れの肉をすくった。そしてそれを、

「ほら」

　とクロエの口もとへ近づける。

　彼女の反応を[image: ]食べたがっている[image: ]と判断したからだ。

「あ、そ、それデハ、失礼しマス」

　クロエが、さして迷う様子もなく、小さな唇を開けてパクッと肉を食べてくれた。

「これもいっしょに食べてみろ」

　羽留が、スプーンでとったごはんをクロエの唇に運んだ。

「あ、ゥ、そ、咀そ嚼しやくしている途中デ……」

　言いながらも、口を手で隠すようにしてどこか恥ずかしそうに羽う留るのスプーンも口の中へ招き入れた。

　もぐもぐもぐ。

　口の動きに合わせ、クロエの細い眉まゆが徐々にあがっていく。

　もぐもぐもぐ、こくん。

「どうだ？」

「カルチャーショック、と言ってもいいでショウ。地球アースにきて九七日めにして、初めての食感デス」

「よかったね。次から、いろいろ試してみたらいいんじゃないかな」

　うどんを食べていた百も南なみが、嬉うれしそうに目を細めた。

「どうして、いままで食べなかったの？」

　史し生おは、ふと思い浮かんだ疑問を口にした。

　カルチャーショックから素早く立ち直ったクロエが、無表情の中にもわずかな感動を残しつつ、

「興味はあったのデスが、だれもコトリーさんやシウンジさんのようにわけてくれなかったものですカラ」

「いまから注文すれば？　食べ終わるまでまってるよ」

「最初は、人が直接手でつくっている食事だと知り、驚きましたが……食材の調理工程も、その安全性が本当に確保されているのか、疑問が残りましたので……でも……あるいは……注文してきます」

　静かに席を立ったクロエが、足早にカウンターのほうへ歩いていく。




　その後、史生と同じメニューをテーブルに運んできたクロエは、箸はしを赤ちゃんのように握りしめリブステーキと格闘をはじめた。

「いや、最初はナイフで切らなきゃ」

「ほら、フォークで押さえるんだ」

「ふふ、おいしいね」

「なるホド、獣肉と穀物の組み合わせの割合ガ、味わいを楽しむポイントのようデスね」

　食事は、みんなでとったほうが楽しいに決まってる。




　食後、食器を下げていたときだった。

　ピンポンパンポ～ン、と軽いノリのチャイムが食堂内に鳴り響く。

『紫し雲うん寺じさん、紫雲寺さん、事務室まできてください。繰り返します。紫雲寺さん、事務室まできてください』

　女声による放送に、史生たちは顔を見合わせた。




　ネクストクラス管理棟内にある事務室の中で、羽う留るが受話器を耳に当てている。

　廊下で待つ史し生おたちは、はめ殺しの窓ガラス越しに彼女の様子を窺うかがった。

「だれからの電話かな？」

　百も南なみが、ちょこんと首をかしげた。白桃色のツインテールが、はらりと肩から落ちる。

「模擬ブルーミングバトル・ルームでの練習に関係があることかもしれまセンね。対エクシード加工壁が吸収したパワーの出力や、その際に表示される数字ハ、常に学園が管理及び監視しているはずですカラ」

　クロエが、メタリックシルバーのヘルメットをつるんとなでる。

「あのコンボ技の攻撃力が高かったから、さっそく学園側からお声がかかった、とか？」

　史生の言葉に、クロエがうなずいた。

「入学二日めにシテ、スペシャルクラスへの昇格があるかもしれまセンね」

「え、でも、羽留ちゃんはワンパートナー・プログレスなんでしょ？　だったら……」

「学園の教務部が事情を知レバ、コトリーさんもいっしょに上ヘ、ということも十分に考えられマス」

「そ、それじゃ、あ、あたしたち、は？」

「ワレワレは、地道に長い長い坂道をのぼり続けるしかありまセン」

「で、でも、シオくんは、あ、あたしの……」

　百南の大きな瞳ひとみが、ふるふると震えはじめた。

　ふと見ると、窓のむこうで羽留が目頭に手を当てていた。が、唇はほころんでいて。

　入学二日めにして、羽留がスペシャルクラスへ。というクロエの予想は的中したのか？

「おっ!?」

　電話を置いた羽留が、そばにいた女性事務員に肩を叩たたかれた途端、感極まったという様子で彼女の胸に飛び込んだ。

　事務員が、震える羽留の背をやさしくなでている。

　その様子を見ていた百南の頬ほおを、ひと筋の涙が伝い落ちた。

「う、羽留ちゃん、ぉ、ぉ、おめでとぅ。よかったねぇ。ほんとによかったねぇ。でもぉ、シオくん、あたしどうしよぅ」




「やった、お金が振り込まれてた！」

　羽留が、事務室から飛び出してきた。

「「は？」」

　史生と百南の吐息が重なった。

「どうヤラ、昇格話ではなかったようデスね」

　クロエが、表情を動かすことなく、ぼそっとつぶやいた。

　史生たちのところに駆け寄ってきた羽留が、

「学園から、実家の口座にお金が振り込まれてたんだ！　いくらだと思う!?　すごい額の……って、百も南なみ、どうして泣いてるんだ？」

「ふぇ？　え？　あ、こ、これは、汗だよ、汗」

「そうか、汗か。よくわからないが……その汗は、わたしのために流してくれたのか？」

「最初は勘違いで、いまは、いまは、う、羽う留るちゃん……よかったね」

　途端、羽留がボロボロと涙を流しはじめた。

「わ、わたしは、お金を稼ぐため、ここまできて、両親に楽をさせてあげたくて、こんなに遠くまできて………電話のむこうで、お母様、ずっと泣いてて、ありがとうって、そればっかり言って………わたしは、わたしは………」

　羽留が、深々と史し生おへ、そして百南へ頭を下げてきた。

「ありがと、ぅ」

　彼女の足もとに、涙の滴がぽたぽたと落ちていく。

「う、羽留、そんな、頭なんか下げなくていいから」

　史生は、羽留の薄い両肩をつかんで頭をあげさせた。

　彼女の黒い瞳が、涙に滲にじんでいる。

「羽留ちゃ～ん、泣かないでぇ」

　という百南も、すでに顔をくしゃくしゃにして泣いている。

　百南と羽留が、手をとり合う。

　史生も、気づいたときにはふたりの手を両手で包み込んでいた。

　最後に、クロエがそっと手を添えてくる。

「ともに涙を流せるチームメイトとナラ、長い長い坂道をのぼるのも、そう悪いことではありまセンね」




　青せい蘭らん島に渡って三日め。

　朝食を食べ終えた直後、タイミングを見計らっていたかのようにエヴァノラが現れた。

　彼女の後ろから、ウーピーも入ってくる。

　寮生たちの視線を一身に集めながら、ブーツで床を蹴けるようにして足早に史生たちのテーブルに近づいてきた。

「あ、エヴァ。おはよう」

　という百南の声にこたえるように、エヴァノラがテーブルの上にピッとメモ用紙を置いた。そこに書いてあったのは……。

「これ、なんて書いてあるんだ？」

　羽留が、眉まゆを寄せた。

「ダークネス・エンブレイスの文字、らしいってことはわかるけど……」

　百南が首をかしげた。

「ぃ、わう、あさ、ほんじつ、さち、のぞむ、おおい、こと、われわれ」

　クロエが、ぽそりぽそりと文字を読んでいく。

「クロエって、ダークネス・エンブレイスの字も読めるの？　すごいね」

「ほんの少し、デス」

　史し生おの言葉に、表情それ自体にはほとんど変化がないものの、彼女の丸い瞳ひとみがくりくりっと嬉うれしそうに動いた。

　上空に異界へと続く三つの門ハイロウをもつ青せい蘭らん島は、特殊な力場に覆われているお陰で、異なる言語間でのコミュニケーションが可能であることは、史生も知識としてもっていた。しかし、やはり紙に書いた文字まで力場の影響をうけることはないようだ。

　エヴァノラの後ろに控えていたウーピーが、

「[image: ]この朝を祝います。きょうという日が、我々にとって幸多からんことを[image: ]と書いてあります。意訳するなら、[image: ]おはよう。きょうもがんばりましょう[image: ]です」

　静かだがよく通る声で、メモの内容を教えてくれた。

　エヴァノラが、うんうんとうなずいている。

「エヴァノラ、どうしてしゃべらないの？」

　史生の素朴な疑問をうけ、エヴァノラが手にしたメモ用紙にペンを走らせ、再びテーブルに置いた。

　もちろん読めない。

　代わりに、ウーピーが口を開く。

「エヴァは、起床後三時間はノドの調子を整えるため声を出さないようにしていますので、少なくともあと三〇分は筆談でご容赦願います」

「三時間も？　起きたあと声を出さないの？」

　こくこく、とエヴァノラがうなずく。

　そしてまた、メモになにか書こうとするが、ペンを動かす前にウーピーへ目をむけ、身振り手振りでなんらかのメッセージを伝えはじめた。

　ウーピーが、眼鏡のブリッジを指先で押しあげたあと、史生たちに目をむけた。

「筆談では時間がかかるため、エヴァの声をわたしが担当します」

　エヴァノラが、かたちのいい胸の前でポンと手を打ち合わせたあと、再び史生たちには意味不明な動きをはじめた。

　しかしウーピーにはしっかりと伝わっているらしい。

「さて、ここにきたのは他ほかでもありません。独自に鳳ほう来らい天あ雨めという生徒を調べたのですが、驚くべき結果が出たのです。なな、なんと！　彼女がマキシマム・バリューであることを突きとめたのでした。めでたしめでたし。びっくりしてはダメ」

　多少、変な伝え方になっていることは否めないが、天雨に関することだということはわかった。

「マキシマム・バリュー、って？」

　史生の問いに、エヴァノラがビシッとクロエを指差した。

　メタリックシルバーのヘルメットをキラッと輝かせ、クロエがうなずいた。

「あまりにもエクシードが強すぎて、αドライバーとのリンクを必要としないプログレスを指す言葉です。あえてレベルを表すなら、トリプルＳ以上となります」

「トリプルＳ……」

　百も南なみが、痛みを吐き出すようにつぶやいた。

「トリプルＳって、そんなに凄すごいのかな？」

　顔を寄せてきた羽う留るに、史し生おはノドからようやく声を押し出すようにして、こたえた。

「エヴァノラが、オレとリンクしたあとダブルＳになったけど、それよりも[image: ]Ｓ[image: ]がひとつ多いってことは……世界に数えるほどしかいないプログレスよりも上ってことになるから、かなり、凄いんじゃないかな」

　エヴァノラが、再び両手を動かしはじめた。

　ウーピーが、それを通訳してくれる。

「鳳ほう来らい天あ雨めという生徒が、いかなる方法でそのレベルに到達したのか、そこまで調べることはできませんでした。ごめんなさい。さすがのエヴァも学園機密に触れることはできません。わたしからも、お詫わび申し上げます」

　通訳とウーピー自身の気持ちがごちゃ交ぜとなった言葉を聞きながら、史生はテーブルに着いた女の子たちを見回した。

　百南。羽留。クロエ。テーブルの横に立つエヴァノラ。チームメイトたち。

　チーム戦未経験のプログレスとαドライバーがいて、練習量もほとんどゼロに等しい、連係もろくにとれない急造チームだ。

　クロエが、テーブルの上で両手を組み合わせた。

「もしモ、ホーライさんが[image: ]バスター・フォー[image: ]のメンバー全員を引き連れてきたナラ、試合を放棄したほうがいいでショウ。他ほかのメンバーも、トリプルＳである可能性がありますカラ。我々のαドライバーを守るためニ、迷わず不戦敗をうけ入れるべきデス」

「そうだね」と百南。

「賛成だ」と羽留。

　迷うことなくクロエに同意を示したふたりに対し、エヴァノラがきゅっと紅あかい唇を引きしめ、史生を見下ろした。

「わたしも、そう思います」

　というウーピーの声をシャットアウトするかのように、エヴァノラが目を閉じた。彼女の眉み間けんには深いシワが刻まれている。

　静かに胸を上下させたあと、エヴァノラが再び目を開けた。琥こ珀はく色の瞳ひとみからは、表情が消えていた。

「エヴァも、皆さんと同じ意見です」

　ウーピーが、世界的な歌姫の言葉を代弁する。

　女の子たちの視線をうけながら、史生はテーブルの下で拳こぶしを握りしめた。

　視聴覚室で観みたビデオを思い出す。

　天あ雨めの桁けた外はずれな異能エクシードは、αドライバーだけでなく、バトルフィールド内にいるプログレスたちの意識をも無慈悲に刈りとっていた。

　プログレスたちは、バトル後すぐに回復したと聞いたが、αドライバーは五日もベッドの上だったという。

　試合を放棄したら、いっしょに天雨とつながっていた細い糸も手放してしまいそうな気がした。

　幼おさな馴な染じみとの絆きずなを手放したくないと思った。

　逃げたくない、という気持ちもある。

　バトル中、気絶させられるかもしれないけど、オレといっしょに……。なんてことをみんなに言えるのか？

「アメちゃんだけでも、あんなに強いのに……同レベルのプログレスがあと三人も増えたら、シオくんにどれだけのダメージがいくか……」

　よく見ると、百も南なみの瞳ひとみに涙の薄膜ができていた。

「わたしたちがうけたダメージは、ほとんどすべて史し生おが肩代わりするんだからな。とてもじゃないが、相手が悪すぎる」

　羽う留るが、テーブルに視線を落とした。

「試合放棄ハ、決して恥ではありまセン。バトルとは本来、力量が拮きつ抗こうしたチーム同士が全力でエクシードをぶつけ合イ、お互いを磨き合うものデス。一方的な攻撃や敗北確定の玉砕行為にハ、なんの価値もありまセン」

　クロエが、淡々と意見を口にした。しかしながら、冷静な口調とは裏腹に、テーブル上で組んだ手が小刻みに震えている。

　史生は、まとまらない考えを放り投げた。

　いま、自分が感じていることを言葉にすると？

「天雨から気持ちをそらしたくない」

　女の子たちの視線が、集まってくる。

　史生は、下唇を噛かみしめた。

　ここで逃げたら、天雨から真相を聞くことができなくなる。

　天雨が、手の届かない場所へいってしまう。そんな気がした。

　だから、回りくどいことは抜きにして、

「オレ、闘いたい」

　史生は、自分がやるべきことを口にした。

　百南が、目を見開いた。

　羽留が、口を半開きにする。

　クロエが、らしくないほど目を大きくした。

　エヴァノラが、ぽかんと惚ほうけた顔になる。

　トリプルＳと闘いたい？　だれが、そんなバカげたことを言ったんだ？

　自分じゃないか。

　そんな思考が頭の中をあちこち駆け回り、続けて口から飛び出したのは、

「みんな、どうか、オレといっしょに闘ってくれないか？　ど素人のくせにワガママ言って、ごめん。でも、オレ、相手が強いとか、闘っても絶対に負けるからとか、自分がひどいめに遭うからとか、そんな理由でバトルを放棄したくないんだ。だから、どうか……」

　テーブルに両手をつき、続けてゴンと額も打ちつけた。途端、

「シオの気持ち、うけとめたわっ！　ぅ」

　頭上から、エヴァノラの声が降ってきた。

　顔をあげた史し生おの目の前で、からだを縮めた彼女が両手で口を押さえていた。

　起床後三時間は声を出さない、というスタイルを思わずぶち破ってしまったようだ。だが、エヴァノラの瞳ひとみはこれでもかと輝いている。

　そんな彼女を、ウーピーがやれやれといった様子で見ている。

　百も南なみと羽う留るが、目と目を合わせてうなずき合ったあと、史生にそっと微笑ほほえみかけてきた。

「実はね、あたしもシオくんと同じ気持ちだったの」

「あ、百南、自分だけ史生の味方だったみたいな言い方は、ちょっとずるくないか？　わ、わたしだって、最初から史生と同じ気持ちだったんだからな」

「ワタシも、実はコトリーさんと同じ気持ちでシタ」

　クロエも、百南と羽留の会話に入っていく。

　史生は、女の子たちに深々と頭を下げた。

「みんな、ありがとう！」




『バスター・フォー』と戦うと決めたあと、食堂に集まってきたネクストクラスの寮生たちを相手に無言で、しかし身振りや手振りは少々大おお袈げ裟さに、エヴァノラがファンサービスを行った。

　生徒たちのジャージやＴシャツにサインを次々と書いていく。

　ウーピーが用意していたサインペンを三本もつかい潰つぶしてしまうという彼女の勢いとバイタリティを傍はたで見ながら、史生たちはただただ感心することしかできなかった。

「エヴァ、オーケーです」

　というウーピーの言葉で、エヴァノラが寮生たちの輪から史生たちのテーブルにやってきた。

「さあ、マキシマム・バリューと闘やるため、激練に入りましょ」

「「激練？」」

　史生と羽留の声が重なった。

　周りにいた寮生たちが、おおっ、とどよめいた。

　百南が、グッと息を呑のんだような顔になっている。

　クロエは、早くも立ちあがっている。

　ようやく声を出せるようになったエヴァノラが、その喜びを振りまくかのように両腕を大きくひろげた。

「激練って言ったら、激練に決まってるでしょ！」

「激しい練習ってことは、なんとなくわかるけど」

「激しい練習って意味だったのか？　わたしはてっきり[image: ]激痛鍛錬[image: ]の略で、αドライバーの特別メニューだと思ってたが……」

「それ、拷問だろ？」

　史し生おと羽う留るの会話をはね飛ばすように、エヴァノラが声を大きくした。

「普通の練習をやっても、たった数日じゃエクシードの変化なんて微々たるものよ。だから、激練をするしかないの！」

　おおおっ、とまた寮生たちがどよめいた。

　百も南なみが、意を決したように椅い子すから腰をあげ、クロエと肩をならべる。

　史生と羽留も、それに倣って立ちあがった。

「激練って……」

　どういうことをするの？　という史生の質問は、解き放たれたエヴァノラの声量によってあっさりと押し流された。

「潜在力をもつプログレスは、稀き少しようだけど確かに存在してるわ！　その多くが、極限まで自らを追い込んだとき、初めてその力に気づくことができるの！」

　ピッ、と百南を指差し。

「あなたに、激練をうける度胸があるかしら？」

「あ、あたし、やります！」

　百南が、ひらたい胸の前でグッと両の拳こぶしを握りしめた。

　寮生たちから、拍手が沸き起こった。

　がんばれ！　いいぞっ！　百南ちゃん負けるな！　ファイト！　稲いな森もり、かっこいい！

　そんな声援より、エヴァの声のほうがずっとずっと強く耳に響いた。

「よく言ったわ！　プログレスは度胸よっ！」




　狂ったように飛沫しぶきを吐き散らし、いまにも大気に食らいつかんばかりにうねりをあげる眼下の大渦を見下ろし、史生はごくりと唾つばを呑のみ込んだ。

　直径五〇メートルはあるだろうか、超巨大な怪物のあぎとを思わせる海の怪現象は、青せい蘭らん島南西部にある海岸ではごくごく日常の光景なのだという。

　上空にある三つの門ハイロウが互いに擦こすり合い、その際生じる磁場が海流に影響して云うん々ぬん……、といったウーピーの説明は、ほとんど聞いていなかった。

「う、海の底に異界の怪獣でもいるんじゃないか？」

　海側に大きく張り出した崖がけの縁から、羽留が一五メートルほど下の大渦を見下ろした。

　彼女はいま、青せい蘭らん学園指定の競泳用水着を身につけている。

　引きしまった細いからだなのに、出るところはしっかりと出ているから、スカイブルーの水着が、なんだか撮影用のため特別に用意されたモノのように見えてくる。

　羽う留るだけでなく、百も南なみとクロエも学園指定の水着姿だ。

　百南はともかく、クロエの胸はあからさまに競泳むきではないため、あちこちはみ出して危険なことになっている。

　エヴァノラも、その整った透明感あふれる肢体を水着で包み、崖がけの上に立っている。彼女の水着だけ、脇わきに蛇の鱗うろこを連想させるデザインが施された黒いハイレグだ。

『本当はビキニがいいんだけど、それだと水流にもっていかれちゃうから、ね』

　水着に着替える前、そんなことを言っていたエヴァノラはいま、どういうわけか真っ青な顔をしている。

「エヴァノラ、もしかしたら具合でも悪いの？」

「うぁ!?　そ、そんなことないわよ。こ、ここ、このエヴァノラ・ワイズが、たた、高いところが怖いなんて、あああああるわけないでしょ！」

　そういえば……、と史生は青蘭島にむかう船の中で交わされた、羽留と百南の会話を思い出す。

『なにかの雑誌で読んだことがあるぞ。エヴァノラ・ワイズはコショウ恐怖症だって』

『それ、あたしも聞いたことある。でも、コショウじゃなくて、高所だよ』













『う、そ、そうだった。高所恐怖症だ』

　崖がけの上から海面までの距離は、ビルの四階から地上を見下ろしたときとだいたい同じくらいだろうか。

　史し生おは、崖からわずかに身をのり出して大渦を見下ろしたあと、あらためて女の子たちに目を戻した。

　百も南なみ、羽う留る、クロエ、エヴァノラと視線が重なった。彼女たちの後ろに、史生たちをここまで運んできてくれた黒い大きな車がとまっている。そのそばにウーピーが立っている。

　ドキドキする。

　健全な青少年として、女の子たちの水着姿に反応しているわけではない。いや、心の一割ほどはそうかもしれないが、残りの九割は、これから大渦の中へ飛び込まなければならないという、いままさに挑戦しようとしている激練メニューにドキドキしているのだ。

　正気か!?　というツッコミは、すでにエヴァノラにぶつけている。

　返ってきたこたえは、

『正気で激練なんかできるはずないでしょ。いろんな事象を冷静にうけとめ、分析し、望んだ未来をつかむために行動できる憑つかれた人間こそが、生きてる実感を味わいつくせるのよ』

　というものだった。

　おそらく高所恐怖症のエヴァノラが、この崖からいっしょに飛び込もうというのだから、彼女なりに覚悟を決めているのだろう。

「さ、さあ、み、みみみんな、史生とダダダイレクト・リンクして！」

　歌姫の指示に従い、百南が、羽留が、クロエが、史生のからだに手を押しつけてきた。

『激練はプログレスだけ』とエヴァノラに言われてはいたものの、みんなが海で泳ぐなら自分も、という軽い気持ちで史生も競泳用のパンツに着替えていた。まさか、こんな場所に連れてこられるとは思ってもいなかったから……。

　背中に、肩に、腕に、女の子たちの熱を感じる。

　エヴァノラが、正面から史生の首に腕を回してきた。そして、史生の頬ほおに自らのそれを押しつけてくる。

　ドキドキッと心臓が暴れた。

「ぅぁ、な、なにを!?」「おい、こんなところにきてまで……」「密着しすぎデスね」

　百南、羽留、クロエが同時に口を開いた直後、

「お先にっ！」

　パッと史生から離れたエヴァノラが、崖の縁にむかって走り、バッと銀のロングヘアをひろげて飛んだ。

「っ!?」

　彼女の姿が、史生の視界から消えた。

「彼女を見直しまシタ」

　間を置くことなく、クロエが駆けた。

「やるじゃないかっ！」

　羽う留るも、ゴムボールが跳ねるように走り出す。

「ぅ、ぁ、あたし、も……」

　百も南なみが、ちょこちょこと羽留の背を追った。

　クロエと羽留が、崖がけ下したに消える。

　百南は……。

　ヨロヨロと立ちどまり、まさに崖っ縁でからだを縮め、動かなくなってしまった。

　史し生おにむけた背が、ぷるぷると震えている。弱い海風が、白桃色のツインテールをゆらゆらとゆらしている。幼おさな馴な染じみの足もとから聞こえてくるのは、ゴウゴウという大渦のうなり声だ。

「ご、ごめんなさい。ごめんなさ、ぃ」

　風が、百南のか細い声を運んでくる。

　世の中には……、

　エヴァノラのように、強きよう靱じんな意志力で恐怖をのり越えていく者がいる。

　羽留のように、いい意味での鈍感力で恐怖を踏み越えていく者がいる。

　クロエのように、巧みな感情制御によって恐怖に対処できる者がいる。

　だが、恐怖に打ち勝つことができる者ばかりではない。

　囚とらわれ、萎い縮しゆくしてしまう者だっている。

　ごめんなさい。

　声が、潮風に散る。

　史生はとっさに、幼馴染みの震える背にむかって、

「百南ぃっ！」

　腹の底から叫んだ。

「いっしょにっ！」

　気づいたときには、足が地を蹴けっていた。

　百南の横を全力で駆け抜け、

「シオくんっ!?」

　幼馴染みの声を大きな翼に変え、

「飛ぶぞぉぁっ！」

　落ちた。

　シオく──────────ん！




　荒れ狂う海面までは、あっと言う間だった。

　衝撃。衝撃。また衝撃。海面にぶつかったときの痛み。逆らいがたい流れに否いや応おうなく巻き込まれ、渦の中心にむかって運ばれる恐怖。太い棒で絶え間なく殴られ、厚い靴底で容赦なく蹴けりつけられているかのような痺しびれ。

　最初に飛び込んだエヴァノラは？　羽う留るは？　クロエは？

　彼女たちの姿はどこにも見えない。

　空が回る。海が回る。目が回る。潮水が、口をこじ開けてもぐり込んでくる。鼻からも、お構いなしに入ってくる。

　海水が海水を削り、噛かみ砕き、蹂じゆう躙りんする音だけが、乱暴に頭ず蓋がいを叩たたく。

「も、な、み……」

　前後左右がわからない。上下もわからなくなる。

　いくぞぉぉぁっ！

　勢いよく叫んだつもりが、思いきり海水を飲むハメになった。

　海水が、手足にからみついてくる。

　放せぇぇぇええっ！

　叫んでも聞いてはもらえない。

　息が苦しい。苦しい。苦し、ぃ。

　シオく──────────ん。

　水の爪つめと牙きばで切り刻まれる中、史し生おは百も南なみの声を聞いたような気がした。

　も、な、み。

　飛べるから。

　きっと、飛べるから。

　白濁していくのは、海水だろうか、それとも自分の意識だろうか。

　肺と胃袋の中に情け容赦のない海水の侵入を許しながら、史生は感じた。

　だれかの腕が、自分のからだをしっかりと抱きしめてくれるのを。




　青い海の中を白い気泡が流れていく。いや、青い空と白い雲……、だ。

「げほっ、ごほっ、ごほっ」

　自分の口と鼻から大量の海水が流れ出ていく、ということを史生はどこか他人事のように感じた。

「もう心配いらない。海魔の悪意は消えた。これで我々の仕事は終了した。帰る」

　覚えのない、女性の声が聞こえた。

　ノドがひりひりする。頭もズキズキする。鼻の奥を絞られるような痛みで、涙があふれてとまらない。

「普通、エクシードもってないのにダイブする？　シオったら、ぶっ飛びすぎてない？　信じられないわ！」

　エヴァノラの声だ。明るく、張りがある。

「ふふ、史生らしいといえば、史生らしいな」

　羽留の声音は、なんだか嬉うれしそうだ。

「無謀デスね。しかしなガラ、イナモリさんの助けになったことは事実デスから、決して無意味な行為だったとは言えないでショウ」

「シオくん、飛べたよ。あたし、シオくんを追いかけて、飛べたんだよ！」

　ようやく、目の焦点が合った。

　水着姿の百も南なみが、羽う留るが、クロエが、エヴァノラが、輪になってこちらを見ている。

「オレ、は……？」

　史し生おは、ここでようやく自分が砂浜に倒れていることに気づいた。

　軽いめまいを堪こらえながら、からだを起こす。

「シオったら、エクシードもないのに飛び込むなんて……ふふ、ほんとに、もう」

　エヴァノラが、背に手を添えて起きるのを手伝ってくれた。

「エクシードを駆使すレバ、ワタシたちはどうにかして渦から逃れることができマスが、コトリーさん、あなたがワタシたちと同じことをしようなンテ、無茶にも程がありマス」

　クロエも、史生が立ちあがるのに手を貸してくれた。

「ったく。驚いたぞ」

「あ、あたし、シオくんをいっしょうけんめい引っ張ったんだけど……渦の勢いが強すぎて、途中で見失って……」

　羽留と百南も、史生のからだを支えてくれる。

「オレ、どうやって助かったの？」

　史生は、ぼんやりと周囲を見回した。

　自分が立っている濡ぬれた砂浜は、岩場をえぐるようにしてできている。幅は一〇メートルもないだろう。

　大渦に呑のみ込まれたあと、海中で窒息することなく、沖へ流されることもなく、岩場に叩たたきつけられることさえなく、奇跡的にここへ流れ着いたのだろうか？

「ほら、あそこ。あの人たちに助けてもらったんだよ」

　百南が、海を指差した。

　波間から、こちらにむかって手を振っている人たちがいた。

　女性ばかり、五人ほどいる。波間に見える彼女たちの上半身は、裸だった。

「あ、あの人たち、プログレス？」

「ふふ。人って呼んでもいいのかな？　半分正解だけど」

　百南が微笑ほほえんだ直後、女性たちが海に潜った。そのとき、魚の尾が見えて……。

「あれって……」

「赤の世界、テラ・ルビリ・アウロラの住人だそうだ」

　羽留が、光を弾はじく海面をまぶしそうに眺めた。

「人魚って、見たの初めて」

　百南が、大きな瞳ひとみを輝かせている。

「わたしも初めてだ。カメラもってくれば……って、彼女たちの姿を撮るのは、ちょっとまずいか」

「だね。貝殻のブラとか、人間側の都合でつくったイメージだし。よく考えたら、硬いブラつけてたら、こすれて痛いよね」

「確かに、痛いだろうな」

　羽う留ると百も南なみが、顔を見合わせてクスッと笑った。

　クロエが、大きな胸に手を当て、

「摩擦係数の高い下着ハ、困りマスね」

　ぼそりとつぶやいた。

　史し生おは、女の子たちの会話を聞きながら苦笑いを浮かべた。そこで、

「ん？」

　ふと気づいた。

　エヴァノラの顔が、なんだか青ざめているということに。

　もともと病的な肌の白さをもっているダークネス・エンブレイス出身の歌姫だが、その色っぽい琥こ珀はく色の瞳は、いつも生気に満ちていた。が、いまは怯おびえ一色に染まっている。

「エヴァノラ、どう……」

　したの？　という言葉は、突然の声に遮られた。

「みなさん、移動の用意が調ととのいました。こちらへどうぞ」

　岩場の陰から現れたのは、海岸には似つかわしくない黒いスーツ姿のウーピーだった。






六章　ハイ・リスク






　車で移動中、濡ぬれた髪とからだをバスタオルで拭ふいたあと、水着の上から厚手のつなぎを着るように指示された。

　史生の分もあったため、文句も質問も口にせず、Ｕ字型に座席がつくられたひろい車内で黙々とつなぎに袖そでを通した。少々冷えていたからだがあたたまる。

　史生のつなぎは青一色で、デザイン的にはなんの工夫も凝らされてはいなかった。

　一方、女の子たちのつなぎは淡いピンクで統一されており、全員の腕や足には大小様々なかたちのハートマークがちりばめられ、背には天使の羽もついていた。が、百南とクロエのつなぎは少々サイズが大きかったようで、袖や裾すそがだぶついている。

「次ハ、どういった激練メニューにチャレンジするのデスか？」

　クロエが発した質問で、史生はあらためて自らが置かれた状況を思い出した。

　自分たちはいま、激練に挑んでいるのだ。

　マキシマム・バリューとなった天あ雨めに、そして、『バスター・フォー』に打ち勝つために。自分たちの力をわずかでも高めるために。そして、百南の潜在力を開花させるために。

「エヴァノラ？」

　クロエの声が、幾分低くなった。

　見ると、もっとも奥の席に座ったエヴァノラが、両手で顔を覆い、からだを小さく縮め、両肩をカタカタと震わせていた。

「エヴァはいま、自らの弱さと戦っています。そっと見守っていてあげてください」

　ドア横の席に腰を下ろしていたウーピーが、淡々とそんなことを言うから、だれもエヴァノラに声をかけられない。

　百も南なみと羽う留るが、顔を見合わせている。

「激練メニューは、はじまるまでのお楽しみということデスね」

　クロエが、表情のない顔でつぶやいた。

　史し生おは、つなぎのぬくもりに包まれたまま目を閉じた。からだはすでに、かなり疲れている。が、弱音は吐きたくなかった。

　不安がないといえば嘘うそになるけど……、ここまできたら、もう前へ進むしかない。

　エヴァノラが震え続けている。

　車は、どこへむかっているのだろう？

　史生は、車の低振動に身を委ゆだね、微睡まどろみの中でゆっくりと覚悟を固め直した。




　勢いよくプロペラを回しながら、小型飛行機がゆっくりと滑走路を進みはじめた。

　海の次は、空だった。

　車を降りると、目の前に小型飛行機がとまっていた。「どうぞ」とウーピーに促されたため、気持ちを整理する間もなくのり込んだ。

　機内は、史生、百南、羽留、クロエ、エヴァノラ、ウーピーの六人が、そこそこ動けるほどにはひろかった。

　これから、スカイダイビングに挑戦するという。

　離陸前、操縦士のおじさんから簡単に「機内からの飛び出し」「空中遊泳フリーフオールの際の姿勢」「パラシュートの開き方」「着地姿勢」をレクチャーしてもらった。

　各自、パラシュート、ヘルメット、ゴーグルをしっかりと身につけた。

「初心者が、ひとりで飛んでも大丈夫なんですか？」

　という史生の質問に、操縦士のおじさんは、

「無免許で大丈夫なわけないべ。でも、エヴァノラちゃんの頼みだからよ」

　と肩をすくめただけだった。

　そのエヴァノラは、飛行機が動き出すなり、

「わたしには翼がある。わたしには翼がある。わたしには翼がある。わたしには翼がある」

　と呪じゆ文もんを唱えはじめたが、ふわっと機体が浮きあがった途端、

「いやぁ[image: ][image: ][image: ][image: ]っ」

　悲鳴をあげながら史生にしがみついたあと、ものの数秒もせず気を失った。

　残念ながら、高所恐怖症には打ち勝てなかったようだ。

　それでも飛行機は高度をあげ続けた。

「上空三〇〇〇メートルまでのぼります。それまで、遊覧飛行を楽しんでください」

　ウーピーにそう言われたものの、素直に楽しめるはずもなく、史し生おは気持ちを落ちつかせるべく静かに深呼吸を続けた。

　百も南なみも、胸を大きく上下させている。

　羽う留るは、窓の外を指差しながら、

「あそこ、ブルーエデンの本校舎じゃないか？　寮はどの辺かな？　お!?　門ハイロウを近くで見たら、また違う趣があるな」

　なんだか楽しそうにしている。

　クロエのほうは、

「時速二〇〇キロメートルでの自由落下ですか。いいデスね。頭部を下にすレバ、空気抵抗を減らせますカラ、計算上、時速三〇〇キロメートル程まで増速可能なはずデス。くっくっくっ、いいデスね」

　ちょっと変な状態になっている。

　飛行機は、上昇を続ける。




「ダイブ高度に達したよ！」

　操縦士が声を張りあげた途端、機内の緊張感が膨れあがった。

「よ、よし、いくかっ！」

　史生は、気合いを入れるため、自らの頬ほおを両手で挟むようにしてパシッと叩たたいた。

「も、もう、怖がったりしないから」

　百南も、史生の真ま似ねをして頬を叩きはじめた。何度も何度も。

「百南、叩きすぎだ。ほら、ほっぺが赤くなってるじゃないか」

　羽留が、リラックスした表情で百南の肩をポンと叩いた。

「それデハ、コトリーさん。失礼しマス」

　クロエが、史生の頬に手を当ててきた。

「おっとと、ダイレクト・リンクを忘れるところだった。史生、頼む」

　羽留も、もう片方の頬に手をくっつけてくる。

「あ、あたしも、よろしく」

　百南が、アゴ先に手を押し当ててくる。

　いまの史生は、ヘルメット、つなぎ、手袋を身につけているため、肌が出ている場所がほとんどない。ゴーグルだって、すでにつけている。

　女の子たちが史生とリンクしている間、ウーピーがドア横の取っ手と自分の腰をロープでつなぎはじめた。

　なにをしているのだろう？　彼女はスカイダイビングをしないから、スライド式のドアが開いたとき風で飛ばされないよう、安全を確保するためだろうか？

　なんてことを考えていた史生の目の前で、ドアが開いた。

　未いまだかつて聞いたことがないような激しい風音が、機内に流れ込んできた。が、風自体はほとんど入ってこない。

「な、なにをしてるッ!?」

　羽う留るが、声を裏返らせた。

　史し生おは、とっさに手を伸ばした。

「やめっ!?」

　間に合わなかった。

　ウーピーが、気絶していたエヴァノラのからだを引きずったと思いきや、そのまま外へ放り出してしまったのだ。

　理由を訊きいている暇などない。

　史生は、躊躇ためらうことなく機外へ飛び出した。

　白く霞かすむ地平が見えた。冷たい風が全身にぶつかってきた。圧倒的な重力と無力感が襲いかかってきた。

　落ちているという感覚はすぐに消え、人の力では抗あらがいがたい強風だけを感じた。耳を削り落とされてしまいそうなほどの烈はげしい風音に、気持ちが委縮する。

　エヴァノラは、どこだ？

　落ち着け。恐れるな。混乱するな。

　史生は、事前にうけた簡単なレクチャーを思い出し、不格好ながらも落下姿勢をとりつつ必死であたりを見回した。

　いた。右下方向。

　頭を下にして落ちている。

　ゴウッ！

　大気を切り裂くようにして史生の横をかすめていったのは、クロエだった。

　みるみるうちにエヴァノラへ追いつき、そのからだを抱きかかえ……、ようとするがなかなか空中でのバランスを保つことができず、手を届かせることができないでいる。

　地上は、まだ遠い。ように見える。

　それでも、どんどん近づいてくる。

　背を、なにかに引かれた。と思ったときにはもう、百も南なみに腕をつかまれていた。

「シオくん、あたしの腕を放さないでっ！」

　強風の中、顔と声を押しつけるようにして幼おさな馴な染じみが叫んだ。

　すぐそばには羽留もいた。

　百南が、クロエとエヴァノラに両腕を伸ばすなり、ぐぐぐぅ[image: ][image: ][image: ]っと互いの距離が縮まった。こちらが近づいているのか、むこうが寄ってきたのか、周りに動きを比較できるものがないためよくわからない。

　クロエが、ようやくエヴァノラの肩をつかみ、引き寄せることに成功した。

　そこで、すぐに彼女のパラシュートの紐ひもを引いて…………………、なにも起こらない。

「どうしてっ!?」

　操縦士が、レクチャーの際に言っていた。

　予備のパラシュートがあるから大丈夫。高度が低くなりすぎたら、安全装置が働いて勝手にパラシュートが開くから大丈夫。二重三重の安全対策をしてあるから大丈夫。

　エヴァノラをしっかりと抱きしめたクロエが、自分のパラシュートを開こうと紐ひもを引いた。が、こちらも無反応。

「シオくん、羽う留るちゃん、自分のパラシュート開いて！」

　百も南なみが、史し生おと羽留を同時に突き放した。

　ある程度の距離がとれたところで、史生は紐に手をかけた。が、

「百南っ！」

　パラシュートを開かず、百南に手を伸ばした。

　見ると、羽留も両手を差し出している。

　百南に引き寄せられ、再び史生たちは一カ所に集まった。

「オレだけ、パラシュート開いて逃げられるかっ！」

「わたしだけ逃げるなんて嫌だっ！」

　史生と羽留が、強風に負けることなく同時に声を張りあげた。

　百南が、クロエとエヴァノラを引き寄せ、

「みんな、あたしにつかまってぇ！」

　叫びながら、両手を地上にむかって突き出した。

「万有斥力っ！」

　いつの間にか、地上がかなり近くまで迫っていた。

　すぐそこ。いまさらパラシュートを開いても、きっと間に合わない……！

「はあああああぁっ！」

　浮遊感が消し飛び、自分に体重があったことを思い出した。

　ということは、そのぶんの重量が百南の華きや奢しやなからだにかかっているということで……。しかも、史生だけでなく、羽留、クロエ、エヴァノラの重さまで。

「ああああああああああっ！」

　百南のノドから、悲鳴にも似た声が吐き出される。

　落下速度は、間違いなく弱まった。

　しかし、このまま地上に落ちれば、いや、激突すれば骨折くらいではすまないだろう。

　史生は、百南から手を離した。

　自分の体重がなくなれば、それだけ軽くなる。軽くなった分、女の子たちの衝撃も和らぐはず。

　頭の中で、冷静にそう考えたわけじゃない。

　からだが勝手に動いた。

　うまく受け身をとれば、複雑骨折程度ですむだろう。

　根拠もなく、そう思った。

「シオくんっ!?」「史し生おっ!?」「コトリーさんっ!?」

　女の子たちの声が、風に吹き飛ばされていく。

　からだの芯しんが、重力によって鷲わしづかみにされた。

　そのことに気づき、いまさらながらに恐怖した。

　だが、もう遅い。地上は、そこに……。

「っ!!」

　史生は、歯を食いしばった。

　直後、背からだれかが抱きついてきた。

「無茶しちゃダメだよ！」

　明るい、跳ねるような声が聞こえてくる。

　背に感じたのは、やわらかさ。

　その後、ゆっくりと地上に降ろしてもらえた。

　からだがふわふわして、ひと呼吸の間、なんだか足がふらつくような気がした。

　振り返ると、長いツインテールの子が微笑ほほえんでいた。青せい蘭らん学園の制服姿だ。襟章を見れば、高等部の一年生であることがわかった。先輩だ。

　飛行のエクシードをもっていることは、たずねなくてもわかる。

「フリーフォール、最高だったでしょ？」

　女の子が、人懐っこそうな瞳ひとみをキラキラさせながら訊きいてきた。

「あ～、いや、死ぬかと、思いました」

「ハマった？」

「もう二度とごめんです」

「飛ぶの、嫌いになったの？」

「飛ぶのは楽しいかもしれませんけど、オレ、落ちただけですから」

　首を巡らせると、百も南なみたちが地上に降りてくる姿が見えた。

　助けてくれたのは、両腕の代わりに力強い茶色の翼をひろげた女の子たちだった。翼だけでなく、鳥類のような脚ももっているため、人間じゃないことがわかる。

「あの子たち、ハルピュイアっていう種族なんだよ。ダークネス・エンブレイスから派遣されてきたんだって」

「へぇ～、青蘭島って、異界からいろんな種族がきてるんですね。オレ、三〇分くらい前に人魚見ましたよ」

「あ、いいなぁ、私、まだ人魚さんに会ったことないの。っとと、私、日向ひなた美み海うみ、よろしくね」

「オレ、小こ鳥とり居い史生って言います。おととい島にきたばっかの中等部三年です」

「えへへ～、可愛かわいい後輩くんだぁ。お互いがんばろうね」

　美海が、右手を差し出してきた。

「はい、がんばりましょう」

　史し生おは、彼女の手をそっとつかんだ。と、思いのほか強く握り返され、心臓がドキッと跳ねた。




　美み海うみが、エヴァノラに頼まれて待機していたことをあっさりと教えてくれた。

「それなら、史生を助けてくれた人魚たちにも、エヴァノラが事前に声をかけてたんじゃないか？」

「段どりをつけたのハ、ウーピーさんでショウ」

「エヴァを飛行機から落っことしたの、ウーピーさんだったけど……」

　女の子たちが、顔を寄せ合って言葉を交わす。

　史生は、少々熱くなっている頭を懸命に冷ましながら、考えた。

　安全確保は大切だ。が、やはり納得できない。

　もし、大おお怪け我がしていたら？　命を失う危険だって十分にあった。

　気絶していたエヴァノラを、容赦なく小型機から放り出したウーピーに腹が立った。そして、危険なことを百も南なみたちに半ば強制したエヴァノラにも、文句を言ってやりたかった。

　そのチャンスは、一五分も待つことなくやってきた。

　史生たちが降りた、というよりも美海たちに降ろしてもらった空き地に黒い大きな車がやってきたのだ。

　ドアが開き、そこからウーピーが姿を見せる。

　エヴァノラは、まだ気を失っているため近くの木陰に寝かせている。だから、最初に文句をぶつける相手は、自然な流れで彼女となった。

　史生は、ウーピーが歩み寄ってくるまで待つことができず、自分から近づいた。

「意識のない人を飛行機から突き落とすなんて、やりすぎじゃありませんか!?」

　素早くエヴァノラの姿を探し当てたウーピーが、歩くむきを変えながらこたえを返す。

「エヴァの指示です」

「だからって、やっていいことと悪いことがあるでしょ！」

「わたしは、やるべきだと判断しました」

「今回はみんな無事だったけど、次もその判断が正しいとは……」

「ウーピーには、わたしが[image: ]絶対にやって[image: ]と念を押して頼んでおいたの」

　声に、史生は目をむけた。

　木陰で、エヴァノラがからだを起こしていた。美海やハルピュイアたちが、立ちあがるのを手伝っている。

「オレは、やりすぎだと……」

「シオったら、まだ気づいてなかったの？」

「な、なにを……？」




「勝負って命がけなのよ」




　史し生おは、文句を続けることができなかった。

　百も南なみも、羽う留るも、クロエも、史生の代わりに口を開こうとしない。

　この場にいる全員が理解しているのだ。

　エヴァノラの言葉が真実であることを。




　寮まで車で送ってもらったあと、史生たちは軽く昼食をとり、すぐに行動を開始した。

　エヴァノラは、目前に迫った『パラレル・フォー』のコンサートにむけ、歌やダンスのレッスンのため街へ戻っていった。

　史生たちは、模擬ブルーミングバトル・ルームへ午後いちばんに足を運んだ。

　そこに現れたのは、まろんだった。

　淡い桜色のワンピースを着た彼女が、スポーツドリンクのペットボトルを何本も入れたビニール袋を両手にさげ、笑みを浮かべた。

「ちょっと時間が空きましたので、練習を見学しにきました。話はクロエに聞いています。海や空でがんばってるみたいですね」

「クロエって、まろんと連絡とり合ってたの？」

　史生は、サポートブラをつけて更衣室から出てきたばかりのクロエにたずねた。

「コトリーさんが青せい蘭らん島にやってキタ日、出迎え役を変わってもらったご縁デ、訓練での雑感などを報告させてもらってマス」

　まろんが、目め尻じりのさがった色っぽい瞳ひとみに、どこか妖あやしい光を滲にじませた。

「うふふ。まろんは、史生のことをいつも気にしてるんですよ？」

「あ、ありがとう」

「お、まろん、きてくれたのか？」

「まろんちゃん、いろいろアドバイスよろしくね！」

　羽留と百南も、更衣室から出てきた。

　まろんが、手にさげていたビニール袋を壁際のテーブルに置いたあと、

「練習、がんばってください！」

　模擬ブルーミングバトル・ルームを明るい空気で満たしてくれた。




「潜在力、絶対に引き出してみせる！」

　百南が、スカイダイビング中に見せた真剣な表情で異能エクシードを解放した。

「ハッ！」

〈光こう鎧がい〉と〈超ちよう弩ど級きゆう弾〉のコンボ技を身にまとった羽留が、鋭い呼気とともに全力で壁を殴りつけることで、驚くほどの数値を叩たたき出す。

「〈ジュエルボックス〉！」

　史し生おとリンクしたあと、クロエが床下からせりあがってきたマネキンに抱きつき、瞬時にバリアで包み込んだ。

　プログレスを閉じ込め、バトルの間中ずっと行動不能に陥れる技だ。

　いつの間にか、ネクストクラスの寮生たちも半数近くが集まっていた。みんな、午後からの講義を休んだという。

　先輩たちから意見をもらい、観察力のある子から動きの指摘をうけ、ときには実戦さながらに組み手の相手をしてもらい、各自技を磨いていった。

　大渦に身をすくませたこと。

　大空に恐怖したこと。

　すべてを糧にしたかったから。

　まろんも、史生の隣に立ってαスクリーンのつかい方を細かく教えてくれた。

「もう一度、天あ雨めの攻撃を想定した手順を繰り返そう」

「あ、あたしがんばるから。シオくんの気がすむまで、やっていいよ」

「一度と言わず、何度でもこい！」

「間違いなくオーバーワークになりマスね。どうせナラ、倒れるまでやりまショウ」

　汗だくになった百も南なみ、羽う留る、クロエの勇ましい返事を賞賛するように、集まっていた寮生たちが「「「「「おおお～っ」」」」」と喚声をあげる。

　ネクストクラスの生徒たちが、ひとつにまとまっていく。




　模擬ブルーミングバトル・ルームでの練習中、史生はふと思いついた。

　百南に強力な衝撃を与えてみたら、と。

　大渦へのダイブ。

　大空へのダイブ。

　ふたつの激練は、マキシマム・バリューとなった天雨と戦うため、百南、羽留、クロエのエクシードを少しでも高めようと、エヴァノラが提案したものだ。

　自らを追い込み、限界にたどり着いてなお、そのむこう側へ自身を突き飛ばすために。

「羽留、百南に〈超ちよう弩ど級きゆう弾〉をぶつけてみてよ」

「え!?　百南を攻撃するのか？　どうして？」

　ハーフ・フィールド内から、光の鎧よろいを身につけた羽留が、きょとんとした顔で聞き返してきた。

　百南も、なぜ？　と目を大きくしてる。

　隣に立つまろんは軽く眉まゆをあげただけで、賛成も反対もせずに黙っている。

　史生は、αスクリーンを操作しながら、

「ショックを与えてみたら、百南の中でなにか変わるんじゃないかって、思ったんだ」

「なるほど、電化製品を直す要領だな」

　ちょっとズレた納得の仕方ではあったものの、羽留がうなずいてくれた。

　それとは逆に、

「ダ、ダメだよ。ショックって、それ、あたしじゃなくてシオくんにいくんだよ？　このフィールド、ブルーミングバトルと同じシステムなんだから」

　百も南なみが、わたわたと両腕を上下させながら反対する。

「シオの負担が大きすぎるような気がしますが……考え方は悪くありませんね」

　まろんが、突き出た胸を下から押しあげるように腕を組む。

　羽う留るが、[image: ]どうする？[image: ]と横目で史し生おに問いかけてくる。

　クロエや他ほかの生徒たちは、無言で史生たちの会話を聞いている。とめようとする者はだれもない。これはつまり、そういった方法もアリ、ということだ。

〈光こう鎧がい〉と〈超ちよう弩ど級きゆう弾〉のコンボ技を決め、戦女神のごとき光の鎧を身にまとった状態で、羽留は練習中に何度も〈超弩級弾〉や〈豪雨光弾〉を試していた。

　戻ってきた弾は一発もない。

　放てば確実に狙ねらった場所へ飛んでゆき、炸さく裂れつする。

　史生は、羽留と合わせた目に力を込めた。

「オレ、αドライバーだから」

「よ、よし。史生が気絶したら、わたしがひ、ひひ膝ひざ枕まくらで介抱してやるからな」

　言うなり、羽留が右手に拳こぶし大の光弾をつくり出した。それが、瞬く間に直径一メートルほどまで巨大化する。

「なっ!?　ひ、膝枕は、ああ、あああたしがって、やっ、そうじゃなくて、羽留ちゃん、ちょ、ちょっと待って！」

「〈超弩級弾〉！」

「キャッ!?」

　羽留が放った巨大な光弾を、百南がとっさに両手を突き出してとめた。

「シ、シオくん、もう一度〈万有斥力〉、お願いっ！」

「ごめん百南、オレ、からだ張るから……」

「シオくん！」

「百南、がんばれっ！」

　正直、怖い。〈超弩級弾〉の衝撃は、常に激痛を運んでくるから。

　それでも、思いついたからにはやっておきたかった。あとになって、[image: ]あのときやっておけばよかった[image: ]なんて思いたくない。

「モナミ、がんばって！」

　まろんが、声を大きくした。

「イナモリさん、力を振り絞ってくだサイ！」

　クロエも、彼女にしてはかなり大きな声を出している。

「百南、さあ、押し戻せっ！」

　羽留も叫ぶ。

「稲いな森もりっ、がんばれ！」「がんばれ！」「負けるな！」「踏ん張れ！」「百も南なみファイト！」

　寮生たちも、百南を応援する。

「シ、シオくん、αサークルから出て！　早く！　あ、あたし、これ以上は、ダメ！」

　中空でゆれていた光弾が、フラッと百南に近づいた。

　そう見えた直後、史し生おは全身に強烈な電流を流されたかのような痛みを感じた。

「いやっ、シオくん!?」「史生っ！」「ぁ、シオっ！」「コトリーさん！」

　光り輝く天空から、女の子たちの声が祝福のように降り注いできた、ような気がした。

　意識が霞かすみ、膝ひざの力が抜け、思わず腰が砕けたものの、まろんに素早く支えてもらった。顔に、やわらかなふくらみを感じた。

　視界が白濁する。


　　　　★　★　★



　Miss.クロエは、寮生たちの手で壁際のソファに運ばれていく史生を見ながら、ホッと息をついた。

　まろんの豊かな胸に抱きとめてもらったため、床に倒れ込んで頭を強打するという望ましくない事態にならなかったことが幸いだった。

　百南と羽う留るが、史生にくっついたまま離れようとしない。互いに膝ひざ枕まくらを狙ねらっていたのだろうが、彼の頭の下にはすでにまろんのふとももがある。

　史生のことは、まろんに任せておけば大丈夫だろう。その間、自分たちはαドライバー抜きのメニューで汗を流せばいい。

　史生から視線を外したクロエは、ふとαスクリーンがついたままになっていることに気づいた。

　史生の身長に合わせて設定されているため、画面の位置が高い。加えて、文字が地球語アージユだから、ちょっと読みとりづらい。それでも、体力ゲージとリンクゲージの目盛りはわかるし、メンバーのだれがどこに表示されているかくらいは判別できる。

　クロエは、わずかに目を細めた。

　いちばん上にある百南の体力ゲージは、残りわずかとなっている。

「〈超ちよう弩ど級きゆう弾〉の威力は凄すさまじいデスね」

　つぶやき、電源を落としてαスクリーンを消す。




　百南の特殊技がひとつ増えていたことには、だれも気づかない。




　三日間、史生たちは同じ練習を繰り返した。

　全身から汗が噴き出し、ふとももが震え、膝が笑い、練習がきつすぎて涙をこぼし、ときどき朝食や昼食を口から戻しながらも、女の子たちは決して弱音を吐かなかった。

　まろんが毎日やってきては、【琴線愛撫アジヤストメント】と呼ばれている感情操作能力によって、ともすれば挫くじけてしまいそうになる気持ちを立て直す手伝いをしてくれた。

　百も南なみは、三日間で一〇回以上は倒れたものの、その度に、

「ま、まだ、やれるよ！」

　と気力を振り絞り、ヨロヨロと立ちあがってはまた練習をはじめた。

　羽う留るは、心配になってくるほどずっと動き回り、

「〈光こう鎧がい〉っ！　よし、次っ！　っっっ〈超ちよう弩ど級きゆう弾〉っ！」

　コンボ技で身につけた鎧よろいを着こなし、そしてつかいこなすための鍛錬を続けた。

「〈ジュエルボックス〉」

　クロエは、ただただ淡々とひとつの特殊技を繰り返し、その精度を高めていた。

　練習には午前中しか参加できないエヴァノラも、午後からの稽けい古こに支障をきたすのでは、と心配になってくるほど白銀シルバーのロングヘアを振り乱し、激しい動きを交えつつ歌い続けた。

　史し生おも女の子たちに負けじと、αスクリーンを少しでも素早く操作できるよう、まろんに助言をもらいつつ、考え、工夫し、ほんのわずかな差にも気を配りつつ、腕に疲労が溜たまって五指が痙けい攣れんしそうになるまで同じ動きを繰り返した。

　この文字は小指で、こっちは親指で押した方がスムーズに手を動かすことができる。文字から文字への最短距離は？　スクリーンに目を落とさなくても、この手順だけは間違わない、と確信がもてるまでαスクリーンとの距離感をからだに叩たたき込もう、と史生は両手を動かし続けた。

　三日前、〈超弩級弾〉で気を失った。それから約三〇分後に目を覚まし、史生はすぐにまたαサークルに入った。あのとき、クロエに言われた。

『全方位をカバーしようと思ってはいけまセン』と。

　だから、ひとつの手順だけに集中した。

　百南も、羽留も、エヴァノラも、それで納得してくれている。

　まろんも、『確かにその通りですね』とうなずいていた。

　クロエは、こうも言っていた。

『ワタシが捨て石になりマス』

　彼女は、みんなの驚きなど完全無視で話を進めた。

『ワタシとコトリーさんのシンクロ率ハ、メンバー内で最低デス。バトルで重要な役割を担うわけにはいきまセン。うまくいけバ、ワタシの〈ジュエルボックス〉で相手チームのひとりを捕獲できるかもしれまセン。あくまデモ、うまくいけばの話デスが』

　ここで、クロエにしては珍しく、丸い瞳ひとみに確かな光を宿した。

『ワタシは、前回のバトルの借りを返したいのデス』

『あたしも……』すぐさま、百南が言葉を添えた。

　クロエが、メンバー全員を見回した。

『ファイト・スタート後、ワタシが全エクシードを使い果たしてでも二〇秒を稼ぎマス。その間、エヴァノラはリンクゲージをマックスまであげてくだサイ。そして〈四重唱〉。あとは、決めていた流れでいきまショウ』

　そして、こうつけ加えた。

『相手がどう出てくるカ、資料がないため予想はできまセンが、これだけは守ってくだサイ。バトルの最中、自分の役割を決して忘れナイ。そシテ、チームメイトへの気づかいは棄すてるコト』

　チームのみんなが、力強くうなずいた。

「シオくん、〈万有斥力〉お願い！」

「史し生お、もう一度、最初からいこう！」

「コトリーさん、〈ジュエルボックス〉を」

「さあみんなっ、わたしの歌に聴き惚ほれてちょうだいっ！」

「シオ、からだの中心をもう少し右へずらしてみてはどうでしょう？」

「よし！」

　声にこたえ、史生は素早くαスクリーン上で指を動かしていく。画面上に目を落とさないよう。タッチミスをしても慌てないよう。からだの軸をふらふらさせないよう。

　やれることを全力でやったとしても、マキシマム・バリューとなった天あ雨めにはかなわないかもしれない。『バスター・フォー』には手も足も出ないかもしれない。

「天雨……」

　史生は、いつの間にか変わってしまった、でも絶対に放っておきたくない幼おさな馴な染じみの名をつぶやいた。

「絶対に負けないからな」

　百も南なみにひどいことをした理由。史生と百南を青せい蘭らん学園から追い出したい理由。

　これを天雨の口から聞き出してやる。

　大切な、もうひとりの幼馴染みをとり戻すためにも。絶対に。




　バトル前日は、軽い練習でからだをほぐすだけにとどめ、疲れをとることに専念するため柔軟体操を入念に行った。本番を想定し、様々な対処法も話し合った。

　素人が本番のことをあれこれ考えても仕方がない、と思いはしてもやはり落ち着かない。

　ボロ負けするんじゃないか？　αスクリーンの操作を失敗するんじゃないか？　手順を間違えるんじゃないか？

　いろんな不安が次から次へと襲いかかってきて、胸の奥がなんだか湿り気を帯び、重くなっていく。それでも、

「いよいよ、あしただね」

　百南の笑みを見て、気持ちがわずかに軽くなった。

「観客、たくさんいるんだろうな。その中にはブルーエデンのお偉いさんも当然いて、大活躍するわたしに目を留め、[image: ]キミはスペシャルクラスにいくべきだ！[image: ]なんてスカウターされて」

「スカウトね」

「あぅ!?　い、いま言い直そうと思ってたところだからな！」

　頬ほおを紅あかくした羽う留るのお陰で、緊張が和らいだ。

「あすハ、システム＝ホワイト＝エグマにおける捨て石の美学をお見せしまショウ」

「そんな美学、見たくないわよ。ダークネス・エンブレイスじゃ、最後の最後まで、自分の命がある限り勇敢に戦うことこそ、美しいとされているんだから」

「根底に流れている思想は、おそらく同じデス。捨て石モ、最後の瞬間まであきらめることなく戦いマス。ただ、捨て石の場合ハ、いちばん先に倒れる確率が高イ、というだけのことデス。あくまデモ、チーム全体を次のステージへ進めることがその役目ですカラ」

「……お互い、自分の仕事をしましょ」

　クロエとエヴァノラの会話にも、勇気づけられた。

「テラ・ルビリ・アウロラで親しまれている賛美歌に、こういう歌詞があります。[image: ]魂は威霊のために。命は知ち音いんのために[image: ]要約すれば、[image: ]女神の加護を信じ、仲間と手をとり合え[image: ]ということです」

　まろんが、目だけで微笑ほほえんだ。

　心地いい空気が、仲間たちを包み込む。もしかしたら、まろんが【琴線愛撫アジヤストメント】でそんな雰囲気をこっそりつくりあげてくれたのかもしれないけど……。

　最後の最後まで。仲間を信じて。

　史し生おは、女の子たちの微笑みを目に、話す声を耳に、想おもいを心に、ひとりそっと拳こぶしを握りしめた。




『パラレル・フォー』の世界公演最終日。

　史生たちは、ライブの前座として控え室に入った。

　世界的にも有名な少女バンドのライブは、もちろん史生も観みてみたい。が、まずは目の前のことに集中しなければならない。

　ライブ前に行われるブルーミングバトルに、ボーカルのエヴァノラ・ワイズも出場するという情報は、雑誌、テレビ、インターネット等で大々的に報じられたため、青せい蘭らん島内だけでなく世界でも大盛りあがりになっているらしい。

　それでも、史生たちにとってはどこか別の世界の出来事でしかなかった。そんな騒ぎになっていることを寮生から聞いても、いまいちピンとこない。

　自分たちは騒ぐ側じゃない。こちら側で、いまにも切れてしまいそうな[image: ]勝利[image: ]という二文字につながっている極細の糸を、懸命にたぐり寄せている最中なのだ。周りを気にしている余裕はなかった。

　スタンバイ。ファイト。インターバル。その流れの中で自分が担当している作業は、数日をかけてしっかりとからだに刻み込んでいる。いまは、緊張を少しでもとり除かなければならない。

　静かに息を吐きながら、史生はざわつく控え室の中を見回した。

　まろんは、一分ほど顔を出しただけで、

「ちょっと用事がありますので、これで失礼します。バトル、がんばってください」

　とすぐに控え室を出ていった。が、減ったのは彼女ひとりだけで、控え室の中は寮生で満員になっていた。入りきれず、廊下にまであふれている。

「ネクストの意地、見せてくれよぉ」

　コング先輩が、ごつい手で史し生おの肩や背中を一〇分以上マッサージしてくれている。

「ボクたちには、これくらいしかしてあげられないから」

　もうひとりの先輩αドライバーが、足をもんでくれる。

　遠慮したのに、半ば無理やりこの状態にもち込まれてしまった。

　百も南なみ、羽う留る、クロエの三人も、他ほかの女の子たちに寄って集って腕や足をマッサージされている。

　エヴァノラだけが、壁際のパイプ椅い子すに腰を下ろし、目を閉じたまま動かない。

　ウーピーが、そんな彼女を守るように立っている。

　バトルまで、あと一時間弱。

　史生たちはみんな、ブルーエデン指定のバトル用制服に身を包んでいる。

　ブルーエデン・カラーである、スカイブルーのブレザーに、女の子たちは同色のスカート。αドライバーである史生はズボンだ。男女とも、左胸には空と風をイメージしているというネクストクラスのマークがついている。

「根性、見せてくれよぉ」

　コング先輩が、先ほどからずっと似たようなことを言いながら、グッ、グッと凝った部分をいい感じに指圧してくれる。

「ふぁいぃ」

　痛いけど、気持ちいい。自然とゆるい返事がもれ出てくる。

　そのときだった。

「ちょ、ちょっと!?」「ここ、あなたの控え室じゃないでしょ！」「なにしにきたのよ!?」

　出入り口のあたりから、そんな声が聞こえてきた。

　見て、史生は思わず椅子から腰をあげた。先輩たちの手が、からだから離れていく。

　百南と羽留も、立ちあがった。

　エヴァノラだけが、座ったまま薄く目を開け、視線だけを動かした。

　ドア付近の女の子たちを押し退のけるようにして入ってきたのは、天あ雨めだった。

「握手、しにきたわけじゃないよな？」

　自分の知っている天雨なら、こんなときは[image: ]いいバトルしようね！[image: ]と右手を差し出してくるはずだ。明るい声と爽さわやかな笑顔を添えて。

　だが、いま目の前にいる彼女の顔には、友好的な色など微み塵じんもなかった。

　親の敵でも見ているかのような、尖とがりきった目をしている。

「棄権しなさい。これが最後よ」

「戦わないですむなら、そうしたいけど……オレと百も南なみを学園から追い出したい理由、教えてくれるか？」

「フィールドに出てきたら、きっと後悔するわよ」

「かもな。でも、戦わないで後悔するより、ずっといいんじゃないか？」

「幼おさな馴な染じみのよしみで手を抜いてくれるかも、とか考えてない？」

「抜いてくれんのか？」

「言ったでしょ。後悔するわよ、って」

「天あ雨め、お前どうして……」

　変わったんだ？　という質問は、

「バトル前の挑発行為は、マナー違反でしょ!?」

　だれかの叫びによって遮られた。

「「「「「ブ───ッ！」」」」」

　寮生たちが、ブーイングをはじめた。

　途端、バチバチバチッ！　と天雨のからだが放電した。

　控え室が、一瞬だけ強烈な白光に塗り潰つぶされた。

　天井の蛍光灯がいっせいに砕け、寮生たちの頭に降り注ぐ。

　悲鳴が連続したものの、すぐに収まった。

　ネクストクラスのプログレスだから、それなりに自己制御力が高いのだろうか、それとも、薄うす闇やみが落ちた更衣室の中でひとり帯電している天雨を前に、萎い縮しゆくして声も出せなくなったのか。

「シオ、モナ、あんたたちふたりだけじゃないわよ。他ほかの連中も、一生残るような傷を負うことになってもいいのね？　ブルーミングバトルだからって軽く考えてると、とり返しのつかな……」

「天雨、オレは、お前を絶対に連れ戻すからな。覚えとけ！」

　わざと、天雨の言葉を遮った。

「シオ、わたしをナメてると……」

「アメちゃん、あ、あたし、今度は、絶対、最後まであきらめないからね」

　百南も、天雨にどこか挑戦的な目をむける。

「鳳ほう来らい、もう自分の控え室に戻れ。バトルで会おう」

　羽う留るも、言葉を添えてくれた。

「バトルで、交流戦の借りをお返ししマス」

　クロエも。

「血が沸きあがるようなバトル、やりましょ」

　エヴァノラが、天雨にウインクを飛ばした。

　ギリリッと歯を噛かみしめた天雨が、紅あかいサイドテールを翻すようにして踵きびすを返し、そのまま足早に控え室を出ていった。

　数秒後、

「あああああああっ！」

　怒りとも嘆きともつかない叫び声が聞こえてきた。

　同時に、バチバチィッ！　という身の毛立つような放電音も。

　廊下にいた女の子たちが、小さな悲鳴をあげた。

　そして、暗くなった控え室の中に冷たい緊張感と静けさが降りてきた。

　負けない。絶対に負けてやらない。

「負けないからな」

　思わず、声に出てしまう。

「当然でしょ。ふふ、一生消えない歯形がつくくらい、強く噛かみついてやりましょ」

　エヴァノラが、すぐに言葉を継いでくれた。

「ガブッと」

　クロエが、ぼそっとつぶやく。

　薄暗い部屋の中で、羽う留るが両手を天井に突きあげた。

「エクシード出しきるぞっ！」

「あ、あたしも、エクシード全部、絞りきる」

　百も南なみが、真剣な顔でうなずいた。

　パチパチッと、だれかが手を叩たたいた。まだ、バトルははじまってもいないのに。勝利をつかんだわけでもないのに。それなのに。

　拍手が、瞬く間にひろがっていく。

　控え室に拍手の渦が巻き起こる。熱い拍手だった。そして、心が躍る拍手だった。

　史し生おたちは、寮生みんなの賞賛と応援を全身でうけとめた。

　緊張も、不安も、恐怖も、徐々に薄れて溶けていく。

　負けない。絶対に負けてやらない。

　それはつまり、

「勝つぞ！」

　史生は、想おもいを確かな言葉にした。

「か、勝つよ！」と百南が声に強い意志を込めた。

「もちろんだっ！」と羽留が拳こぶしを前に突き出した。

「勝ちまショウ」とクロエが静かにつぶやいた。

「歌うわよぉっ！」とエヴァノラが椅い子すから勢いよく立ちあがった。

　直後、

「「「「「「「「「「「「「「「おおおぉ[image: ][image: ]っ!!」」」」」」」」」」」」」」」

　史生たちの周りに集まってきた寮生たちが、喚声を爆発させた。






七章　ゼロアワー






『パラレル・フォー』のライブ会場には、青せい蘭らんドームが選ばれていた。

　会場に、開かれた屋根からまぶしいほどの光が降り注いでいる。

　そのど真ん中に特設されたブルーミングバトルのフィールドは、大型スクリーンでも観みられるよう、一〇台のカメラがそれぞれの位置から捉とらえているという。

　もちろん、映像は世界へ配信される。

　どこからどう撮られようが、そんなことはどうでもいい。無様な様子や、情けない表情をアップで映されてもかまわない。

　勝てればいい。勝って、天あ雨めのつくっている壁をとり除くことができればそれでいい。

『みな様、お待たせしましたぁっ！　これよりオープニング・バトルを行います！　このワンゲームを獲とるのは、果たしてどちらのチームなのかっ!?　実況を担当させていただきますのは、わたくし、放送部部長、テラ・ルビリ・アウロラ出身のアセロラでぇす！』

　入場ゲートの裏に待機していた史し生おの耳に、元気な『声』が飛び込んでくる。

『ではではっ、さっそくいきましょう！　まずは、ブルーエデンのネクストクラス選抜チーム、[image: ]パンデミック・フォー[image: ]の入場です！』

　キレのいい、アップテンポの音楽がスタートした。

　史生たちは顔を見合わせた。エヴァノラひとりが、ニヤリと笑っている。

「パンデミック？　どこかで聞いたことがあるような……」

　羽う留るが、ちょこんと首を傾かしげた。

　クロエが、右の眉まゆだけをあげる。

「エヴァノラのふたつ名ガ、【至大感染パンデミツク】デス」

「なっ!?　自分のふたつ名をチーム名にしたのか!?　それじゃまるで[image: ]エヴァノラとその仲間たち[image: ]みたいじゃないか！」

　羽留が、エヴァノラをにらみつけた。

　百も南なみも、チラッとエヴァノラに目をむける。

「チーム名のことまでは、考えてなかったよね」

　チーム全員の視線を一身に集めたエヴァノラが、軽く両手をひろげた。

「わたしたち四人は、シオの熱意に打たれてここにいるんでしょ？　これってつまり、コトリィシオに感染したってことにならないかしら？」

　彼女の言葉に、史生は気恥ずかしさを感じながらも笑みでこたえた。

　百南の表情から、ふっと力が抜けた。小さな唇が、微笑ほほえみのかたちになる。

　羽留も、「まあ、そういう理由なら、仕方ないな」と力強い笑みを浮かべてくれた。

　クロエの表情は相変わらず動かないが、大きな丸い瞳ひとみが輝いていることだけはわかった。

　そんな女の子たちと視線を交わし合うことで、緊張がほどよく醸成されていく。




　係員に促されてゲートを抜けた途端、聞こえていた歓声が何倍にも膨れあがった。耳をつんざかんばかりの大音量だ。

　四方八方から、なにを言っているのかまるでわからない大歓声が押し寄せてくる。

　そんな音の洪水の中を、史し生おはチームの先頭に立って進んだ。自らの心音だけに耳を傾け……、逆に静けさを感じながら。

　テニスコートより少しひろいくらいだろうか、特設されたバトルフィールドの手前で足をとめ、対面の入場口へ目をむける。

『パンデミック・フォー』の行進と入場テーマ曲がとまっても、歓声はおさまらない。

　天あ雨め、さあ、闘やろう。

　徐々に高ぶってきた史生の気持ちをうけとめたかのように、

『お次は、スペシャル・オブ・スペシャルという呼び声も高い、特別選抜チーム、[image: ]バスター・フォー[image: ]の入場です！』

　アナウンスが場内に響いた途端、両肩にのしかかってくるかのような重々しい音楽がスタートした。

　不意に、クロエが史生に顔を寄せてきた。

「聞いてくだサイ」

「なに？」

　音楽と歓声がうるさいため、クロエの口もとに耳を近づける。

　百も南なみ、羽う留る、エヴァノラの三人も、「なになに？」と顔を寄せてきた。

　クロエが、チームメイトをザッと見回したあと、

「ホーライさんハ、おひとりで現れるでショウ」

「「「「え!?」」」」

　クロエ以外の全員が、驚きの声をあげた。

「おひとりでネクスト寮にのり込んできた自信。それを裏づける実力。コトリーさん、そしてイナモリさんとの関係。それらを合わせて考えレバ、驚くに値しない展開デス。単独でワレワレを完膚無きまでに叩きのめセバ、肉体的のみならず精神的なダメージも与えることができるのですカラ」

「バトル直前になって、どうしてそんなこと……？　みんな、[image: ]バスター・フォー[image: ]と闘う気満々なのに」

　史生の言葉をうけ、クロエが右の耳から耳栓のようなモノを外した。

「まろんさんから通信が届きまシタ。あちらの控え室に入ったのハ、ホーライさんひとりダケ。いま現在モ、入場ゲートの内側にいるのは彼女ひとりだそうデス」

「まろんちゃんが？　で、でも、そんな……」

　百南が、『バスター・フォー』のメンバーたちが入ってくる予定だった対面のゲートへ目をむけた。

　人影が歩み出てくる。その数は……。

「集中してくだサイ！」

　クロエの鋭い声を、史し生おは初めて聞いた。

　百も南なみが、羽う留るが、エヴァノラが、グッと表情を引きしめる。

「彼女がひとりで登場するのを見テ、ペースを乱してはいけまセン。慌てないでくだサイ。多数対一は卑ひ怯きようだトカ、一対一で正々堂々とトカ、そんなことはいっさい考えないヨウに。やるべきことはなにも変わりまセン」

　ここでクロエが、ほんのわずかに唇の両端をあげた。

「練習通リ、ファースト・アタックはワタシがいきマス」

　捨て石。

　史生は、そんな言葉を頭の中から蹴けり出した。

「勝つぞ！」

　ずっと変わらない気持ちを込め、拳こぶしを突き出す。

「勝とうね！」「やるぞっ！」「いきまショウ」「幸運を！」

　羽留が、百南が、クロエが、エヴァノラが拳をぶつけてくる。

　むかいの入場ゲートから出てきたのは、クロエの言葉通り、天あ雨めただひとり。

『え～っと、[image: ]バスター・フォー[image: ]が突然試合を放棄したため、急きょ彼女ひとりで[image: ]パンデミック・フォー[image: ]の相手をすることになったようです。こ、これは、アリ、ですか？』

　アセロラのアナウンスが終わるなり、会場にブーイングの嵐あらしが巻き起こった。

　控え室では、ネクストクラスの寮生たちにブーイングを浴びせられ、バトル会場では観客にも。

　天雨は、平然とした顔でフィールドにむかって歩いてくる。

『ちょ、これ、放送しちゃっていいんですか？　いいんですね？　どうなっても知りませんよ？　え～、ただいま入った情報によりますと、彼女の登録名はホウライ・アメ。ひとりでバトルを行うことに加え、あ、αドライバーは不要、と言っているとのことです』

　ブーイングが、数倍に膨れあがった。

『か、観客のみな様、フィールドに物を投げ込まないでくださいぃ。え～ん、だから言ったじゃないですかぁ、αドライバーいらないとか言ってるプログレスなんてぇ、観客の反感買うだけだってぇ』

　アセロラが泣き出した。

　マイクのスイッチが入ったままですよ、というツッコミが頭の隅を過よぎったが、いまはそれを口にするどころではない。

　飛んでくる空き缶や靴に、史生は顔をしかめた。

　フィールドの周囲には、ブルーミングバトル用の透明な特殊障壁が張られているため、空き缶や靴やその他のゴミはフィールド内に入ってこない。

　それでも、その周りにはゴミが降り積もっていくし、まだフィールド内に足を踏み入れていない天雨にもゴミと罵ば声せいが降り注いでいる。

　大気の激震は、突然だった。

　天あ雨めのからだから飛び出した巨大な雷竜が、晴れ渡った空へ駆け昇り、キシャアアアと聞く者の肌を粟あわ立だたせるかのような咆ほう哮こうを轟とどろかせたあと、自らが震え戦おののかせた青空へ溶け込むようにして消えていく。

『ひゃぅぅ………』

　アセロラだけでなく、観客すべてが声を失った。

　そんな中、天雨が悠々とバトルフィールドのむかいまでやってきた。そして、その一歩手前で立ちどまる。

『そそ、それではぁ、せせ、選手の紹介をぉ……』

　なんとか気持ちを立て直した様子で、アセロラが選手紹介をはじめた。

『ホウライ・アメ選手は、名前以外すべてが謎なぞのプログレスであるため、紹介するのは[image: ]パンデミック・フォー[image: ]のメンバーのみとなります。まずは、【万有引斥力コネクシヨン】、イナモリ・モナミ選手！』

「アメちゃん、いくよ」

　百も南なみが、バトルフィールドにむかって歩き出す。

『続いて、【白璧微瑕ロシアンルーレツト】、シウンジ・ウル選手！』

「史し生お、よろしくな」

　羽う留るが、史生の肩にソッと触れたあと、百南の後に続く。

『さらには、【飛天空拳ロケツトパンチ】、Miss.クロエ選手！』

「シェルヘッド、チェック。カノンアーム、チェック。ダッシュウィング、チェック。オールクリア」

　ブツブツ言いながら、クロエもバトルフィールドに入っていく。

『そして、我らが【至大感染パンデミツク】っ！　エヴァノラ・ワイズ選手ぅっ！　キャー！　エヴァがんばってぇ！』

「わたしの歌で、会場すべてを味方にしてみせるわ」

　史生にウインクを投げてから、エヴァノラも歩を進めた。

『最後のひとりは、αドライバー、【変態容器アンリミテツド】、コトリイ・シオ選手！』

　大歓声をうけながら、史生はαサークルの中央に立つ。

　天雨が、ゆったりとした足どりでバトルフィールドの中へ足を踏み入れる。

『さあ、それではさっそくぅっ！　スタンバイっ！』

　出てきたαスクリーン上に目を落とす。

　スタンバイ時間は一〇秒。

　会場の巨大掲示板に表示された［10］という数字が、［９］［８］と減っていく。

　αスクリーンの左上でも、カウントダウンが進んでいる。その数字を視界の隅に捉とらえたまま、史生は表示された情報を目で追った。

　プログレス名《鳳ほう来らい天雨》。

　レベル表示ナシ。

　体力ゲージ一〇〇。リンクゲージ、ゼロ。

　αドライバー名、表示ナシ。

［６］

　つい先ほど天あ雨めがドームの上空へ放った雷竜が、百も南なみたちにむけられたら？　本当に練習通りでいいのか？　全員でかかれば、なんとかなるのだろうか？

［５］

　初となる本格的なチーム戦本番を前に、入場までは落ちついていた心臓が早鐘を打ちはじめた。視界が霞かすみ、鳩尾みぞおち付近が絞られるように痛くなり、背に冷たい汗を感じた。

［４］

　どうすればいい？

　心身が自分のものではなくなったかのような感覚に、史し生おは狼狽うろたえた。

　シャツの胸もとをつかみ、大きく息を吸う。

［３］

　ふと視線をあげたのと、フィールド上で肩をならべたチームメイトたちが振り返ったのは、ほとんど同時だった。

　百南が、羽う留るが、クロエが、エヴァノラが、右拳こぶしを突き出してくる。

［２］

　史生は、肺に溜たまった空気を吐き出しながら、強い力に引っ張られるような心地で右拳を出した。拳と拳は離れていても、心と心は確かにつながっている。そう確信できた。

［１］

『ファイトっ！』




　ボォウッ！

　クロエの背でなにかが光った、と史生が認識したときにはもう、彼女の姿は天雨のすぐそばにあった。

『クロエ選手がいったぁ──っ！』

　アセロラの『声』と観客たちの歓声をうけ、百南も駆け出していく。同時に、羽留が右サイドに回り込む。

　エヴァノラは、その場を動くことなく歌い続けている。

　クロエが大振りの右フックを放つものの、まるでそれを予期していたかのような動きで、天雨が頭を後ろにさげた。

　天雨の鼻先を、クロエの拳が勢いよく通過する。

　バランスを崩すことなく小さなからだをひねり、クロエが左腕を振り回………………、さなかった。動かしたのはからだだけ。ブレザーの左腕、その肘ひじから先がありえない角度に曲がって見えた。袖そでに通っているはずの前腕部が消えている。

　スタートダッシュと同時に、ロケットパンチを飛ばしていたのだ。そして、その飛行速度と同じスピードで踏み込み、あたかも左腕をつけたまま動いているように見せかけて右フックを囮おとりにつかう、という作戦だ。

「やぁっ！」

　百も南なみが、天あ雨めのからだを全力で押した。

「ハァッ！」

　タイミングを合わせ、羽う留るが右サイドから拳大の光弾を連打する。数発が跳ね返ってこようが、ここはお構いなしだ。

　天雨の死角からはロケットパンチ。

　いけるっ！　とファースト・アタックの成功を確信した直後、

「なっ!?」

　史し生おは息を呑のんだ。

　天雨が、ほぼ真後ろから飛んできたクロエの左腕を振り返りもせずにつかみとり、それを棍こん棒ぼう代わりにして、ロケットパンチを放った本人を殴りつけた。

「くっ!?」

　反射的にスモールバリアを展開させたクロエが、それで自らの左腕をうけとめたあと、衝撃をうまくうけ流しつつからだをひねり、バランスを崩しながらも縦回転の回し蹴げりで反撃に転じた。

　しかし、それさえも半身をわずかにさげられ、あっさりとかわされてしまう。

　間を置くことなく、天雨が手にした鈍器クロエの左腕を横に振った。

　たったそれだけの動きだったのに、バリアが間に合わずまともに食らってしまったクロエが、バトルフィールドの端まで吹っ飛ばされてしまった。

　彼女の体力ゲージが、四分の一ほど消し飛んだ。

　史生は、二度殴られたクロエのダメージを引きうけながら、奥歯を噛かみしめた。

　まだまだっ！

　天雨が無造作に投げ捨てたクロエの左腕が、自由を得た小鳥のように空を飛び、持ち主のもとへ戻っていく。

　クロエが、素早くブレザーの左袖そでを引きちぎったあと、飛ばしていた左腕をもとのようにつなぎ合わせた。

　ファイト・スタート直後にクロエが突っ込み、そして殴り飛ばされてしまうまでの間、羽留は絶え間なく光弾を撃ち続けていた。だが、天雨はうるさそうに顔をしかめていただけで、攻撃を仕掛けてくる相手に目をむけようとさえしなかった。

　百南の引きも、まるで気にしていないようだ。

『こ、これは、ちょ、ちょっと、どういうことなんですかっ!?』

　アセロラが、悲鳴にも似た『声』をあげた。

　史生も、信じたくはなかった。

　だが、天あ雨めは『バスター・フォー』のメンバーであり、マキシマム・バリューのプログレスなのだ。トリプルＳの実力者が相手なのだから、ここまでは想定内である。

　流れは、練習通り。

　クロエが突撃。百も南なみがサポート。回り込んだ羽う留るが遠距離から光弾で牽けん制せいしている間にエヴァノラが歌い続け、スタンバイの一〇秒に加え、ファイト・スタートから二〇秒でリンクゲージをマックスまであげる。

　天雨は、クロエに追い打ちをかけようとしない。羽留に反撃しようともしない。百南に攻撃の矛先をむけようとさえしない。

　ただ、その場を動くことなく史し生おをにらみつけているだけだ。

　史生はαスクリーンに目を落とし、エヴァノラのリンクゲージがマックスになるのと同時にリンクボタンを押した。

　成功！

　史生の足もとに、魔法陣のような光の輪が浮かびあがる。同時に、エヴァノラの頭上にも同じものが現れ、光の粉となって彼女に降り注ぐ。

「エヴァノラ、〈四重唱〉っ！」

　特殊技の中から、迷わず〈四重唱〉を選び出す。

　エヴァノラが、こちらにウインクを飛ばしながら、休むことなく歌い続ける。

　天雨は、まだ動かない。

　百南、羽留、クロエの三人も、たったひとりの相手を見つめたまま動かない。

　歌に合わせ、チーム全員のリンクゲージがみるみるうちに上昇し、

「みんないくぞっ！」

　満タン状態を確認するなり、両手の指をつかって四人全員のボタンを一気に押す。

　百南、成功。羽留、成功。クロエ、成功。エヴァノラ、連続で成功！

　光の粉が、チーム全員の頭上に降り注ぐ。

　すぐさま、

　百南に〈万有斥力〉。

　羽留に〈光こう鎧がい〉。

　クロエに〈ジュエルボックス〉。

　エヴァノラには、再び〈四重唱〉。

　理想的な流れだった。怖くなるほどに。

　その間、天雨がなにもせず黙って突っ立っていたことが少々気になったが、歌姫がまた一〇秒ほど歌ってくれれば、チーム全員のリンクゲージが再び満タンになる。このままの勢いで一気に攻めれば……。




『嘘うそっ、こ、こんなプログレス……ありえないでしょ！』

　アセロラの動揺した『声』を耳に、史生は震える手を握りしめた。

「く、うぅぅぅっ!?」

　百も南なみが、〈万有斥力〉で天あ雨めを突き飛ばそうとしたものの、上体をほんのわずかに押すことしかできなかった。

　果敢に突っ込んだクロエが、天雨に抱きついてバリアの箱に封じ込めることに成功したものの、ひょいと両腕をひろげられただけで内部から簡単に破壊されてしまった。

「カノンッ！」

　躊躇ためらうことなく至近距離から放ったクロエの左腕も、[image: ]つかむことさえ面倒くさい[image: ]といった感じで叩たたき落とされた。

　さらには、クロエ自身も雷をまとった天雨の拳こぶしによって殴り飛ばされてしまう。

　その一撃で、彼女の体力ゲージはほとんどなくなってしまった。残りは、あとわずかだ。

　もちろん、その痛みは史し生おに降りかかってくる。

「くぁっ!?」

　左の頬ほおから突き刺さってきた痛みが、頭ず蓋がいをゆらしながら拡散していく。

『ホウライ選手のパンチ一発で、クロエ選手が吹っ飛ぶぅ！　おーっと、なんだこの体力ゲージの減り方はぁ!?　どんだけ痛い拳げん骨こつなんだぁ!?』

　史生の前にあるαスクリーンは、観客にも見えるよう大型スクリーンに表示されている。そのため、体力ゲージの異常な減少に観客たちがどよめいた。

　すぐに立ちあがったクロエが、すかさず身構える。

　百南は、あきらめることなく〈万有斥力〉で押し続けている。

　この間、みんなのリンクゲージが再び満タンになった。

　史生はすかさず、リンクボタンをいっせいに押した。

　百南、成功。羽う留る、成功。クロエ、失敗。エヴァノラ、成功。

　表示を目で追いつつ、浮かびあがってきた特殊技名の上に素早く指先を移動させる。

　百南に〈万有引力〉。

　羽留に〈超ちよう弩ど級きゆう弾〉。

　エヴァノラに〈四重唱〉。

「〈超弩級弾〉っ！」

　羽留が、天雨にむかって巨大な光球を放った。もちろん、破壊力の塊のような光弾は放った本人のもとへ戻ってくる。

　着弾を待つことなく、羽留が走り出す。

『紫し雲うん寺じ選手もいったぁっ！　っとぉ、これは〈光こう鎧がい〉と〈超弩級弾〉のコンボだぁ！　きゃーっ！　きれ～い！』

　駆けながら輝く鎧よろいを身につけた羽留が、光の帯を引きながら天雨に躍りかかった。

　特殊技を得られなかったクロエも、ロケットパンチを発射したあと走り出す。

　百南が、天雨の胸を押し、足を引く。

　エヴァノラが声を響かせる。

『そ、そんな……リンクも、してないのに……』

　一瞬だった。

　太さが人の胴回りほどもある雷竜が、天あ雨めを中心にしてぐるぐるぅぅっととぐろを巻いて空へ昇った。そう見えた直後、羽う留るとクロエ、そして空飛ぶ左腕が弾はじき飛ばされた。

「がっ!?　ぁ、くあああっ!?」

　史し生おは、突如襲ってきた激痛にうめきながらも、両りよう膝ひざをつかんで倒れ込むのを拒んだ。

『あぁっっと！　ここで早くもクロエ選手の体力ゲージがゼロになったぁ』

　フィールドの隅まで転がったクロエは、しばらく起きあがることができないでいたものの、係員の手を借りてふらふらと身を起こし、左腕を呼び戻したあと史生のそばまで足を引きずるようにして歩いてきた。

「力、及びませんでシタ」

「クロエはがんばってくれたよ。ありがとう。いっしょに、みんなを応援してくれ」

　史生は、肩を落としているクロエに笑みをむけた。

「史生、〈武謡〉よろしくっ！」

　エヴァノラの声に、史生はすかさずαスクリーンの操作でこたえた。

　リンク成功後、表示された特殊技の中から〈武謡〉を選ぶ。

〈武謡〉は、彼女の身体能力を飛躍的に高める近接戦闘用の特殊技だ。ここぞというときにつかおう、と練習で話し合っていた。

　クロエが、バトルから外れた。光り輝く鎧よろいを身につけた羽留の体力も、残りわずか。百も南なみの押し引きは、天雨に通用しない。一ラウンドの残り時間は、まだ三〇秒以上もある。

　ここで歌い続けていても埒らちがあかない。エヴァノラはそう考えたのだ。

　ひろがった白銀シルバーのロングヘアが、降り注ぐ光をうけて神こう々ごうしいまでの光を放つ。

『エヴァ、いけぇ──っ！』

　とてつもなく偏ったアナウンスに、観客が総立ちになる。

　ファンの声援をうけ、エヴァノラが跳んだ。

　史生は、唾つばを呑のみ込んだ。もはや、人の動きではなかったから。

　羽留とエヴァノラが、人の動体視力では追うことのできない動きで、前後左右から攻撃を繰り出している。

　それなのに、天雨には当たらない。

　拳こぶしも、肘ひじも、膝も、蹴けりも、当たらない。組むことも許してはもらえなかった。

『え？　これって……立体映像の、早送り……じゃないですよねぇ、やっぱり。って、なにこのバトル！　近接戦闘のレベル高すぎないですかっ!?』

　羽留とエヴァノラの攻撃は当たらないのに、天雨の雷竜ばかりが蠢うごめき続け、徐々に、しかし確実にふたりの体力を削っていく。

　史生は、激しい痛みに耐えながら、状況を見守った。

　少し離れた場所で両手を突き出していた百南が、いきなり天雨にむかって駆け出した。

　仲間の力になりたい。きっとその思いだけで足を動かしてしまったのだろう。

　そんな幼おさな馴な染じみに、天あ雨めがジッと鋭い視線を注いでいる。羽う留るとエヴァノラの猛攻を楽々とさばきながら。

「百も南なみ、気をつけろっ！」

　史し生おは、思わず声を張りあげた。そのとき、

「どんなに気をつけても！　どんなにがんばっても！　無駄なのよっ！」

　右拳こぶしに荒れ狂う雷を握りしめた天雨が、そのまま羽留にボディブローを突き込んだ。かと思いきや、人の身ではあり得ないような柔軟性を見せ、エヴァノラの側頭部にハイキックを入れる。

　襲いかかってきた腹部と頭部の痛みに、史生は歯は噛がみした。

『ぃやああん、エヴァァッ!?』

　よろめいた羽留のからだに雷竜を巻きつかせ、その残り少ない体力を奪いつつ、たたらを踏んだエヴァノラに背を密着させた天雨が、次の瞬間、

「天昇雷刃破ライトニングブレイドっ！」

　右拳を空へ突きあげた。

　地から噴き出した紅の雷が、エヴァノラに食らいつく。

「きゃあああああぁぁっ！」

　上空へ打ちあげられた彼女の体力ゲージが、瞬時にゼロとなった。そして、受け身もとれないまま頭からフィールドに落下する。

　あまりにも鋭い痛みが、史生の全身を駆けめぐる。

　羽留のからだにとりついていた雷竜が消えると同時に、彼女がまとっていた光り輝く鎧よろいも霧散した。

　その場にくずおれた羽留の体力ゲージも、あっさりとゼロになる。

『ブルーミングバトルでプログレスが次々とダウンするなんて、いったいどうしたことでしょう!?　システムの不具合なのか、はたまたホウライ選手の攻撃力がダメージ相殺システムの処理速度を凌りよう駕がしているのかぁっ!?』

　立て続けにうけた激痛によって、史生は完全に意識を失った。

　一瞬だけ。

　からだが宙を泳いだ。

　脱力感が、無力感が、喪失感が、情け容赦なく全身にからみついてくる。

　呼吸ができない。

　苦しい。

　倒れる。

　負ける。

『あ──っと、コトリイ選手、足もとがフラついています！　ダウン寸前です！　[image: ]パンデミック・フォー[image: ]、イナモリ選手ひとりを残し、ここで敗北するのかぁ！』




「コトリーさんっ！　しっかりしてくだサイッ！」




　クロエの声が、背を押してくれた。

「っ!?」

　バトルフィールドに立つ百も南なみの背に、かろうじて意識の細い糸がつながった。

　足を踏ん張り、倒れることを拒否したのとほぼ同時に……。

　ブ───ッ。

　一ラウンド終了のブザーが鳴り響いた。




　インターバルは五〇秒。

　ルールに従い、史し生おはαサークルからヨロヨロと外に出た。座り込みたいという気持ちを踏み潰つぶし、震える両足を肩幅にひろげてなんとかバランスを保った。

　クロエが、丸い瞳ひとみに心配げな光を瞬かせている。

「シオくん、大丈夫!?」

　百南が駆け寄ってきた。その後ろから、羽う留るとエヴァノラが互いを支え合うようにしてやってくる。

「このくらい、なんともないよ」

　史生は、無理やり笑顔をつくろうとした。が、からだのあちこちが痺しびれて、頬ほおや口もとをうまく動かすことができない。

「シオくん……」

「百南、怖いか？」

　史生はからだ中の悲鳴を無視して、幼おさな馴な染じみの大きな瞳を見つめた。

「こ、怖くなんかないよ。でも、このまま次のラウンドに入ったら、シオくんが……」

　百南が、震える瞳で史生を見あげてくる。

　史生は、百南の肩をポンと叩たたいたあと、羽留に、クロエに、エヴァノラに、それぞれ目をむけた。

「言ったろ。天あ雨めから気持ちをそらしたくない、って。オレ、本気だぞ？　オレたちが、本気だってこと見せなきゃ、天雨は、きっと遠くにいってしまう。だから……」

「うん。そうだね。あたしも、シオくんの言う通りだと思う。あたし、最後までがんばるから。最後の最後まで、あたしは……」

　百南が、唇を一文字に引きしめた。その瞳にあるのは、静かな決意だけ。

　羽留が、そんな百南の肩を抱き寄せた。

「百南の本気を、思いきりぶつけてこい」

　クロエが、百南の右手をとった。

「ワタシたちのぶんマデ、お願いしマス」

　エヴァノラが、百も南なみの胸にトンと拳こぶしをぶつけた。

「ちょっと悔しいけど、シオとモナミの二重唱デユエツト、見届けさせてもらうわ」

　史し生おは、バトルフィールドのむかいに立つ天あ雨めに目をむけた。

　腕組みをしたまま、こちらをにらんでいる。

　百南の体力ゲージは満タンだ。天雨の体力ゲージは、羽う留るたちの猛攻をわずかにうけていたのだろうか、微かすかに減っている。とはいえ、ほぼ満タンといっていいだろう。

　このふたりが正面からぶつかり合えば、結果は……。

「シオくん、いこう」

　百南が、史生の隣に立った。

　引っ込み思案だった幼おさな馴な染じみが、自分から前に出ようとするなんて……。

　史生は、あまり力が入らなくなった両手を握りしめた。グッと力を入れる。大丈夫。まだまだいける。

「百南、オレたちの天雨を、絶対にとり戻すぞ」

　言葉に気持ちを込め、天雨の鋭い視線をうけとめた。

『両チーム、スタンバイ！』




『セカンド・ラウンド、ファイトっ！』

　一〇秒のスタンバイが終わるなり、百南が駆け出した。

「百南っ！　いけぇっ！」

　史生は、腹の底から叫んだ。

　もはや、駆け引きなんて意味がない。リンクゲージを上昇させるための時間稼ぎも必要ない。作戦さえない。当たって砕けるだけだ。

　天雨の攻撃を二、三回も食らえば、百南の体力ゲージはすぐにでもゼロになるだろう。

　それでも。最後の最後まで。

　歯を食いしばり、両足をしっかりと開き、史生は天雨を見据えた。

　両手を前に突き出した百南が、

「やあぁっ！」

　天雨にエクシードをぶつけた。が、

「いい加減、あきらめなさいっ！」

　百南の攻撃をものともせず、天雨が右手を突き出した。

「雷爪タロンっ！」

　五本の雷が、百南の華きや奢しやなからだに襲いかかる。

「雷牙フアングっ！」

　とまらない。赤黒い雷が地を這はい、百南の足もとから食らいつく。

「雷拷ビートっ！」

　終わらない。雷が、百南を中心に渦を巻いた……、と思ったときにはもう、その輪が縮まり、小さなからだをぐるぐる巻きにしていた。

「きゃああああああああああっ！」

　百も南なみの悲鳴が、鼓膜を掻かきむしる。

『これは勝負が決まったかもしれません！　イナモリ選手、為なす術すべもないままホウライ選手の猛攻にさらされていますっ！』

　史し生おは、痛みに耐えて、耐えて、耐えきれずに膝ひざを折ってもまたすぐに立ちあがり、バトルフィールドをにらみつけた。

　百南は倒れなかった。いまなお、細い両足でフィールドを踏みしめている。

　幼おさな馴な染じみを、絶対独りにはしない。

　どんなことがあっても、自分は倒れない。絶対に倒れない。最後まで倒れない。

　霞かすむ意識の中で、史生は自らに何度も何度も言い聞かせた。

　百南の体力ゲージは、もうほとんど残っていない。軽くひと押しされただけで、ゼロになってしまうだろう。

　史生は、白く滲にじんだ視界の中心にそれを捉とらえた。

　リンクをしていないのに、特殊技の欄にひとつの技名が浮かびあがっていた。




〈万有〉




　指先が、文字に吸い寄せられる。

「百南っ！」

　口が、かすれた声を吐き出した。

「シオくん!?」

　百南が、両手を突き出した。

「いまさら、なにをやっても無駄よっ！」

　天あ雨めが、右手から雷竜を放つ。

『決まったかぁーっ!?』

　アセロラの絶叫を耳に、史生は奥歯を噛かみしめた。

「？」

　なんの痛みもやってこない。

「あれはっ!?」

　羽う留るの叫びで、史生はふたりの幼馴染みたちを滲んだ視界に捉えた。

　透明なドーム状のなにかが、天雨を捕らえていた。

『アレはなんだーっ!?　イナモリ選手が、起死回生の技を繰り出しましたぁ！　技名は〈万有〉？　αドライバーとのリンクを必要とせず、体力ゲージもほとんどなくなっていることから、崖がけっぷちになると発動する窮きゆう余よ系の特殊技であることが考えられますが……その効果はいかにっ!?』

　ぷるるん、と震えているドーム状のなにかを見ていると、思わずゼリーを連想してしまう。が、ゼリーのような脆もろさはないようだ。その証拠に、

「雷槍ランスっ！」

　内側で拳こぶしを振るう天あ雨めが、ドームを破壊できないでいる。

　天雨の体力ゲージが、ゆっくりと減りはじめた。

「いけるぞっ！」

　羽う留るが、上擦った声をあげた。

「イナモリさん、チャンスです！」

「モナミっ！　いけーっ！」

　クロエとエヴァノラの叫びを背に、史し生おもありったけの声を張りあげた。

「百も南なみ、もうあとがない！　エクシードを振り絞れっ！」

　百南は、両手を前に突き出したまま動かない。

『さっそく情報が入りました。ただいまイナモリ選手が使用している技は、ブルーエデンのスペシャルクラスに在籍している【防疫穹窿テンダージエイル】の特殊技〈モノポリー〉に酷似しているそうです。対戦相手を封じ込め、その体力を徐々に奪っていくというこの技は、一度捕らえられたらラウンド終了時まで脱出は不可能という……』

「雷鎚破砕撃ライトニングメイスっ！」

　天雨の周りで、稲妻が乱舞した。そう見えた直後、ぷるぷる震えていたドームがあっさりと爆散してしまう。

　史生は、背に冷たい汗を感じながら顔をしかめた。

『これはどうしたことでしょう!?　脱出不可能であるはずの牢ろうが、一瞬で消し飛んでしまいましたぁ！』

「モナっ！　終わりよっ！」

　間髪をいれず、天雨が跳んだ。右腕に雷竜を巻きつけて……。

　百南は、逃げようとしない。

　史生は息を呑のんだ。

『終わっ……たぁ、ぁ、あ、え？』

　天雨の拳が、百南のからだを素通りした。

　天雨が、再び拳を振るう。しかし、百南のからだを捉とらえることができない。

　百南が、ゆっくりと右手をあげた。

　途端、天雨が見えないなにかに胸を突かれたように、一歩後ずさった。体力ゲージが、わずかに減る。

　百南が、一歩進む。

　天雨が、また一歩後ずさる。

　百南が一歩進み、天雨が一歩退く。その度に、天雨の体力ゲージが減っていく。天雨が拳や雷竜を放っても、百南にはなんのダメージも与えられないでいる。

「なにが、起こってる？」

　αサークルのすぐ後ろで、羽う留るがつぶやいた。

　クロエとエヴァノラは、無言のままバトルフィールドを見つめている。

『またまた情報が入りました！　この[image: ]見えているのに触れられない[image: ]という幻影系の技は、他学区に在籍している【透明童女ハイド・アンド・シーク】の特殊技〈サプライズ〉と極めてよく似ているそうです。でもでも、イナモリ選手がこの技をつかってるって、これ、どういうことなんでしょう？』

「雷原フロツグっ！」

　アセロラの『声』をはね飛ばすように叫びつつ、天あ雨めが床に手をついた。

　直後、バリバリバリッ、と鼓膜を掻かきむしるような音とともに、バトルフィールド全域に稲妻の舌先が噴き出してきた。まるで剣山のように。

『ホウライ選手、ここで全方位攻撃を繰り出したぁっ！　これでは、いかに姿を隠していたとしても逃げることはできません！　勝負は決まったかぁ!?』

「アメちゃん！」

　空から、百も南なみの叫びが降ってきた。

　史し生おは、頭上の太陽に目を細めた。いや、あれは……。

「わ、わたしの……」

　羽留がつぶやく。

「イナモリさんっ！」

　クロエが、らしくないほど大きな声を出す。

「いけ──っ！　モナミ───ッ！」

　エヴァノラが、両手を空に突きあげた。

　地上一〇メートルほどの中空に立っていた百南が、天雨にむかって右手を突き出していた。伸ばした腕の先に発生させていたモノは、巨大な光球だ。

「あれは、〈超ちよう弩ど級きゆう弾〉？」

　史生は、状況を理解できないまま、ただただ上空に浮かんでいる幼おさな馴な染じみを見あげていることしかできない。

『く、空中浮遊？　それに光破系の技なんて……も、もしかして〈万有〉って、ナンデモアリ、ってことですか？』

「ヤァッ！」

　百南が、巨大な光球を放った。

　さすがの天雨も、かわすことができなかった。

「っ、あああああっ!?」

　その身に巨大光弾を食らい、フィールドに片かた膝ひざをつく。

　体力ゲージも大幅に減った。が、ゼロにはならない。かろうじて、ほんのわずかに残っている。

『さあっ！　これで勝負の行方がわからなくなってきましたっ！　体力ゲージの残りはほぼ互角！　これは間違いなく、先に一撃を加えたほうが勝利を手にするでしょう！　がんばれイナモリ選手！　[image: ]パンデミック・フォー[image: ]に勝利を！　我らがエヴァに祝福をっ！』

「アメちゃん、いくよっ！」

　百も南なみが、天あ雨めの隙すきを逃すことなく宙を翔かけた。

『イナモリ選手が仕掛けたぁっ！』

「百南っ！　いけっ！」「イナモリさんっ！」「いっっっけ──────────っ！」

　羽う留るが、クロエが、エヴァノラが、声の限りに叫ぶ。

「天雨ぇっ！」

　百南とともに、史し生おはずっと離れていた幼おさな馴な染じみへありったけの気持ちを投げつけた。

「雷装アーマーっ！」

　天雨が、全身から針のような黒い雷を噴き出した。まるで、怯おびえたヤマアラシのように。

　このままぶつかれば……。

　史生が息を呑のんだ瞬間、百南の全身が白く輝いた。

　光は瞬時にふくらみ、百南の小さなからだを護まもるように包み込む。

「アメちゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁん！」

〈超ちよう弩ど級きゆう弾〉よりもさらに巨大な光球と刺とげ々とげしい黒雷の鎧よろいが、激突した。

『…………………………』













　ひと呼吸の間、会場から音が消えた。

　フィールドの中央付近で、百も南なみと天あ雨めが折り重なるようにして倒れている。

　仰向けになった天雨の首に、百南が抱きつくようなかたちで。

　天雨は、力なく両腕をひろげたまま動かない。

「アメちゃん、戻ってきてよ！　アメちゃん、お願いだからぁ、アメちゃ[image: ][image: ][image: ]ん！」

　百南が、いきなり泣き出した。

　天雨の両手がゆっくりと動き、百南の背に回る。

「モナ、お願いだから、泣かないで」

　幼おさな馴な染じみのふたりが、倒れたまま抱き合った。

　天雨の頬ほおを、ひと筋の涙が流れ落ちる。

　史し生おは、αスクリーンに目を落とした。

　天雨の体力ゲージはゼロになっていた。




『大激戦の末、[image: ]パンデミック・フォー[image: ]が勝利をつかみました！　観客のみな様、選手たちに盛大な拍手を！　きゃ[image: ][image: ]ん！　エヴァ、おめでとう[image: ][image: ]っ！』

　大きな拍手と歓声の中、史生は両の拳こぶしを高々と青空に突きあげた。

　それからゆっくりと、心おきなく………、ぶっ倒れた。





エピローグ




　前座のバトルが終了し、『パラレル・フォー』のメンバーたちがステージに現れた。

　バトルフィールドに背をむけたエヴァノラが、白銀シルバーのロングヘアをなびかせてステージに駆けあがる。そして、流れるような動きでスタンドからマイクを引き抜き歌い出す。

　バトルによって十分すぎるほどあたたまっていた会場内の熱気が、一気に爆発した。




　ストレッチャーで医務室に運び込まれた史生は、ベッドで上体を起こし、微かすかに聞こえてくる歓声を耳に天雨とむかい合った。枕まくらもとにいる百南も、つい先ほどまで泣きながら抱き合っていた幼馴染みを見つめている。

　史生は、足にのせた薄手の掛け布団に両手をのせ、天雨が口を開くのを待った。

　天雨が、ベッドのそばに立っている羽う留るとクロエ、そして医務室に駆けつけてくれたまろんにチラッと目をむけたあと、

「申し訳ないけど、わたしたち三人だけにしてもらえないかしら？」

　静かに、だが決して逆らうことを許さない口調で、[image: ]あなたたち三人は邪魔だ[image: ]という意思を伝えた。

　羽留たちの目が、史生に集まってくる。[image: ]廊下に出てようか？[image: ]と彼女たちの目が言っている。が、

「この三人は、オレと百も南なみの仲間なんだ。ここにいてもらっていい」

　史し生おは、ハッキリと言葉にした。

　すぐに羽う留るが頬ほおをゆるめ、クロエがわずかに唇をほころばせた。まろんも、やわらかい微笑ほほえみを浮かべてくれる。

　代わりに、天あ雨めの目が険しくなる。

「アメちゃん、教えて」

　百南が、希こいねがうような目で幼おさな馴な染じみを見つめた。

　約束したはずだ。史生たちがバトルに勝てば、すべてを明らかにしてくれる、と。

　史生は、天雨の表情を窺うかがった。

　怒りと戸惑いと悲しみを攪かく拌はんさせたような、そんな色が瞳ひとみに滲にじんでいる。

　天雨は、唇を引き結んだまま動かない。

　史生も、ベッドに座ったまま動かなかった。

　百南が、まだ涙の乾かない大きな目で、天雨の様子を不安げに見ている。

「やり方には、少しばかり問題があったと思うが……わたしには、天雨に悪意はなかったように見えたな」

　思いがけず、助け船を出したのは羽留だった。

　天雨の目が、わずかに大きくなる。

「やむにやまれぬ事情があったのでショウ。お察ししマス」

　続けてクロエも、史生と百南の幼馴染みにやさしい言葉をかけた。

「ホウライさん、いま、あなたの心にはいろんな感情が渦巻いていますが……特に強いのは、後悔や、心配や、悲しみの色です。もしかしたら、シオやモナミをなんらかの危険から守ろうとしたのではありませんか？」

　まろんの問いをうけ、天雨の視線が床に落ちた。

　史生は、そんな幼馴染みにようやく声をかけた。

「羽留とクロエは、闘ったから知ってるだろ？　そっちのまろんは、オレと百南をガーデンでいろいろ助けてくれたんだ。三人とも信用できるから」

「アメちゃん。あたし、どんなことがあってもアメちゃんの味方をやめないよ？」

「わ、わたしは……」

　百南の言葉が、最後のひと押しになったのだろう。天雨が、ようやくしゃべりはじめた。

「モナに、酷ひどいことをしたと思ってる、わ。でも、それしか方法が思いつかなくて……」

「理由を教えてくれ。オレにできること、なんでもするから」

「シオ、なんでもするなんて、そんなこと、二度と言わないで」

　天雨の目が、わずかに鋭くなった。が、声に力はない。

「とにかく約束だ。どうして、オレと百南を島から追い出そうとしたのか、理由を教えてくれ。いろんな話は、そのあとにしよう」

「ごめん。機密に触れることだから、言えないの」

「機密って……」

　史し生おは、眉まゆ根ねにしわを寄せた。

　天あ雨めは、青せい蘭らん学園でいったいなにをしているのだろう。外に出せない情報を抱えてる場所なんて、どうせろくでもないところに決まってる。

「学内にハ、いくつかの独立した学区が存在しマス。ブルーエデンもそのひとつデス。それぞれの学区デハ、独自に様々な試みを行っていると聞いていますガ……なかにハ、後ろ暗いこともあるでショウ。どこの学区モ、他ほかを出し抜いてやろうと躍起になっているようですカラ」

　クロエが、表情を変えることなく、視線だけを動かしてこの場にいる全員を見回した。

「後ろ暗いこと、か」

　羽う留るが、肩越しに自分の背後にある白い壁を見たあと、再び顔を戻し、ちょこんと首をかしげた。

「それは、よくないことだな？」

「いかなる事象モ、立場、見方、考え方によって捉とらえ方が変わってきますカラ、現時点では[image: ]よくないこと[image: ]と断言はできまセン」

「む。そうか。断言はできないのか。難しい問題だな」

　羽留が、よくわかっていない様子で大きくうなずいた。

　まろんが、突き出た胸の下で腕を組む。

「生徒につらい思いを強要するなんて、よくないことに決まってます」

「クロエは、[image: ]よくないこと[image: ]とは断言できないと言っているが、まろんは[image: ]よくないこと[image: ]だと断言するのか？　ん～、ナゾナゾみたいだな」

　羽留が、顔をしかめた。

　彼女たちの会話を聞いていた百も南なみが、瞳ひとみを震わせはじめた。

　天雨が、[image: ]人には言えないやましいこと[image: ]をしていると考えただけで、詳しい事情を聞く前に早くも悲しくなってきたのだろう。

　史生は腹を決めた。いや、青蘭島にくる前から腹を決めていた。

　幼い頃ころから、百南と天雨、ふたりの幼おさな馴な染じみといっしょに育ってきた。幼く、世の中のひろさも理不尽さも知らない、楽しいだけだった頃から、ずっと。

「天雨、機密なんてどうでもいいだろ。ここには、オレたちしかいないから、とにかくその内容を……」

「わたしは、もうこっち側の人間だから、戻れないの」

　天雨が、硬い声で続けた。

「でも、シオとモナはまだ間に合う。そっちの、あんたたちも……」

　羽留、クロエ、まろんの三人へ目をむけ、さらに言葉を続ける。

「わたしは、あんたたちを巻き込みたくないの。だから、なにも訊きかず、少しでも早く青蘭島を出ていって」

　天あ雨めが、言い終わったときにはもう、百も南なみの大きな瞳ひとみから涙があふれ出していた。

　つるんとした頬ほおを伝い、やさしい丸みをもったあご先に集まった涙が、ぽたり、ぽたりと足もとに落ちていく。

　史し生おは、考えなかった。考えるまでもないことだったから。

「天雨だけにつらい思いはさせない」

「わたしを困らせないで。お願い。島から出ていって」

「困ってるなら、オレに相談しろっ！　勝手にひとりで悩むなっ！」

「困らせてるのはシオでしょ！」

「きちんと説明しないと、とことん困らせてやるからな！」

「あ、あたしもぉ、アメちゃんを困らせてあげるんだから！」

　百南も、瞳に涙を溜ためたまま、しかし強い気持ちを込めた表情で、史生と天雨の会話に飛び込んでくる。

「よし、みんなで天雨を困らせよう！」

　羽う留るも乱入してきた。

　天雨が、キッと彼女をにらみつける。

「ちょっとあんた、さっきから人を呼び捨てにしてるけど、友だちでもなんでもないんだから、気安くしないで！」

「なにを言う。バトルをした仲じゃないか。もう友だちだ。だから、キミをもっともっと困らせるぞ！」

　羽留が、ズビシッ！　と効果音が聞こえてきそうなほどの勢いで、天雨を指差した。

「なにその論法!?　意味わかんないっ!?」

「みんなデ、ホーライさんに素晴らしい困難を与えまショウ」

　クロエも、表情をほとんど動かすことなく、しかし丸い瞳をキラキラさせながら大きな胸の前でポンと手を打ち合わせた。まるで、ナイスアイデア！　とでも言わんばかりに。

「うふふ。名案ですね」

　まろんも笑みをひろげ、すかさずノってくる。

「なんで[image: ]みんなでいいことしてやってる[image: ]的な空気になってんのよ！」

　顔を紅あかくして怒っている天雨を前に、史生はニッと笑みを浮かべた。

「天雨、オレたちは絶対にあきらめないからな」

　天雨が、目の前の見えないなにかを殴りつけるように、「もうっ」と拳こぶしを振りおろした。

「シオは、きっとそう言うだろうと思ったから……教えたくなかったのに……嫌われてもいいから、力ずくで追い出そうと思ったのに……」

　天雨の瞳に、うっすらと涙が溜まる。

　史生は、知らないうちにマキシマム・バリューとなっていた幼おさな馴な染じみをしっかりと見つめ、笑いかけた。

「天雨、理由を教えてくれ」

　天あ雨めが、細く長い息を吐き出した。

　そして、数秒間の沈黙を経たあと、ようやく口を開く。

「………わたし、ブルーエデンの特別カリキュラムに、研修生トレイニーとしての参加資格をもらって……そこで……」

　バァン、といきなり医務室のドアが開き、そこから三人の少女たちが足早に入ってきた。金髪巻き毛の子。赤茶けたミディアムヘアの子。短い青髪をツインテールにしている子。全員、可愛かわいい顔立ちながらも、目に鋭利な光を宿しているため、なんだか近寄りがたい。

「な、なんだ？」

　羽う留るが、目を大きくした。

　百も南なみが、ビクッと身を縮めた。

　クロエが、表情を動かすことなく無礼な来訪者たちを見つめている。

　史し生おも、ベッドに座ったまま入ってきた少女たちに目をむけた。

「あ、サラ、み、みんなも、きてたの？」

　天雨の声が、わずかにうわずっている。

「天雨、いきましょう」

　サラ、と呼ばれた金髪巻き毛の子が、薄い笑みを浮かべた。が、眠そうな半眼の目からこぼれ落ちている光は鋭いままである。

「わ、わたし、もう少し、ここで……」

「言い訳なら、あ・と・で・聞・く」

「……わかったわ」

「んふふ、お利口さんね」

　入ってきた三人は素早く天雨をとり囲み、史生たちには見むきもせず、医務室の外へ連れ出そうとする。

　史生は慌てて、彼女たちに声をかけた。

「ちょっと待てよ！」

　サラが、肩越しに振り返る。

「言いたいことがあるのでしたら、バトルでどうぞ。わたくしは、実力もないのに口だけはお上手な殿方を軽けい蔑べつしています。いまここでは、お口を閉じていらっしゃったほうが利口ですわよ？」

「天雨をどこへ連れてくんだよ!?」

「どこへ連れていこうと、あなたには関係ありませんでしょ？」

「あるに決まってんだろ！　天雨はオレの幼おさな馴な染じみだっ！」

　史生は、掛け布団を握りしめた。

「天雨は、わたくしたち[image: ]バスター・フォー[image: ]のメンバーです」

「オレのほうがずっと先に知り合ってて、ずっとずっと長いつき合いだ！　とにかく、天雨ともう少し話をさせてくれ」

「バトルお疲れ様でした。お大事に」

　サラが、冷たい笑みを浮かべながらドアの外へ天あ雨めを押し出した。史し生おの言葉には耳を貸してくれようともしない。

「おい、待てっ！」

　掛け布団を蹴けり飛ばし、史生はベッドから飛び降りた。

　ドアが閉められようとした瞬間、天雨が振り返った。

「シオっ！　モナっ！　わたしは、絶対にあんたたちを特別カリキュラムに巻き込みたくないの！　わたしのことは忘れて、急いで島から逃げて！　どうか、お願い！」

　ドアが閉じた。

　百も南なみも、羽う留るも、クロエも、まろんも、あとを追おうとしない。

『バスター・フォー』のメンバーたちが振りまいていった威圧感の残ざん滓しによって、足を踏み出すことができなかったのだ。

　史生も、ベッドの横から動くことができなかった。

　天雨が残した「特別カリキュラム」そして「逃げて」という言葉がぐるぐると頭の中を回っている。それでもすぐにそれらを踏み潰つぶし、沸きあがってきた気持ちを叫びに変えた。

「天雨！　絶対にあきらめないからなっ！」

　こたえは、どこからも返ってはこなかった。













あとがき







　１巻で描いたのは、『主人公と少女たちの邂かい逅こう』でした。

　そして、２巻。

　ストーリーを簡単にまとめると、

『強大な敵を倒すため、仲間たちが手をとり合い突き進む。そして……』

　となります。

　強大な敵とは!?

　果たして、その敵を倒すことができたのか!?

　本編を楽しんでいただけたら幸いです。




　いつものことですが、ストーリーをつくるときは苦労します。

　楽しい苦労ですが、やはり「こたえがなかなか出てこない宙ぶらりん状態」が長く続くとつらいものです。

　どんな流れにしようかな？

　どんな新キャラを出そうかな？

　どんな対立構図を描こうかな？

　頭がごちゃごちゃしてきます。きちんと書き留めていても、うまくまとまらないことなどしょっちゅうです。

　歩いていても。食事をしていても。ストーリーのことが頭から離れません。道で知人に会っても、すぐには顔を認識できないほどです（重症かも？）。

　それでも、あるときふと思いつくのです。

「あ、これいいかも」

　キッカケはなんだったのか、自分にもよくわかりません。

　頭の中でからみ合っていた配線が、ちょっとだけ整理され、関係がないと思われていた線同士が微かすかなつながりをみせた。そんな感じです。

　そこからまたモヤモヤが続きますが、楽しさが数倍にも膨れあがったモヤモヤです。

　そんな状態の中、ストーリーの軸をモヤモヤ、モソモソと固めていきます。




　ストーリーには、『基本軸』というものがあります。

　基本となるストーリーをおおまかに分類していくと、『集団道中もの』とか『立身出世もの』とか『異種族来訪もの』とか……。

　これをさらに細分化していくと……、きりがありません。多種多様です。

　この巻でつかわせてもらったのは、前出した『強大な敵を[image: ][image: ]』という流れとなります。

　たとえば、

『獰どう猛もうなドラゴンを倒すため、勇者とその仲間たちは[image: ][image: ]』とか、

『デヴィルの群れを倒すため、ピーチボーイ＆アニマルトリオは[image: ][image: ]』とか、

『指輪に執着しているオシャレ魔王を倒すため、裸足はだしのホビットたちは[image: ][image: ]』とか。

　多くの物語につかわれているこの基本軸は、いわゆる『王道』と呼ばれているものです。

　書き手としては、『王道』と書いて『ありきたり』と読む、なんてことを言われないように気をつけなければなりません。

　物語の細部へ、文章の中へ、書き手自身からぎゅぎゅっと絞り出したモノをどのように落とし込んでいくのか。どのような要素を組み合わせていくのか。どこを削り落としていくのか。モヤモヤ、モソモソと作業を進めます。

　絵師イラストレーター様、強烈なイラストお願いします！という強い念を込めつつシーンを練りあげ、どのようにそれをつなげていくのか。

　読者の方々の興味を意識しつつ。

『王道』の風味を損なうことなく、『王道』をそのままつかわないように、『王道』をストーリーの下地にする。

　難しいことですが、それだけに楽しい作業です。

　１巻同様、この巻も楽しんで書くことができました。

　読んでくださった方々にも、楽しさが伝わりますように。







　この場をお借りして宣伝を。

　富士見ファンタジア文庫様より発売中の【プログレス・イヴ】（著・海み羽わ超ちよう史し郎ろう様）も、よろしくお願いいたします！

　同じアンジュ・ヴィエルジュの世界観を共有させてもらってます。

　アンジュ・ヴィエルジュといえば……。

　キミと繋つながるカードゲーム！

『アンジュ・ヴィエルジュ』ブースターパック＆スターターパックともに好評発売中!!

　というわけで、気にしていただけたら幸いです！

　http://ange-vierge.com/




　最後になりましたが、謝辞を。

　練り込みの足りない部分をしっかりと補完してくださった担当の中なか道みち様。及び、編集部の皆様。

　ボクの念に対し、高いクオリティのイラストでこたえてくださった水みず沢さわ深み森もり様。

　物語世界の基盤を生み出してくださった駒こま尾お様。

　そして、１巻に引き続き、２巻も手にとってくださった大切な読者の皆々様。

　ありがとうございました！









　著者

　野島けんじ（のじま　けんじ）

　　辛いものが苦手です。でも、刺身やアボカドはわさび醤油で食します。寒さに弱いです。でも、白い息をハァ～ッてやると楽しくなります。猫舌です。でも、入れ立てのコーヒーが好きです。マイナスに負けず、プラスはそのままで全力執筆！　できたらいいな……。




　イラスト

　水沢深森（みずさわ　みもり）

　　アイドルと可愛いもの、

　　金髪ツンデレをこよなく愛す、兵庫出身の

　　イラストレーターです。
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